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九

年

放

送

界

の

世
界
的
不
景
気
に
逆
行
す
る
ラ
ヂ
オ

報

こ
の
数
年
来
の
世
界
的
不
況
は
凡
ゆ
る
産
業
に
影
響
し
、
各
闘
の
終
糖
界
は

た
め
に
著
ゐ
し
く
萎
縮
し
た
の
で
あ
る
が
、
猫
り
-
フ
ヂ
ォ
に
け
は
各
凶
共
非
常

新

な
勢
で
稜
達
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
放
送
施
設
に
於
て
も
地
取
荷
数
に
於
て
も
、

今
日
で
は
十
年
前
の
放
送
開
始
前
叫
に
比

へ
て
全
く
附
世
の
感
が
あ
る
。
印
ち

九
二
O
年
米
凶
で
始
め
て
放
迭
を
開
始
し
仁
川
引
は
、川
刊
か
数
千
の
ア
マ
チ
ユ

ダ

ア
に
よ
っ
て
聴
か
れ
て
ゐ
丈
一
フ
チ
オ
が
今
け
で
は
、

、ソ

色
町
リ
ト

こ

『

/

S
I
E
-
-ι
J
j
H

千
二
円
五
十
五
の
放
送
川

が
述
設
せ
ら
れ
、
そ
の
聴
取
荷
数
は

みに
附
界
で
約

千
ぃ
ハ
に
円
前
一
ド

マ

と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、
旬
日
百
際
に
一
フ
ヂ
オ
を
利
川
す
る
持
は
恐
ら
く
憶
に
達

す
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
う
ち
み
に
附
界
放
送
川
数
の
約
乍
分

ハ六

O
五
川
)
を
山

む
る
米
川
附
が
、
聴
取
托
数
に
於
て
も
附
界
総
数
の
半
数
を
山
め
、
今
日
千
一一一
川

一内
の
地
取
仔
ル
-有
し
て
ゐ
る
が
、
米
凶
に
次
ぐ
英
、
濁
は
夫
ん
川

英

凶

同

一山
十
一
向
徐

戸
昨
年
十
月
末
)

加
逸

一二
川
七
ト
一
尚
徐
ハ
昨
年
十
八
初
)

在
有
し
、
仰
凶
は
正
純
広
統
計
ゐ
供
、
品
川
、
或
は
-K
卜
市
と
云
は
れ
行
部
と
云
は
れ

て
ゐ
る
。
然
し
正
確
江
聴
取
者
数
か
ら
云
っ
て
猫
乙
に
弐
ぐ
も
の
は
説
闘
で
、

2 

日

本

放

怠

協

Aw

b

J

K

リ

Hれ

-L

urk

H

V

C

判
'

寸

弓

ザ
!
以

去
る

月
十
六
日
を
以
て
聴
取
者
数
百
一
向
に
達
し
て
世
界
第
四
位
と
な
っ
て
ゐ

る
o 

我
園
に
於
け
る
急
激
な
設
達

斯
様
に
加
は
か
十
年
齢
の
問
に
ラ
ヂ
ォ
の
如
く
念
激
な
護
達
を
し
た
事
業
は
他

u
 

に
類
が
な
い
。
例

へ
ば
小
山
賊
平
業
や
屯
話
事
業
の
如
、
き
も
我
邦
に
始
め
て
創
立

せ
ら
れ
て
'
既
に
約
四
十
年
を
約
一
泊
し

て
を
り
、
又
一
フ
ヂ
ォ
と
略
々
同
校
の
使
命

や
有
す
る
一
新
聞
の
如
、ぎも
敵
米
に
於
て
は
行
年
以
上
、
我
闘
で
も
凡
そ
六
十
年

の
殺
達
を
終
て
今
日
の
如
、
ぎ
枇
合
的
威
力
を
有
つ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
所

で
戎
凶
の
-
フ
ヂ
ォ
は
、
御
承
知
の
如
く
敵
米
よ
り
数
年
遅
れ
て
大
正
十
問
年
一一

バ
に
開
始
せ
ら
れ
、
こ
の
三
月
を
以
て
漏
七
周
年
に
達
し
仁
の
で
あ
る
が
、
こ

の
1m 
f可:
年
Zji 
均

二
一m門
戸
宛
増
加
し
、
特
に
昨
年
中
は

十

一
高
齢
戸
を

叉
本
年

月
中
に
は
一二
部
以
上
を
増
加
し
て
創
業
以
来
の
V

コ
l
ド
を
示
し
て

ゐ
ゐ
。
印
ち
我
凶
刷
出
取
荷
数
の
綾
達
以
況
や
見
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

〈
訓
去
年
次
〉

(
聴
医
者
数
)

ハ
一
ヶ
年
明
加
数
)

大
正
十
川
年

三
月
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同

年

末

五
四

O
、
O
七
五

六
二
一
、
七
七
四

七
三
四
、
九
九

二

九
四
八
、
七
二
七

一、
0
0
0
、
二
六

O
ハ
一
ヶ
月
牛
)

同

四

末

同

ヨ三

(.1三

オミ

同

-"T三

オミ

同
七
年
ニ
丹
十
六
日

一
六
二
、
七
七
八

八
一
、
六
九
九

一
一
三
、

O
一八

二
一
三
、
七
三
五

五
一
、
五
三
三

而
し
て
昨
年
中
に
於
け
る
二
十
一
高
齢
戸
の
増
加
も
、
之
を
英
図
に
於
け
る

報

平
均
一
年
三
十
一
両
乃
至
四
十
高
戸
及
び
猫
乙
に
於
け
る
平
均
一
年
四
十
高
戸
確

賓
の
増
加
数
に
比
す
れ
ば
向
隔
り
か
あ
り
、
特
に
昨
年
は
濁
乙
の
如
き
三
百
一
両

新

十
一
雨
戸
と
い
ふ
創
業
以
来
の
レ
コ
ー
ド
で
増
加
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
失
業
者
を
有
し
一
は
が
ら
よ
く
四
十
九
一角
戸
を
増
加
し
、
叉
英
図
は
約
七

普

及

程

度

更
に
普
及
率
に
於
て
は
今
日
敵
洲
の
小
園
丁
妹
が
第
一
で
、
其
他
主
な
る
も

ザ、

の
iま
F 

や|ミ

一
一
軒
に
付
一
軒
半

、ソ

米

図

軒

イ寸

軒

英

図

二
軒
半
に
付
一
軒

マ

3局

乙

四
軒
に
付
一
軒
半

関
東
、
関
西
雨
支
部

百
軒
に
付
十
二
軒

と
な
り
、
聴
取
荷
数
で
は
世
界
四
位
の
我
闘
も
普
及
率
で
は
宇
っ
と
下
っ
て

其
他
の
支
部

百
軒
に
付
七
軒
以
下

る
o 
却
ち
園
内
平
均
約
十
四
軒
に
一
軒
の
割
合
で
、
敵
洲
の
第
三
等
図
に
伍
し
て
ゐ

一
躍一
フ
ヂ
オ
の
普
及
率
は
地
方
よ
り
も
都
舎
の
方
が
寝
度
大
な
る
事
は
各

図
同
様
で
、
猫
乙
の
如
き
は
伯
林
市
内
の
一
国
一城
で
、
東
京
で
云
へ
ば
紳
田
、

本
柳
川
と
も
い
ふ
べ
き
地
域
に
於
て
、
十
軒
に
九
軒
の
創
で
殆
ど
軒
並
に
普
及
さ

れ
て
ゐ
る
が
、
之
に
比
し
て
我
園
で
最
も
普
及
し
て
ゐ
る
東
京
市
が
市
内
全
躍

を
通
じ
て
三
軒
に
一
軒
、
そ
の
う
ち
最
も
普
及
率
の
高
い

麹

町

匝

と

日

木

橋

区

が

共

に

二

軒

に

一

軒

の
賦
態
で
あ
る
か
ら
、
未
だ
/
¥
我
図
の
普
及
航
態
は
将
来
に
設
展
の
絵
地
を

残
し
て
ゐ
る
。利

用

の

進

歩

一
方
一
フ
ヂ
ォ
利
用
の
方
面
に
於
て
は
、
従
来
主
と
し
て
娯
楽
機
関
と
し
て
考

へ
ら
れ
勝
ち
だ
っ
丈
一
フ
ヂ
オ
が
、
今
日
で
は
軍
な
る
娯
楽
機
関
と
い
ふ
よ
り

も
、
敏
蓮
広
報
遁
に
図
民
の
常
誠
一
幽
養
に
或
は
教
育
的
目
的
や
図
際
的
宣
停
の

丈
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

例
へ

ば
昨
年
四
月
か
ら
正
式
に
賞
施
さ
れ
た
第
二
放
迭
は
、

一
般
図
民
の
怖

調
自
殺
育
巻
目
的
と
し
て
着
々
殻
果
を
暴
け
て
ゐ
る
が
、
夏
に
之
は
島
十
校
方
面
に

も
利
用
さ
れ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
航
態
に
あ
る
。
叉
現
在
我
闘
が
詰
問
し
て
ゐ
る

日
支
事
受
に
於
て
は
、
-
フ
ヂ
オ
は
他
の
機
関
の
企
及
し
得
な
い
活
動
を
績
け
て

ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
咋
年
九
月
十
八
日
の
事
愛
突
後
以
来
毎
日
数
同
放
念
さ
れ

る
ニ
ュ
ー
ス
は
勿
論

一ユ

ー
ス
以
外
に
も
日
支
問
の
特
殊
事
情
や
閣
際
聯
問

に
謝
す
る
正
雷
な
る
智
識
を
図
民
に
奥
ふ
る
た
め
今
日
迄
に
既
に
七
十
同
以
上

の
時
事
講
演
や
特
別
講
座
が
放
送
さ
れ
、
敏
速
な
報
遁
機
関
と
し
て
の
活
動
以

外
に
園
民
の
正
富
な
る
輿
論
の
統
一
の
震
に
も
利
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
夏
に

亦
事
愛
以
来
米
図
新
聞
通
信
員
に
よ
る
三
岡
の
封
米
放
会
が
試
み
ら
れ
、
従
来

一
鰭
-
フ
ヂ
オ
を
図
際
宣
停
の
た
め

の
図
際
放
迭
に
新
局
面
を
展
開
し
て
ゐ
る
。

に
利
用
す
る
こ
と
は
、
敵
米
に
於
て
は
盛
に
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
我

図
で
も
此
度
の
時
事
問
題
に
関
す
る
園
際
放
迭
を
樽
期
と
し
て
、
一
フ
ヂ
オ
に
よ

る
図
際
宣
博
の
遁
は
今
後
金
々
拓
け
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

3 
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百
寓
よ
り
ニ
百
寓
へ

4 

が
、
か
く
も
念
激
に
護
達
し
た
現
朕
に
鑑
み
、
今
後
夏
に
放
途
内
容
の
賞
用
化

之
を
要
す
る
に
ラ
ヂ
オ
利
用
の
方
面
に
於
て
は
、
園
内
的
に
も
圏
一際
的
に
も

近
時
著
る
し
く
放
途
内
容
が
賞
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
今
後
盆

に
努
力
し
、
併
せ
て
放
会
施
設
の
改
善
旗
張
に
意
を
用
ふ
る
な
ら
ば
、
我
園
聴

取
者
数
も
優
に
現
在
に
侍
す
る
も
の
と
忠
は
れ
る
。
幸
ひ
目
下
準
行
中
の
全
園

放
途
施
設
の
強
大
そ
の
他
の
原
因
に
図
る
所
大
で
あ
る
が
、

一
ク
月
に
し
て
阪
に
聴
取
者
百
一
角
を
突
破
し
た
こ
と
は
、
過
去
数
年
に
於
け
る

置
局
計
喜
一は
着
々
賞
現
せ
ら
れ
、
今
後
関
東
地
方
に
於
て
は
前
橋
、
水
戸
、
叩

々
助
長
さ
る
る
も
の
と
信
す
る
。
市
し
て
今
日
満
七
周
年
に
充
た
ざ
る
こ
と
約

の
-
フ
ヂ
ォ
利
用
の
範
園
地
明
大
と
そ
の
賞
用
化
じ
負
ふ
所
大
で
あ
る
。
数
年
前
迄

一
面
に
於
て
は

府
等
の
地
方
放
送
局
を
加
へ
る
ほ
か
、
夏
に
全
図
的
に
約
一
五
周
の
増
設
が
見

ら
れ
る
筈
で
あ
る
か
ら
J

こ
れ
ら
諸
局
完
成
の
暁
に
は
聴
取
者
二
百
高
突
破
の

論
陣
想
も
容
易
に
・
貫
現
せ
ら
る
る
も
の
と
信
宇
る
。

は
聴
取
者
百
高
突
破
の
務
想
も
容
易
に
許
し
難
、
き
獄
態
に
あ
っ
た
我
園
一
フ
ヂ
オ

事

愛

と

フ

ヂ

オ

列
強
注
視
の
裡
に
、
我
権
益
の
擁
護
に
終
始
し
つ

つ

あ
っ
た
満
洲
事
費
が
、
年
を
更
め
で
一
居
多
難
を
加
へ

た
と
き
、
'時
間
は
上
海
事
還
の
ぼ
っ
護
に
よ
り
更
に
錯

綜
を
肱
め
た
D

此
時
局
に
は
確
固
た
る
図
論
の
統
一
を

周
り
、
外
に
は
日
支
聞
の
特
殊
事
情
に
謝
す
る
解
決
を

固
る
こ
と
は
誠
に
焦
眉
の
念
で
あ
る
D

か
か
る
時
局
の

重
大
性
に
直
面
し
て
ラ
ヂ
オ
の
機
能
は
特
に
軍
制
さ
れ

て
来
る
口
昨
年
九
月
十
八
日
の
事
援
勃
後
以
来
、
直
接

-
図
氏
。
魚
の
報
道
機
関
と
し
て
、
.
終
始
敏
速
且
つ
有
効

に
活
躍

L
つ
L

あ
る

の
は
ラ
ヂ

オ
と
新
聞
で
あ
る
。
も

と
よ
り
ラ
ヂ
オ
は
皐
に
報
遵
機
関
と
し
て
の
み
・
給
始
す

る
も
の
で
は
な
い

。
そ
の
活
動
は
報
道
に
慰
安
に
教
育

に
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
口

昨
年
九
月
十
八
日
夜
十
時
ゃ
に
突
愛
し
た
事
盤
は
、

直
に
翌
十
九
日
早
朝
ラ
ヂ
オ
膿
操
後
に
臨
時
ニ
ュ

ー
ス

中

言匡

三夫

l
 
i
 
l
 

と
し
て
全
図
に
放
送
さ
れ
、
引
き
続
き
連
日
事
援
の
推

移
及
び
事
援
に
関
す
る
困
際
聯
胞
の
合
議
扶
況
が
刻
々

報
道
さ
れ
、
他
方

「
時
事
講
演
」
や
可
満
蒙
事
情
講
座
」

等
に
よ
っ
て
、
我
図
民
の
聯
胤
や
満
蒙
に
謝
す
る
正
首

な
る
知
識
の
開
設
に
努
め
つ

L

あ
る
D

之
等
の
講
演
は

総
て
街
路
の
要
人
J

皐
者
、
貸
業
家
に
依
頼
さ
れ
た
も

の
で
、
時
事
前
演
の
如
、
き
は
事
援
以
来
約
五
十
像
問
、

満
蒙
事
情
前
座
を
加
へ
る
と
七
十
回
に
近
く
、
毎
週
三

悶
乃
至
五
同
に
亙
っ
た
。
之
等
の
放
迭
は
読
み
物
と
旦
(

り
容
易
に
了
解
さ
れ
、
而
も
強
い

印
象
を
聴
者
に
興
へ
、

事
蜜
に
謝
す
る
国
民
の
認
識
を
念
速
正
確
に
深
め
つ
つ

図
論
統
一
の
賞
を
血
ゃ
げ
た
口

今
倫
毎
日
曜
に
行
は
れ
つ

L

あ
る
「
満
洲
慰
安
の
タ
ー
一

が
、
事
蜜
以
来
多
大
の
慰
安
と
満
足
を
在
満
軍
人
並
に

同
胞
に
督
し
た
こ
と
は
、
同
地
邦
人
間
観
よ
り
来
る
謝

意
と
希
望
と
を
併
せ
盛
っ
た
数
々
の
電
報
が
、
最
も
旅

緋
に
物
語
っ
て
ゐ
る
。
殊
に
元
旦
よ
り
開
始
さ
れ
た

「
日
渦
交
換
放
詮
」
の
如
き
は
、
出
征
将
士
は
勿
論
在

印
刷
邦
人
及
び
内
地
の
図
民
間
に
多
大
の
感
銘
と
慰
携
を

血
〈
へ
た
口
更
に
「
満
州
事
費
犠
牲
者
慰
霊
祭
や
出
紅
兵

士
渡
航
寅
況
放
法
」
等
事
費
に
閲
す
る
日
々
の
放
廷
に

至
つ
て
は
枚
皐
に
遣
が
な
い
D

要
す
る
に
ラ
ヂ
オ
は
今
次
の
事
援
に
際
し
て
最
も
敏

速
に
、
其
の
湖
特
の
機
能
を
百
パ

ー
セ
ン
ト

に
琵
揮

し
、
報
道
に
、
輿
論
の
統
一
に
、
図
際
凸
日
一
俸
に
最
も
顕

著
な
る
効
果
を
皐
げ
、
他
の
多
く
の
機
関
の
遮
随
を
許

さ
な
か
っ
た
。

今
や
上
海
事
援
の
紛
糾
に
伴
ふ
非
常
時
に
捻
げ
る
ラ

ヂ
オ
の

活
躍
が
、
園
内
的
に
も
図
際
的
に
も
よ
り
大
き

〈
待
望
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
蓋
し
嘗
然
で
あ
る
D

ハ
昭
和
七
年
二
月
二
十
八
日

東
京
朝
日
新
聞
よ
り
)



ヱ

リ

ミ

ネ

I
タ
!
の
皐
濁
定
額
供
給
装
置
に
閲
す
る
二
三
の
考
案

定
絹
料
金
制
に
依
る
電
般
需
用
者
に
交
流
一フ
ヂ
オ
を
供
給
ぜ
ん
と
す
る
揚

合、

一フ
ヂ
ォ
用
承
口
に
射
し
て
、

そ
れ
が
電
熱
其
の
他
勝
手
な
目
的
に
壇
用
さ

報

れ
る
こ
と
を
防
ぐ
気
の
利
い
た
装
置
を
施
し
、
そ
の
代
り
に
料
金
を
で
き
る
ピ

け
低
廉
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
交
流
一フ
ヂ
ォ
の
護
達
普
及
土
最
も
結
構
な

新

こ
と
で
あ
る
と
共
に
、
電
気
供
給
事
業
者
と
し
て
も
新
規
需
用
開
拓
の
一
助
と

な
る
で
あ
ら
、フ。

エ
リ

t
ネ

l
タ
!
の
承
口
は
、
壁
又
は
床
廻
り
に

つ
け
る
の
が
あ
た
り
前
と

ダ

い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
で
兎
も
す
れ
ば
、
そ
の
承
口
を
利
用
し
て
短
健
そ
の
他
の

電
熱
器
と
か
、
叉
は
卓
上
肢
の
や
う
な
も
の
が
勝
手
に
使
用
さ
れ
る
心
配
が
あ

る
と
い
ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
何
や
か
と
供
給
僚
件
が
面
倒
に
な
っ
た
り
、
料
金
が

、y

割
高
に
定
め
ら
れ
た
り
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
は
、
或
る
程
度
ま
で
事
・
賓
と
い

マ

っ
て
よ
い
。

元
来
エ
リ

t
ネ

l
タ
!
に
使
用
す
る
電
力
は
、
僅
々
一

O
ワ
ッ
ト
内
外
の
も

の
が
大
部
分
で
あ
る
か
ら
、
此
の
竜
丸
に
相
蛍
す
る
や
う
料
金
を
合
理
化
し
た

ぃ
。
そ
れ
が
た
め
に
は
遁
蛍
の
装
置
に
依

っ
て
、
使
用
方
法
叉
は
使
用
電
力
に

制
限
を
加
へ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
此
の
制
限
装
置
に
関
す
る
一
一
一
一
一の
思
ひ
っ

き
を
記
じ
て
み
た
い
と
思
ふ
。

第
一
は
固
定
式
セ
ッ
ト
に
依
る
方
法
で
あ
る
。
私
が
二
、
に
同
定
式
セ
ッ
ト

と
呼
ぶ
の
は
J

使
用
者
が
自
由
に
抜
き
差
し
の
で
き
る
プ
ラ
グ
の
や
う
な
も
の

金

津

市

電

気

局

技

師

長

Eゼ

瀬

先

を
全
一
段
し
た
取
り
付
け
方
を
指
す
の
で
あ
る
。
丁
度
一フ
ヂ
オ
七
ツ
ト
を
電
話
機

と
同
じ
に
取
扱
っ
て
い
か
う
と
い
ふ
や
り
方
で
あ
る
。

電
話
機
は
壁
掛
け
を
原
則
と
し
、
特
別
の
揚
合
と
し
て
之
を
卓
上
式
に
し
て

ゐ
る
や
う
だ
が
、
何
れ
の
揚
合
で
も
使
用
者
は
機
械
を
電
話
同
線
か
ら
取
り
は

っ
す
こ
と
は
で
き
な
い
装
置
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

エ
リ

t
ネ

l
タ
ー

を
こ
れ
と
同
じ
や
り
方
に
し
て
し
ま
へ
ば
何
よ
り
簡
草
花
。
た
￥
問
題
は
次
の

二
黙
に
あ
る
。

イ

移
動
が
で
き
な
い
か
ら
何
か
に
つ
け
不
便
で
あ
り
、
故
障
修
理
や
内

部
の
模
様
替
八
一
え
は
研
究
等
に
も
都
合
が
悪
い
『
)
と

ロ

一
O
O
ヴ
オ
ル
卜
・
コ

l
ド

(
コ
i
ド
を
省
略
す
る
揚
合
も
あ
る

が
)
が
、
同
定
的
に
セ
ッ
ト
の
中
に
は
い
っ
て
ゐ
る
故
、
幾
分
危
険

を
起
す
機
舎
が
多

い
感
が
あ
る
こ
と

(
イ
)
の
問
題
は
一
膝
元
も
で
は
あ
る
が
、
震
際
上
-
フ
ヂ
オ
セ
ッ
ト
は
始
め
て

使
用
す
る
と
き
は
兎
も
角
、

一
定
の
時
期
に
な
れ
ば
殆
ど
一
箇
所
に
据
へ
き
り

と
な
る
の
が
大
部
分
で
あ
る
か
ら
、
震
際
問
題
と
し
て
大
し
て
支
障
は
な
い
と

思
は
れ
る
。

ハ
ロ
)
の
心
配
に
針
し
て
は
電
源
側
に
フ
ユ

l
ズ
入
り
の
雨
切
ス
ヰ
ツ
チ
を
入

れ
て
お
け
ば
充
分
と
思
は
れ
る
。
同
定
式
に
す
れ
ば
一
フ
ヂ
ォ
用
の
電
気
を
、
他

の
目
的
に
轄
用
す
る
こ
と
は
殆
ど
絶
封
的
に
不
可
能
と
な
る
か
ら
、
料
金
は
思::> 
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ひ
き
り
安
く
し
で
よ
い
筈
だ
。
少
し
不
便
だ
が
料
金
を
安
く
し
て
貰
へ
る
と
い

ふ
こ
と
に
な
れ
ば
、
此
の
方
を
希
望
ず
る
人
が
可
な
り
多
い
に
相
違
な
い
。
交

流
一
フ
ヂ
ォ
の
大
衆
化
に
は
こ
れ
が
一
等
で
は
あ
る
ま
い
か
c

壁
掛
式
と
い
つ
仁

や
う
な
具
合
の
良
い
セ
ッ

ト
で
も
造
り
出
さ
る
れ
ば
最
も
妙
で
あ
ら
う
。
壁
掛

式
に
封
す
る
料
金
を
基
木
と
し
て
安
く
定
め
、
同
定
卓
上
式
(
コ

l
ド
の
長
さ

な
ど
の
方
法
も
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。

の
範
圏
内
、
た
け
動
か
せ
る
も
の
)
に
封
し
て
は
、
幾
分
の
附
加
料
金
を
課
す
る

1
1
1升
1
1
1
1
i
o

J

F

-

印
山
-

'
i
-

A 

lOOV 

闘

ご

突
は
直
列
抵
抗
式
に
依

る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は

技
術
的
に
は
極
め
て
平
凡

な
幼
靴
極
ま
る
方
法
で
あ

回

る
が
、
貰
際
や
っ
て
み
る

と
意
外
に
面
白
い
結
果
が

表
は
れ
る
の
で
、
殊
夏

6"h: 
明ヲ

こ
に
持
ち
出
し
た
も
の
で

あ
る
。

第
一
国
は
直
列
抵
抗
式

での
あ要
る領
。を

セ刀ミ

ツし
卜 7こ
の永吉
所、おjt
要因

6 

電
流
に
釘
し
て
R
を
遁
蛍
に
選
ん
で
置
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま

で
も
な
い
。
私
は
第
二
固
に
一
示
す
や
う
な
接
績
で
簡
軍
な
賞
験
を
試
み
た
。

A
は
固
に
記
入
し
丈
や
う
な
一
定
電
球
で
あ
っ
て
、
之
と
直
列
に
B
な
る
電

球
、
を
接
綾
し
、

B
を
い
ろ
/
¥
の
電
球
に
取
換
へ
て
試
み
亡
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
A
が
直
列
抵
抗
で
、

B
は
一
フ
ヂ
オ
の
パ
ワ

l
ト
ラ
ン
ス
の
積
り
で
あ
る
。
此

の
賓
験
の
結
果
は
第
一
表
の
ゃ
う
で
あ
っ
た
。

第

表
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費行!f球電
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此
の
結
果
か
ら
考
へ
る
と
、
五
燭
乃
至
一

O
燭
の
電
球
を
入
れ
た
と
き
か
、

丁
度
普
遁
の
エ
リ
ミ
、
九
:
l
タ

l
の
使
用
航
態
に
相
官
す
る
の
で
あ
っ
て
、
電
源

に
異
常
の
電
毘
降
下
さ
へ
な
け
れ
ば
聴
取
上
何
等
支
障
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
先

き
の
二
ハ
燭
、

二
四
燭
、
三
二
燭
、
四

O
ワ
ッ
ト
と
進
ん
で
ゆ
く
と
こ
ろ
は
、

早
く
申
せ
ば
盗
電
朕
態
な
の
で
あ
る
。

の
燭
光
は
八

・
二
五
で
最
大
を
示
し
、
消
費
ワ
ッ
ト
で
は
二
四
燐
を
つ
け
仁
と

一
O
燭
電
球
を
き
し
た
と
き
に
電
球
B

き
の

一
五
・
五
ワ
ッ
ト
が
最
大
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
以
外
の
大
き
な
電
球
を

つ
け
て
も
小
さ
な
電
球
を
つ
け
て
も
、
そ
れ
に
依
っ
て
使
用
者
が
利
用
し
得
る

光
力
や
電
力
は
、
此
の
程
度
以
上
に
増
加
し
得
な
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
っ



ま
り
此
の
供
給
方
法
で
ゆ
け
ば
、
燭
光
に
し
て
八
燭
の
電
燃
料
金
、
電
力
に
し

て
一
五
・
五
ワ
ッ
ト
の
料
金
に
相
訴
す
る
金
額
の
範
闘
で、

‘ェ
リ
t
ネ
l
タ
1

の
料
金
を
定
む
れ
ば
よ
い
勘
定
で
あ
る
(
直
列
抵
抗
に
消
費
さ
れ
る
電
力
を
も

併
せ
て
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
か
、
こ
れ
は
し
ば
ら
く
論
外
と
し
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ア
ム
ベ
ア

0・3

u-28 

0.26 

0.24 

0.22 

0・2

0.18 

0.16 

0・14

0・12

0・10

0・08

0.06 

ヴ

オ

}

レ

ト

日

40' 

70 

60 

50 

80 

30 

20 

て
)
。
つ
ま
り
燭
光
に
し
ろ
電
力
に
し
ろ
、
此
の
程
度
以
上
の
利
用
は
ち

ょ
っ

ワ
ッ

ト

押
同
数

一。

'il"l 
t託

。
泡
感

1
ム

30 

電球Bの種々の大さに劃し之に加はる竜座、電

流及び其の電球の消費ワッ ト誌に霊堂光燭数

10 20 

.";lt球 B町大き (lOOVに於けるワット主主)

第三岡

と
不
可
能
な
仕
掛
け
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
(
敢
え
て
絶
封
不
可
能
と
は

い
は
な
い
が
)
。
第
三
国
は
此
の
寅
験
の
結
果
を
曲
線
に
し
に
も
の
で
あ
る
。

直
列
抵
抗
に
用
ふ
る
電
球
は
.
此
の
賞
験
に
は
四

O
ワ
ッ
ト
瓦
斯
入
を
刑
ひ

仁いか
、
こ
れ
は
セ
ッ
ト

の
所
要
電
力
と
供
給
竜
一座
の
加
減
を
見
て
遁
蛍
に
定
む

れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、

他
の
種
類
の
挺
抗
を
用
ふ
る
よ
り
も
電
球
を
利
用
す

る
こ
と
が
最
も
安
債
で
使
利
充
と
思
ふ
。
電
球
の
心
紘
は
相
話
一旦
同
い
溢
度
係
数

を
有
っ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
宇
、
電
流
の
増
加
と
共
に
淑
度
が
念
騰
し
、
従
っ
て

電
気
抵
抗
か
グ
ン

/
¥
進
む
と
い
ふ

の
が
好
都
合
で
あ
る
。
抵
抗
上
昇
殺
果
の

頴
著
な
こ
と
は
、
第
三
国
の
曲
線
中
に
射
線
で
表
は
し
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る

と
A
の
電
球
印
ち
四

O
ワ
ッ

ト
瓦
斯
入
電
球
の
電
気
抵
抗
は
、
之
に
直
列
に
五

燭
電
球
を
入
れ
に
と
き
一
五
ォ

l
ム
の
も
の
が
、

一
O
燭
電
球
を
入
れ
仁
と
き

四
三
ォ

l
ム
と
い

ふ
具
合
に
増
加
し
て
ゆ
き
、
四

O
ワ
ッ
ト
電
球
を
入
れ
る
と

一
躍
一
八

岡

。オ
i
ム

に
達
す
る

四

と
い
つ
丈

~ 
Gダ

第

著
し
い
上

昇
ぶ
り
を

示
し
て
ゐ
る

(
此
の
抵
抗
は
A
の
電
球
に
加
へ
ら
れ
た
電
歴
と
電
流
の
関
係
か

ら
オ

l
ム
氏
の
法
則
に
依
っ
て
算
出
し
た
)
。

次
の
や
う
な
考
案
も
面
白
く
は
な
い
か
と
思
っ
て
、
蛇
足
な
が
ら
御
腎
に
供

す
る
(
第
四
国
)
。

固
に
見
え
る
「
危
険
」
と
い
ふ
文
字
は
、
乱
色
硝
子
の
内
面
に
赤
色
透
明
染

料
で
記
さ
れ
て
あ
る
の
で
、
中
の
電
球
ハ
直
列
抵
抗
)
が
相
山
口旧
な
光
り
を
出
す

ま
で
は
、
外
部
か
ら
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
若
し
使
用
者
か
エ
リ
ミ
ネ
!

タ
!
の
代
り
に
相
活
大
き
な
電
球
の
や
、
フ
な
も
の
を
つ
り
た
り
し
た
揚
合
、
叉

は
セ
ッ
ト
の
中
の
ト
-
フ
ン
ス
が
短
絡
し
た
や
う
な
揚
合
に
、
忽
然
と
し
て
此
の7 



丈
字
が
現
ば
れ
て
来
て
、
使
用
者
に
或
る
種
の
警
告
を
奥
へ
ょ
う
と
い
ふ
寸
法

花
。
お
よ
そ
少
々
滑
稽
じ
み
て
は
ゐ
る
が
、
私
は
こ
れ
を
異
面
白
に
考
へ
て
み

た
。
こ
の
仕
掛
け
は
エ
リ

t
ネ

l
タ
l
以
外
の
小
電
力
供
給
に
臨
応
用
す
る
こ
と

も
で
き
る
で
あ
ら
、
フ
。

突
の
方
法
は
豆
愛
慶
器
を
用
ふ
る
一

O
O
ヴ
オ
ル
ト
供
給
方
式
で
あ
る
。
此

の
方
法
は
、
普
通
の
一

O
Oヴ
オ
ル
ト
同
路
を
直
接
エ
リ
E
ネ

l
タ
l
に
入
れ

る
や
り
方
の
代
り
に
、
特
別
に
設
計
せ
ら
れ
た
豆
愛
座
器
を
遁
じ
て
供
給
す
る

報

方
法
で
あ
る
。
第
五
固
は
此
の
目
的
に

丁
度
直
列
誘
導
抵
抗
の
入
つ
犬
同
路
の

設
計
せ
ら
れ
た
豆
脱
皮
座
器
の
一
例
を
示

し
仁
も
の
で
あ
る
。

此
の
脱
皮
座
器
は
一
次
総
は
一

O
Oヴ

新

二次棋

園

オ
ル
ト
に
設
計
し
、
二
次
秘
は
特
に
漏

ダ

五

洩
磁
束
を
大
に
し
、
常
規
負
荷
の
と
き

第

一
O
Oヴ
オ
ル
ト
を
出
す
が
、
過
負
荷

ツ

と
な
れ
ば
電
座
は
念
蓮
に
降
下
し
て
、

マ

一
次
電
源

如
、
雪
作
用
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の

代
り
に
無
負
荷
電
座
は

一
、
二
割
の
過
電
座
を
一
不
す
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
の

特
長
と
す
る
所
は
、

セ
ッ
ト
に
最
も
遁
嘗
な
電
歴
を
供
給
し
て
置
き
、

市
か
も

規
定
以
上
の
大
き
な
負
荷
は
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
ふ
駄
に
存
す
る
の

で
あ
っ
て
、
直
列
抵
抗
式
の
快
貼
を
補
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

第
五
固
に
示
し
た
設
計
に
於
て
は
、
二
次
総
に
は
タ
ッ
プ
を
附
し
餓
心
に
は

第
三
脚
を
備
へ
、
そ
の
脚
の

一
部
を
加
減
し
得
る
構
造
と
な
し
て
あ
る
が
、
こ

れ

rけ
の
手
数
を
か
け
る
必
要
も
賓
際
に
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
も
っ
と
簡

8 

軍
な
も
の
で
充
分
役
に
立
つ
で
あ
ら
、フ
。
若
し
こ
の
設
計
の
や
う
な
豆
愛
感
器

を
作
る
と
す
れ
ば
、
可
動
餓
心
の
丈
め
に
ワ
ナ
リ
を
起
す
こ
と
の
な
い
や
う
に

特
に
注
意
し
て
遣
る
必
要
が
あ
る
。

・
突
は
豆
愛
墨
器
を
用
ふ
る
低
電
墨
供
給
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
次
電
座
一

O
ヴ
オ
ル
卜
以
内
の
豆
愛
一
座
器
を
使
っ
て
、
そ
の
二
次
線
に
承
口
を
置
き
、
こ

れ
に
セ
ッ
ト
の
コ

l
ド
を
挿
し
込
ん
で
使
刑
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
勺
此
の
方
式

の
特
長
と
す
る
所
は
、
コ
ー
ド
の
抜
き
さ
し
を
す
る
部
分
を
一

O
ヴ
オ
ル
ト
以

供
給
用
豆
蟹
座
器

ノ'、

111ε三
EZ 

第
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下
と
い
ふ
低
電
歴
に
し
で
あ
る
か
ら
ー
そ
の
承
口
に
他
の
電
気
器
具
を
挿
し
込

ん
で
使
は
う
と
し
て
も
、
先
づ
役
に
立
つ
の
は
豆
一
フ
ン
プ
位
な
も
の
で
、
大
し

た
も
の
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
ふ
鞘
'
と
、
今
一

つ
は
コ

l
ド
廻
り

の
安
全
性
が
増
す
と
い
ふ
黙
で
あ
る
。

第
六
回
は
此
の
方
式
に
依
る
結
線
国
の

一
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
供

給
朋
豆
蜜
座
器
の
二
次
総
か
ら
出
丈
六
乃
至
八
ヴ
オ
ル
ト
の
交
流
を
、
セ
ッ
ト

内
の
パ
ワ

l
ト
ラ

ン
ス
の
五
ヴ
オ
ル
ト
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
結
ぶ
と
同
時
に
、

報

方
直
接
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
に
接
績
す
る
(
若
し
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
竜
一膝
が
高
過
ぎ
る

新ダ、ソ

UX 112 A 

-llFi 

マ

UX 226 UX227 

ト

ト一一・

__L 

な
ら
遁
蛍
な
抵
抗
を
入
れ
て
)
。
一
七

O
、
二
・
五
、
了
五
グ
オ
ル
ト
等
の
竜
一座

は
二
次
電
座
と
し
て
近
、
似
の
も
の
が
得
ら
れ
る
か
ら
.
之
を
そ
れ
ん
¥
の
方
面

に
接
績
す
れ
ば
よ
い
。
そ
こ
で
木
来
の
一
吠
線
ハ
パ
ワ

l
ト
ラ

ン
ス
の
)
即
ち

一
O
Oグ
オ
ル
卜
e

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
短
絡
の
虞
れ
が
な
い
や
、
フ
に
、
遁
山
首
の
保

護
を
加
へ
て
開
放
し
て
お
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
ハ
か
く
の
如
き
接
績
を
な
さ
れ

仁
セ
ッ
ト
を
、
誤
ま
っ
て
一

O
Oヴ
オ
ル
ト
承
口
に
さ
し
込
ま
れ
て
は
大
愛
で

あ
る
か
ら
、
プ
ヨ
グ
の
形
賦
に
封
す
る
考
慮
及
び
コ

!
ド
に
一
任
意
札
を
つ
け
る

等
の
用
心
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
〉
。

国七第

7 

6 

5 

4 

3 

') .. 

10 

C 

4 3 2 1時間。

供
給
用
豆
愛
座
器

の
二
次
電
座
は
、
パ

パワ ートラン スの温度上昇曲線

ワ
l
ト
ラ
ン
ス
の
各

種
電
歴
が
遁
砂
田
に
得

ら
れ
る
や
う
に
定
め

る
必
要
が
あ
る
ニ
と

勿
論
で
あ
る
が
、
園

に
示
し
丈
や
う
な
タ

ツ
プ
に
作
る
こ
と
も

そ
の
一
例
で
あ
る
。

プ
ラ
グ
か
ら
来
た
線

第八回

を
パ
ワ
!
ト
ラ
ン
ス

の
五
グ
オ
ル
ト
・
タ

l
t
ナ
ル
に
入
れ
る

と
い
ふ
ヲ
)
と
は
必
ホ
ノ

し
も
こ
れ
に
限
つ
丈9 



10 

わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
・
五
ヴ
オ
ル
ト
又
は

一
・

五
ヴ
オ
ル
ト
に
入
れ
る
も
よ
い
で
あ
ら
、
フ
。
要
は
最
も
負
荷
容
量
が
大
き
く
な

り
、
他
の
電
座
が
普
通
の
揚
合
の
近
似
の
値
で
得
ら
れ
易
く
ハ
セ
ッ
ト
内
の
各

部
負
荷
に
射
し
て
)
そ
し
て
パ
ワ

l
ト
ラ

ン
ス
が
過
熱
の
お
そ
れ
の
な
い
や
う

な
タ
ッ
プ
を
選
べ
ば
よ
い
の
で
あ
る
(
第
六
閣
の
豆
卜
一
フ
ン

ス
で
は
八
、
六
、

第

二

表

(

第

七

固

に

封

す

る

貰

験

)

四
、
三
ヴ
オ
ル
ト
等
の
電
歴
が
得
ら
れ
る
)
。
第
七
闘
は
私
が
・
貰
験
し
た
一
つ

の
セ
ッ
ト
(
東
京
電
気
オ
リ
オ
ン
)
の
結
線
略
固
で
あ
っ
て
、
第
二
表
は
そ
の

試
験
成
績
を
示
し
て
ゐ
る
。
表
中
大
字
は
一
次
供
給
側
な
る
こ
と
を
一
不
し
、
括

弧
内
は
無
負
荷
の
値
を
示
心
て
居
る
。
第
八
回
は
此
の
揚
合
の
一
つ
に
封
し
て

パ
ワ

l
ト
一
フ
ン

ス
の
温
度
上
昇
曲
線
を
取
っ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
各
種
の
装
置
は
未
百
一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
な
い
が
、
質
施
の
可
能
性
だ

け
は
あ
る
と
思
は
れ
る
特
殊
の
装
置
に
つ
い
て
、
私
の
思
ひ
っ
き
と
一
一
一
一
一
の
賓

験
結
果
と
を
な
ら
べ
て
、
読
者
の
参
考
に
供
じ
仁
ま
で
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

方
法
を
賞
施
'す
る
も
の
と
し
て
の
是
非
得
失
に
関
す
る
事
柄
は
、
読
者
の
批
判

と
示
敬
と
に
侠
仁
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
り

向
此
の
外
電
流
制
限
器
に
依
る
方
法
が
最
も
一
般
的
で
あ
り
、
或
る
意
味
に

於
て
無
難
な
方
法
で
あ
ら
う
と
岡
山
ふ
の
で
あ
る
J

か
、
要
は
遁
山
市
な
制
限
器
が

得
ら
れ
る
か
否
か
に
依
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
、
で
は
之
を
問
題
外
と
し
亡
の
で

あ
る
が
、
あ
え
て
制
限
器
争
毛
嫌
ひ
し
て
の
け
も
の
に
し
仁
の
で
な
い
こ
と

r

け
を
附
け
加
へ
て
お
く
。

第
四
の
場
合

第一

の
場
合

第
二
の
場
合

一
第
一
一
一
の
場
合

八=一・ニハ九=一・八〉一九一・八
(
一口
ニ・五
〉
一

一・九四
一

一

一

・
一五一

一・
一〔)一

一・ニ八
一

一一二
ーー一
一昌
一

二九
l

一四八
一

z
・0
一

五
・E

D
A
C
-
-

・回
ゾ一

六回・一一
一〉
一

減

一
心

減

一

全

一〔)己
(
一一一
一口

Cコ
Cコ

V5 ¥ア170 V1.5 V2.5 V100 

報

座
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一-一
一八

一・回口

新

一口
l
l
一一党

ゴ
一子
l
一六(〕

電

亡コ

四・六六

産 I .~入
7"ウ。

ムオカ

ペ Jレ

量10
Jに
よEごム

ダ

六・八(ハ子九
〉

一一一・
0
(

一・一己

占三L

ニLι

量

持

主|三

、y

三
球

L
A
4

(
整
流
管
北
ハ
)

-
ノ
イ

四
球
ハ
同

)

四
五
一
四
・
七
ワ
ッ

ト

又
現
在
加
入
者

の
受
信
機
税
別
割
合
を

東
京
附
近
と
其
の
他

の
地
方
と
に
区
別
す

れ
ば
、
左
の
一
迎
り
で
あ
る
。

区

域

三

球

四

球

其

の
仙

計

東

京

附

近

八

二

一
四
四

一0
0

其
仙

の
地
方
き
=
一
也

ご
-
一
co

印
ち

三
球
或
は
四
球

の
受
信
機
が
大
部

分
を
占
め
る
が
、
此
の
割
合
で
前
記
消
費

電
気
量
の
平
均
を
求
め
れ
ば
、

三
球
及
び

'L
-
二
7

ノ

四
球
平
均

一/
・
イ
f

t
l

其

仙

の

地

方

向

一

0

・
六
ワ
ッ
ト

で
あ

っ
て
、
一

O
燭
光
の
消
費
量

一
二
・

五
ワ
ッ
ト
に
比
し
、
夫
れ
以
下
で
あ
る
こ

と
が
明
瞭
で
あ
る
。
而
し
て
ラ
ヂ
ォ
聴
取

時
間
は
終
夜
般

の
如
く
長
時
間
に
百
一
ら

ず
、
且

つ
不
用
の
節
は
恒
(空
管
の
蒜
命
を

慮
り
、
必
ず
ス
ヰ
ツ
チ
を
切
る
も

の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
終
夜
燈
同
様
に
見
倣
す

の

は
柳
か
常
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。

ハ
昭
和
七
年
三
月
二
除
、
電
気
日
報
〉『

七
・
五
円
ノ
ッ
ト

東
京
附
近

エ
リ
ミ
ネ
l
h
，l
受
信
機
の
普
及
に
件
ひ

ラ
ヂ
オ
用
電
力
料
低
下
要
望
せ
ら
る

マ

平
均
消
費

電
力
量

検
査
数



報

需

要

増

加

策

及

び

貴

績

に

就

て

新

左
記
は
某
竜
佼
曾
祉
が
昭
和
四
年
よ
り
四
同
に
亘

っ
て
、
…
貰
施
し
仁
勅
誘
の
大
要
及
び
賞
績
で
あ
り
ま

す
。

ダ

ハ
昭
和
四
年
)

ツ

第
一
同

A
、
勧
誘
の
大
要

、
主
催
後
援

マ

一
フ
ヂ
ォ
商
組
合

電
僚
曾
祉
、
放
逸
局
、
東
京
電
気

株
式
命
日
一
祉
、
新
聞
販
賓
庖

一
、
匝
域

一
、
期
間
七
月
一
日
よ
り
十
月
末
日
迄

ハ
工
事
締
切
期
日
十
一
月
十
五
日
)

一
、
特
典

イ、

電
気
料
十

二
月
末
日
迄
葦
夜
間
三
十
銭

夜
間
十
銭
割
引

口
、
工
事
費
な
し

一]

司
J

ゴ
川
げ
t

東
京
電
気
株
式
合
祉

事

業

部

ハ
、
新
加
入
許
可
料
組
合
に
て
負
嬉

二
、
器
具
ム
ハ
グ
月
間
組
合
に
て
保
設

一
、
方
法
一
フ
ヂ
ォ
商
の
器
具
販
費
を
協
賛
し

命
自
社
、
蛇
に
放
逸
局
従
業
員
及
び
市
内
新
聞

販
賢
屈
も
之
れ
に
加
は
り
、
ラ
ヂ
ォ
商
は
器

具
販
震
に
伴
ひ
、
電
気
工
事
申
込
書
を
曾
祉

に
提
出
し
、
命
日
祉
は
之
れ
に
よ
っ
て
工
事
執

行
手
数
料
計
算
の
詮
と
す
。

一
、
ラ
ヂ
ォ
商
の
費
出
セ
ッ
ト

機
石
検
波
二

O
一
A
二
球
ハ
外
に
整
流
)

四

四

同
二
二
六
の

二
球
ハ
外
に
整
流
)

-
/
 

一
、
器
具
販
賢
奨
励
方
法
及
び
宣
惇

ィ
、
ラ
ヂ
オ
商
よ
り
工
事
申
込
完
成
分
に
封

フ

チ

諜

オ

し
一
件
金
十
銭
の
手
数
料
を
支
給
す

ロ
、
「
一
フ
ヂ
ォ
界
の
椋
換
期
」
と
題
す
る
チ
ラ
シ

十
一
一
両
枚
を
作
成
し
、
新
聞
屈
を
遁
じ
市
内

新
聞
に
折
り
込
み
配
布
ハ
命
日
枇
負
嬉
)

ハ
、
カ
タ
ロ
.
ク
作
成
一
フ
ヂ
ォ
商
に
配
布
(
組
合

負
櫓
)

一
一
、
器
具
販
責
仲
介
者
に
封
じ
て
手
数
料
支
給

B
、
勧
誘
成
績

一
、
器
具
販
費
よ
り
見
大
る
成
績

国

組 。
ー-

/ム、 A 
替 式 式

一 一
。~"r

一 最t
:h. Cコ一一

新聞

ノ可、一一 o ずて
放
だぷちi、

cコヨE
Cコ ヨ王. ヨ五 !司

一 オラ

IIIB ZZB E 、 4ノ住、ニヨー ナヨJ[圭ヨ」• 商ヂ

一

= ョ三 プマ

闘
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炉主~

A乙
額
よ-=-.... 
JL.i 

Es 
芸ξ
~-

円円円そてつコ警警
主売主三雲歪君主現
回之一三ここ二回拡は
勘誘期間 む

占日成
目績
上lニ
較

昭
和
四
年
六
月
七
月
八
月
九
月
十
月
土
月
十
二
月

二七七
一、{〕
一五
七五也六三〔〕六四六三五五

第
=
同

(
昭
和
五
年
)

第
二
同
は
放
送
局
一

O
「
キ
ロ
」
放
迭
と
、
電
気

料
値
下
記
念
と
し
て
勧
誘
し
大
の
で
あ
り
ま
す
。

A
、
勧
誘
の
大
』要

一
、
主
催
一
フ
ヂ
ォ
商
組
合
後
援
電
依
命
日

祉
、
放
送
局
、
東
京
電
気
株
式
命
自
社

一
、
医
城
市
内
及
び
郡
部

一
、
期
間
二
月
十
日
よ
り
五
月
二
十
日
迄

(
工
事
締
切
明
日
六
月
十
日
〉

一
、
特
典

イ
、
途
電
後
三
ク
月
間
電
気
料
書
一夜
間
二
十

銭

yr陪
v
、
田
川
リ

一

位
出
U
A
川
J
'
l
l

X
1日
H
H
イ
i

広
Z
hA辛
口
日
J

口
、
工
事
費
な
じ

ハ
、
組
合
よ
り
の
申
込
に
限
り
試
験
料
半
額

二
、
器
具
六
ク
月
間
組
合
に
て
保
詮

て
中
刀
法

専
ら
一
フ
ヂ
ォ
商
の
器
具
販
責
に
よ
る
こ
と
〉

句

じ
之
れ
を
協
賛
じ
、
一
フ
ヂ
ォ
商
一よ
り
は
工
事

申
込
書
を
所
轄
営
業
所
出
張
所
に
提
出
し
、

命
日
祉
に
て
工
事
を
な
し
工
事
執
行
の
印
を
捺

し
て
営
業
課
へ
附
途
す

一
、
-
フ
ヂ
ォ
商
の
費
出
セ
ッ
ト

磁
石
検
波
二

O
一
A
二
球

三
十
二
園

四
十
八
園

同

一
一一一

六
の
二
球

二
二
七
検
波
二
二
六
・
二
段
増
幅
九
十

一
国

一
、
器
具
販
費
奨
励
方
法
及
び
宣
惇

ィ
、
一
フ
ヂ
オ
商
よ
り
仲
介
の
工
事
完
成
せ
る

も
の
十
件
毎
に
一
枚
の
一
耐
引
券
を
提
供

し
三
十
件
に
一
枚
の
割
増
を
附
す

一
等

額
面
二
百
闘
債
券

額
面
五
十
国
債
券

額
面
十
国
債
券

木

二
等
三
等

ハ
外
に
後
援
者
側
よ
り
夫
々
稿
引
景
品
を

供
し
販
賓
を
奨
励
せ
り
ゾ

三
木
十
本

口
、
ポ

ス
タ
ー
二
千
枚
を
作
成
し
、
全
匝
域

の
-フ
ヂ
オ
商
其
の
他
へ
配
布
掲
揚
(
曾

祉
負
捨
)

ハ
、
カ
タ
ロ
グ
作
成
一
フ
ヂ
オ
商
に
配
布
(
組

合
負
権
)

B
、
勧
誘
成
績
、

12 

一
、
器
具
販
費
よ
り
見
た
る
成
績
(
組
合
よ
り

申
込
工
事
完
成
せ
る
も
の
)

査

期

間

二

、
三
一
八

一
一
、
定
額
迭
電
牽
数
に
現
は
れ
仁
成
績
(
参
考
)

市
1
3
b
J
'

放
詮
局
全
管

J
R
}
上
車
内
聴
取
者
数

=玉五

五五、七九五

七六
O

¢
五六、八五(〕

一、(〕九八五八、六ニ(〕

九
五
二
六
口
、
一
ニ
一

一、四一千六六二、ニ七七

一
、
=
三
五
六
五
、
七
=
三

一
、
六
三
七
六
人
、
九
一
一七

五四

年年
六五四三二一十

月月月月月月月

第
三
間

設
電
産
数

回、九五四

五、七
一四

六、八一ニ
J

七
、
七
六
旦
誘

九

J
5
0
一V

一O
、
歪
五
二
勘

一一一、一也二¥

(
昭
和
穴
年
)

A
、
制
一
誘
の
大
要

一
、
主
催
一
フ
ヂ
オ
商
組
合
、
後
援
電
燈
曾

位
、
放
逸
局
、
東
京
電
気
株
式
命
日
一
枇

一
、
匡
域
市
内
及
び
郡
部

一
、
明
間
一
月
二
十
一
日
よ
り
四
月
二
十
日

迄
)ハ
工
事
締
切
期
日

五
月
十
日
)

(
註
)
最
初
三
日
二
十
日
迄
の
諜
定
の
と
こ
ろ
恰
も

電
気
週
間
の
た
め
一
ヶ
月
延
長
せ
り

一
、
特
典

ィ
、
送
電
後
一
ク
月
間
電
気
料
半
額

ヘ
市
内
に
於
て
書
一
夜
三
十
銭
夜
一

戸
間
二
十
銭
の
制
引
と
な
る
¥



報新ダ、y?マ

口
、
工
事
費
な
し

ハ
、
新
加
入
許
可
料
組
合
に
て
負
捨

-
一
、
器
具
六
ナ
月
間
組
合
に
て
保
護

て

方

法

第
二
同
の
場
合
に
全
然
同
じ

一、

ラ
ジ
オ
商
の
費
出
セ
ッ
ト

磁
石
検
波
二

O
一
A
二
球

二
十

一
国

同

二

二

六

の

二

球

一
、
奨
働
方
法
及
び
宣
惇

ィ
、
一
ブ
ヂ
ォ
商
の
電
気
工
事
申
込
に
て
工
事

二
十
二
国

数
料
を
組
合
へ
支
梯
ふ

完
成
せ
る
も
の
一
件
に
付
金
十
銭
の
手

口
、
命
日
祉
に
て

ポ
ス
タ

ー
五
百
枚
、
チ
一
フ
シ

二
高
枚
、
組
合
に
て
カ
タ
ロ
グ
作
成
す

B
、
勧
誘
成
績

一
、
組
合
庖
よ
り
工
事
申
込
完
成
成
績

定
額
一
、
六
六
六
従
量

一
六

一
、
定
額
送
電
憂
数
に
現
は
れ
丈
成
績

現
在
数

L
山川

4
3
・
じ

た
え

」日
l
y
上

市
ポ

ハ
年
一
月
二
月
三
月
四
月
五
月
六
月

一八、
二回=ア

一九、四一五一誘

言
、
五
六
回
一
勘

一一一
、七五
六」

ニニ
、五四九

二=一、=玉ニ

一、(〕口
一

一、一七
二

一、
一四九
一、
一九二
七九
=一
八(〕=一

(
参

考

)

放
迭
問
金
管

内
聴
取
者
数

八口、五一五

八三、四屯(〕

八五、四七一

八七、五
一二

八九、
C

八六

九O
、八口七

第
四
同
(
昭
和
六
年
)

本
勤
誘
は
六
大
串
リ
ー
グ
戦
、
米
同
凶
峨
業
野
球
圏

の
来
朝
を
機
と
し
て
賓
施
し
亡
の
で
あ
り
ま
す
。

A
、
勧
誘
の
大
要

量
一
、
主
催
一
フ
ヂ
ォ
商
組
合
後
援
電
燈
曾

祉
、
放
迭
局
、
東
京
電
気
株
式
曾
枇

一
、
匡
域
市
内
及
び
郡
部

一
、
期
間
十
月
二
十

一
日
よ
り
十
二
月
二
十

一
日
迄
ハ
工
事
締
切
明
日
翌
年
二
月
十
日
)

一
、
特
典

イ
、
途
電
後

一
ク
月
間
電
気
料
金
半
額

口
、
取
付
引
込
工
事
料
な
し

て
新
延
長
を
斐
す
も
の
は
普
通
取
扱
の

二

傍
迄
工
事
費
を
負
嬉
す

ホ
、
部
分
品
の
内
、
命
日
一
位
試
験
を
一望
す
る
も

の
は
無
料
に
て
試
験
を
な
す

へ
、
新
加
入
許
可
料
組
合
に
て
負
携

，

J

ト
、
器
具
六
ク
月
間
組
合
に
て
保
護
す

一
、
方
法
r

e

第
二
岡
、
第
三
同
の
揚
合
に
同
じ

一、

一フ
ヂ
ォ
商
費
出
セ
ッ
ト

磁
石
検
波
二
二
六
の
二
段
増
幅

二
二
七
検
波
一
一
二
A

一
段
増
幅
三
十
二
園

二
十
入
国

同

二
二
六
の
二
段
増
幅

三
十
入
国

一
、
奨
励
方
法
及
び
宣
惇

司
、
一
ブ
ヂ
オ
商
の
電
気
工
事
申
込
に
て
工
事

完
成
ぜ
る
も
の

一
件
に
付
金
十
銭
を
組

合
へ
支
捌
ふ

ロ
、
ポ
ス
タ

ー
、
チ

一
フ
シ
等
は
大
館
第
三
岡

の
時
に
準
じ
て
作
成
ぜ
り

B
、
勧
誘
成
績

一
、
組
合
よ
り
工
事
申
込
完
成
成
績

;-L喰

刃乙

額

従
量

jL 
五

二
四

一
、
定
額
途
電
牽
数
よ
り
見
大
成
績

現
在
数

一一六、〔)口=一

二六、九
三{〕/

二八、九八六一一前

之、七五
二
湖

一一一一、
〔〕四六¥

前
月
比
較
八六六
ヘ
¥、.
E
Y
/

九ニ七一域

二
、
口
五
六
一
恒
山
τ相v
哲

也
六
五
一
合
を

戸

/
1
¥

一J
Z
五

六

年

九

月

十
一
月

十
二
月

七
年

一

月

以
上
四
同
に
亙
り
・質
施
さ
れ
た
る
鹿
を
綜
合
す
る

に、

専
ら
ラ
ヂ
ォ
商
の
器
具
販
衰
を
援
助
す
る
目
的

で
あ
っ
て
4

電
燈
命
日
枇
並
に
放
念
局
骨
田
事
者
が
一
致

圏
結
し
て
、

一
フ
ヂ
オ
の
普
及
を
計
っ
た
結
果
と
致
し

ま
し
て
、
昭
和
四
年
六
月
現
在
の
定
額
エ
リ
ミ
ネ
ー

タ
l
迭
竜
萎
数
一
、
二
七
回
裏
に
針
し
、
木
年
一
月

の
迭
電
蚕
数
三
一

、
O
四
六
蚕
を
得
る
に
到
つ
大
事

は
、
時
代
の
趨
勢
と
は
申
し
乍
ら
全
く
驚
異
に
値
ひ

す
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

ハ白河一)
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設さ

具

信

用

報

十
九
世
朋
の
末
に
、
義
明
王
エ
ヂ
ソ
ン
が
偶
然
の

こ
と
か
ら
、
物
質
を
高
温
度
に
熱
す
る
と
、
其
れ
か

ら
電
気
が
流
れ
出
る
と
云
ふ
現
象
を
後
見
し
た
。
其

の
後
英
の
フ

v
l
t
ン
グ
、
米
の
ド
フ
オ
レ
ス
ト
が

此
れ
を
感
刑
し
て
、
今
日
見
る
や
う
な
異
空
管
の
濫

傷
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
倍
て
従
来
の
物
質

文
明
は
、
熱
機
関
の
震
建
と
云
ふ
て
も
渦
一
言
で
は

あ
る
ま
い
。
石
炭
を
燃
い
て
汽
車
汽
加
を
馳
ら
せ
、

揮
媛
油
を
爆
一
穫
さ
せ
て
自
動
車
を
動
か
す
と
云
ふ
具

合
に
、
化
墜
作
用
に
依
っ
て
直
接
起
っ
た
熱
作
用
を

利
用
し
て
目
的
を
濯
し
大
の
で
あ
る
。

日
進
月
歩
の
科
撃
の
中
で
、
特
に
電
気
工
島
十
は
異

肢
の
稜
達
を
見
、
其
の
電
磁
作
用
そ
臨
応
用
し
て
は
電

動
機
を
廻
し
、
其
の
熱
作
用
を
感
用
し
て
は
光
t
q
得

る
と
云
ふ
方
向
に
柏
村
向
し
て
来
大
。
由
胞
が
異
空
管
に

至
つ
て
は
更
に
一
歩
を
進
め
、
電
流
の
熱
作
用
品
川」利

用
し
て
、
タ
ン
グ
ス
テ

ン
或
は
一
一
ツ
ク
ル
の
如
、
ぎ
、

金
属
織
僚
を
高
温
度
に
熱
し
、
エ
ヂ
ソ

ン
妓
果
に
依

り
流
出
す
る
電
流
印
も
熱
電
子
を
手
玉
に
取
っ
て
田
山

ふ
様
に
用
ひ
る
と
云
ふ
の
で
、
物
質
丈
明
の
神
秘
の

段
r

堂，
-F
聞
か
れ
仁
と
も
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
D

新ダ、ソーョ

ゲU
」巴

続
{
巨

14 

東
京
電
気
株
式
合
祉

研

究

所

技

師

メ入

雄

岡

-賀

UX--202-A 

何
分
に
も
物
質
を
高
混
度
に
熱
す
る
の
と
、
飛
び

出
す
熱
電
子
が
電
揚
に
依
り
随
分
迅
い
速
力
を
奥
へ

ら
れ
る
様
に
な
る
矯
め
、
望
む
様
な
機
能
を
持
丈
せ

る
に
は
、
容
器
に
空
気
が
残
っ
て
居
て
高
温
度
の
部

分
と
化
皐
愛
化
ゃ
な
し
大
り
、
或
は
残
留
瓦
斯
の
分

子
に
電
子
が
衝
突
し
て
、

電
離
と
云
ふ
棟
な
現
象
を

起
す
こ
と
が
而
一白
く
な
い
の
で
、
其
の
名
の
如
く
容

器
内
を
真
空
に
す
る
の
で
あ
る
。

畳
(
空
管
は
其
の
使
用
目
的
に
依
っ
て
、
多
少
其
の

構
造
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
熱
電
子
の
源
泉

丈
る
陰
極
は
必
宇
具
備
す
る
の
で
あ
る
。
其
の
材
質

は
主
に
タ

ン
グ
ス
テ
ン

か
ニ
ツ
ク
ル
で
あ
っ
て
、
同

じ
タ
ン
グ
ス
テ

ン
で
も
受
信
球
及
び
小
出
力
の
異
空

管
に
見
ら
る
、
様
に
製
造
行
程
の
相
異
に
依
っ
て
、

動
作
温
度
を
矯
氏

一
、七

O
O度
・
溢
に
す
る
所
謂
ト

リ

エ

!
テ
ツ
ド
・
タ
ン
.
ク
ス
テ
ン
織
僚
と
、
動
作
温

度
を
揺
氏
二
、
一

O
O度
と
す
る
純
タ

ン
グ
ス
テ
ン

織
僚
と
が
あ
る
。
而
し
て
後
者
は
中
出
力
以
上
の
送

信
用
真
空
管
に
用
ひ
ら
れ
る
。
ニ
ツ
ク
ル
或
は
白
金

合
金
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
其
の
上
に
ア

ル
カ
リ
土
金
属
の
酸
。化
物
を
塗
布
し
た
も
の
で
、
主

UV-203-A UV-204-A UV-851 SV-204-A 
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の
動
作
温
度
は
甚
五
低
く
罷
氏
八

O
O乃
至
九

0
0

度
で
あ
る
。
最
近
の
受
信
球
は
全
部
此
の
種
の
陰
極

を
有
す
る
に
至
つ
大
の
で
あ
る
。
陰
極
か
ら
出
る
熱 UN-1S4 

電
子
の
取
入
口
と
し
て
は
陽
極
が
あ
り
、
其
の
流
れ

の
制
御
装
置
と
し
て
は
、
格
子
電
極
を
有
す
る
の
が

UN-1SS 

亘
(空
管
の
定
石
で
あ
る
。
然
し
特
殊
の
目
的
の
嬬

UN-1S6 

に
、
例
へ
ば
整
流
管
ハ
交
流
を
直
流
に
す
る
)
で
は
、

陰
極
と
陽
極
の
二
極
古
け
し
か
な
く
、
叉
高
周
波
増

幅
専
用
に
す
る
震
に
は
、
四
極
昆
(
空
管
と
云
ふ
格
子

電
極
が
二
組
あ
る
、
所
謂
遮
蔽
格
子
異
主
管
と
云
ふ

も
の
が
あ
る
。

猫
最
近
に
は
低
周
波
不
歪
増
幅
用
と
し
て
五
極
其

空
管
ペ

ン
ト
1
ド
の
出
現
が
あ
る
。
後
振
用
異
{
金
管

に
あ
っ
て
は
、
二
極
其
空
管
は
全
く
整
流
装
置
に
用

ひ
ら
れ
る
の
で
、
交
流
受
信
機
に
用
ひ
ら
れ
る
K
X

一
一
二

B
の
電
流
容
量
三

O
t
リ
ア
ム
ベ
ア
よ
り
、

大
は
K
V
二

O
七
の
六
、

o
o
o
tリ
ア
ム
ペ
ア
迄

の
も
の
が
あ
ろ
。
此
等
整
流
管
は
大
腿
三
極
異
空
管

の
格
子
電
極
を
除
い
・
に
も
の
で
あ
る
が
、
近
時
熱

陰
極
水
銀
蒸
気
整
流
管
の
異
燃
の
護
濯
に
歴
倒
さ
れ

て
、
賂
来
は
無
線
用
と
し
て
は
飴
ゎ
利
用
さ
れ
な
い

も
の
と
な
ら
う
。

UN-1S8 

所
謂
量
(
空
管
と
云
へ
ば
三
極
具
室
管
で
あ
っ
て
ョ UN-1S9 

UX-86S UX-860 UV-861 

其
の
用
途
も
種
々
雑
多
で
あ
る
。
高
低
周
波
稜
振
器

と
な
り
或
は
増
幅
器
と
な
り
、
愛
調
器
占
な
る
と
云

ふ
わ
け
で
、
従
っ
て
其
の
容
量
も
小
は
出
力
数
E
リ

ワ
ッ
ト
か
ら
大
は
一

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
及
ぶ
の
で

あ
る
。
出
力
勢
力
に
従
っ
て
陽
極
の
温
度
上
昇
を
異

に
す
る
の
で
、
其
の
材
料
も
亦
特
別
な
も
の
在
使
用15 
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し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
出
力
五

O
ワ
ッ

ト
以
下
の
も
の
は
特
殊
操
作
を
施
し
丈
一
一
ツ
ク
ル
板

を
主
に
用
ひ
、
其
れ
以
上
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
迄
の

出
力
の
も
の
は
、
熔
融
黙
の
高
い
モ
リ
プ
プ
ン
を
用

ふ
る
の
で
あ
る
。
陽
極
の
温
度
上
昇
は
動
作
時
に
於

て
は
、
罷
氏
約
七

O
O度
と
な
る
の
で
淡
紅
色
と
な

る
が
、

d
bh
サ
プ
デ
ン
の
如
き
特
殊
材
料
を
用
ふ
る
と

何
等
故
降
ぞ
起
き
な
い
の
で
あ
る
。
此
れ
以
上
の
出

力
を
一
つ
の
真
昼
管
で
得
る
事
は
、
遁
山
市
の
方
法
で

は
不
可
能
で
あ
る
が
、
陽
極
を
銅
管
と
し
て
、
此
れ

を
異
空
の
気
密
宇
一
保
つ
外
壁
の
一
部
と
し
て
作
り
、

水
冷
式
と
し
て
陽
極
を
冷
却
し
高
損
失
に
控
え
し
め

ゃ
う
と
し
た
も
の
が
、
所
謂
水
冷
式
真
空
管
と
云

ふ

UV-812 

も
の
で
あ
る
。
自
動
車
の
機
関
を
水
冷
式
と
し
て
、

小
型
で
高
馬
力
を
出
さ
し
め
る
と
全
く
同
じ
筆
法
で

UV-811 

あ
る
。
此
の
種
真
空
管
で
は
S
N
一
六
七
が
短
波
長

で
出
力
二

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
出
し
得
て
、
世
界
最
大

と
云
ひ
得
る
も
の
で
、
猶
八
六
二
は
放
塗
波
長
で
一

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
出
し
得
る
の
で
、
や
が
て
貰
現

さ
れ
る
で
あ
ら
う
庭
の
五

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
或
は
一

0

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
放
送
局
用
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
此
の
位
の
異
空
管
に
な
る
と
其
の
長
さ
約

一
・
五
米
重
さ
二

O
庖
に
及
ぶ
も
の
で
、
受
信
用
具

{
全
管
一
九
九
或
は
一

O
九
型
に
比
較
す
る
と
、
大
砲

と
ピ
ス
ト
ル
と
云
ふ
感
が
す
る
の
で
あ
る
。

四
極
亘
(
杢
管
の
最
大
の
も
の
は
八
一
一
で
あ
っ
て

高
周
波
増
幅
用
と
し
て
出
力
三
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
の

も
の
で
あ
る
。
此
の
四
極
真
空
管
の
護
達
は
、
高
周

波
増
幅
の
み
な
ら
、
一
グ
、
周
波
数
倍
加
用
と
し
て
誠
に

都
合
の
良
い
も
の
で
、
水
晶
制
御
式
の
短
波
長
念
信

機
に
は
、
是
非
必
要
と
な
っ
丈
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
日
本
は
、
物
質
文
明
を
西
敵
諸
園
か
ら
仰

い
だ
名
残
り
に
脳
ま
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
を
得
ょ

う
。
無
線
界
も
此
の
分
に
漏
れ
、
一
少
、
官
鷹
民
聞
を
遁

16 

じ
各
園
の
様
式
の
機
器
を
採
用
し
た
結
果
、
同
じ
様

な
目
的
の
震
の
莫
空
管
に
し
て
も
、
必
ん
も
必
要
で

な
い
一
寸
し
た
規
格
の
相
違
の
銭
め
、
種
類
の
み
増

加
し
て
、
今
で
は
百
数
十
d

種
じ
及
ん
で
居
る
の
で
あ

る
。
工
業
品
規
格
統
了
T
叫
ば
れ
る
今
日
、
寒
心
に

控
え
な
い
。
此
の
黙
は
識
者
の
御
一
考
を
煩
し
た
いsγ-20i SN-16i 

の
で
あ
る
。
図
家
多
事
の
秋
に
嘗
り
、
一
朝
線
動
員

で
も
貰
現
す
る
と
き
、
其
の
神
経
中
植
た
る
通
信
機

関
の
消
耗
品
が
、
園
家
的
に
鈴
り
に
種
々
雑
多
で
融

一
過
が
利
か
な
い
と
云
ふ
事
は
、
潤
津
な
る
出
師
準
備

を
な
す
際
に
.
経
潜
的
に
見
て
も
四
国
の
情
況
が
許

さ
宇
、
さ
り
と
て
い
ざ
と
云
ふ
場
合
に
狼
狽
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
と
な
ら
う
。

#

最
後
に
此
の
様
な
真
空
管
が
如
何
な
る
方
面
に
庭
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用
さ
れ
て
居
る
か
を
列
記
し
て
、
今
後
に
於
け
る
其

の
重
要
性
の
御
判
断
の
資
料
と
し
ょ
、
フ
O

一
、
無
税
電
信
加

図
際
遁
信
設
受
信
機
刷

有
総
電
信
代
用
内
地
問
会
受
信
機
刷

加
舶
、
航
空
機
相
互
間
及
び
同
定
局
間
迭
受

壬
日
批
政
対

υ

，A
q』
t
t
K
L
r
z
Fノ

、ソマ

水
中
信
披
用
途
受
信
機
用

一
一
、
無
線
電
話
用

無
線
電
話
放
送
機
用

国
際
公
衆
電
話
中
総
用
金
受
信
機
用

放
逸
無
線
諒
取
受
信
機
用

警
察
及
び
消
防
署
用
移
動
無
線
電
話
機
用

島
腕
〈
間
連
絡
用
無
線
電
話
装
置
用

本社研究所畏空管試験室全景

結
舶
、
陸
間
電
話
中
越
無
線
電
話
装
置
用

三
、
音
盤
増
幅
用

集
合
目
場
問
一
音
盤
掻
大
装
置
用

ト
ー
キ
ー
・
映
察
刑
立
目
撃
境
大
装
置
用

長
距
離
有
線
電
話

v
ピ

i
タ

l
用

蓄
音
器
吹
込
装
置
用

高
護
電
話
用

四
、
航
行
用
計
器

本長l研究所員空管試験室

無
線
羅
針
盤
用

無
線
方
位
測
定
器
用

無
線
航
路
指
示
装
置
用
ハ
-
フ
ヂ
オ
ビ
ー
コ

ン
)

暗
中
航
空
機
着
陸
指
一
不
器
用

高
度
計
及
び
測
深
器
用

霧
中
紘
一一日報
器
用

自
働
澄
難
紘
言
報
器
用

五
、
計
器
用
電
歴
計
用

検
流
計
用

測
定
周
章
振
器
用

波
長
計
用

ハ
、
{
烏
異
電
ヰ
活
用

七
、
遠
隔
操
縦
用
ハ
-
ア

ν
メ

カ

ニ

ツ

ク

ス

)

八、

-プ
V

ビ
ジ
ョ
ン
刑

九
、
工
業
用
誘
導
電
気
櫨
用

縫
電
器
用

愛
流
器
用

整
流
器
用

十
、
一
醤
療
用

デ

ア

ア

ル

ミ

l
用

一
位
酉
療
用
高
周
波
叢
生
器
用

電
気
諜
心
器

ヵ
ー
ヂ
オ

グ
ヨ
フ
用

li 
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一

極

管

の

流

行

児

サ

イ

一

、

は

し

が

き

三
極
其
空
管
『
)
そ
は
現
代
電
気
界
の
流
行
児
で
あ

ら
う
。
感
用
方
面
の
炭
さ
、
使
用
償
値
の
重
大
き
は

貰
に
困
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の

眼
麟
児
に
も
一
一
一
一
一
の
快
貼
が
指
摘
さ
れ
る
。
即
ち
第

)
に
空
間
電
荷
に
よ
っ
て
陽
極
電
流
が
制
限
さ
れ
る

事
、
突
に
管
内
電
座
の
降
下
が
大
き
く
、
コ
一
極
異
空

管
に
於
て
は
増
幅
卒
も
数
百
を
越
え
る
事
が
出
来
な

い
と
云
ふ
様
な
諸
黙
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
快
駄
を
補
ふ
も
の
が
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
で

あ
る
。
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
と
は
極
く
簡
輩
に
云
へ
ば
、

三
極
真
空
管
に
排
気
後
不
活
滋
性
瓦
斯
又
は
水
銀
を

封
入
し
た
も
の
で
、
数
年
前
か
ら
賢
用
化
さ
れ
て
き

た
が
、
将
来
の
護
展
は
大
い
に
期
し
て
待
つ
べ
き

も
の
が
あ
る
。
外
形
構
造
に
は
種
々
の
種
類
が
あ
る

が
、
第
一
国
は
其
の
二
種
類
を
一
不
す
。

封
入
さ
れ
仁
不
活
滋
性
瓦
斯
又
は
水
銀
は
電
離
さ

れ
て
陽
イ
オ
ン
を
作
り
、
昼
間
電
荷
を
中
和
し
て
管

内
電
臆
↑降
下
を
二

O
ヴ
オ
ル
卜
以
下
に
じ
、
従
っ
て

大
電
流
を
通
し
得
る
し
、
且
つ
陽
極
損
失
も
少
く
す

b
。
陸
極
に
酸
化
被
院
を
用
ひ
仁
も
の
は
、
陽
極
電 ‘ヲ

ン

ト

ロ

回第

流
に
一

O
ア
ム
ベ
ア
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
.
一

O

O
ア
ム
ベ
ア
を
得
る
も
の
を
製
作
す
る
の
も
そ
う
困

難
で
は
な
い
。
且
つ
格
子
電
極
消
費
電
力
に
釘
し
、

極
め
て
大
き
な
陽
極
悶
路
電
力
を
制
御
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

し
か
し
一
利
あ
る
も
の
に
一
害
の
あ
る
の
は
世
の

常
で
、
サ
イ

一フ
ト
ロ
ン
に
も
快
拡
が
あ
る
。
印
ち
不

活
滋
牲
瓦
斯
叉
は
水
銀
を
電
離
し
、
叉
は
復
電
離
す

る
震
に
、
時
間
が
か
、
る
の
で
高
周
波
に
刑
ひ
ら
れ

な
い
事
、
一
度
陽
極
電
流
が
遁
り
初
め
る
と
、
格
子

電
極
は
陽
イ
オ
ン
に
包
囲
さ
れ
て
仕
舞
っ
て
、
陽
極

電
歴
暑
さ
け
て
復
電
離
さ
せ
な
い
と
刑
を
し
な
く
な

る
の
で
あ
る
。

東
京
電
気
株
式
合
同
社

研

究

所

技
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久

野

封i

治

二
、
構

構
造
は
三
極
異
空
管
と
殆
ん
ど
同
様
で
あ
る
が
、

電
子
流
の
み
で
な
く
瓦
斯
放
電
と
な
る
の
で
多
少
の

愛
化
が
あ
る
。
陰
極
は
多
く
は
間
接
加
熱
型
酸
化
物

塗
布
陰
極
を
用
ひ
る
。
こ
れ
は
加
熱
電
力
に
封
し
電

子
放
散
卒
が
タ
ン
グ
ス
ア
ン
織
保
そ
の
他
に
比
し
て

著
し
く
勝
っ
て
ゐ
る
嬬
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
一
一
一
一

ヴ
オ

、ル
ト
以
上
に
加
速
さ
れ
に
陽
イ
オ
ン
が
衝
突
す

る
と
、
陰
極
を
害
し
放
散
率
を
悪
く
す
る
か
ら
、
管

内
電
歴
降
下
が
『
)
の
電
膝
以
下
に
な
る
様
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
貰
際
陰
極
か
充
分
に
熱
せ
ら
れ
て

居
わ
さ
へ
す
れ
ば
、
極
寒
の
候
で
な
け
れ
ば
管
内
電

歴
降
下
は
、
二

O
ヴ
オ
ル
ト
以
上
に
は
な
ら
な
い
様

に
設
計
さ
れ
て
ゐ
る
。

格
子
電
極
は
三
極
巽
空
管
と
可
な
り
異
る
賄
が
あ

る
。
郎
ち
陰
極
を
完
全
に
包
囲
し
て
格
子
電
極
の
作

用
金
完
全
に
し
、
二
究
電
子
の
放
射
令
出
来
得
る
限

り
少
く
し
て
、
陰
極
と
の
距
離
を
三
極
其
空
管
の
様

に
は
狭
く
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

陽
極
は
管
内
電
膝
降
下
が
小
さ
い
の
で
損
失
も
従

っ
て
小
、
故
に
至
っ
て
小
型
の
も
の
で
充
分
で
あ
っ

:!f:: 
~ 



報新ダ、ソ

て、

一
般
に
は
決
素
電
極
を
用
ひ
て
ゐ
る
G

三
、
性

質

著
じ
く
三
位
真
空
管
と
性
質
の
異
る
黙
を
左
に
説

明
し
て
み
よ
、フ
。
第
一
に
管
内
電
座
降
下
は
陽
極
電

流
に
殆
ん
ど
無
関
係
で
、

一
O
ヴ
オ
ル

ト
乃
至
二

O

ヴ
オ

ル
ト
で
あ
る
。
放
電
の
開
始
す
る
際
の
僚
件
は

三
怪
異
空
管
と
似
て
ゐ
る
が
、

一
度
放
電
か
‘開
始
す

る
と
、
直
に
管
内
電
駆
降
下
は
一

O
乃
至
二

O
ヴ
オ

マ

¥入
............ 

人¥
I""-.... 
、、、、、、、
卜¥円、

~、-
ト~

L 一一

，.，'持
オ子 +1
Jレ叫

乙7

-3 

-4 

。

-1 

-2 

400 300 200 100 
-5 
0 

ル
卜

と
な
り
、
格
子
竜
一俸
は
陽
イ
オ
ン

に
包
囲
さ
れ

-→ 陽級 'íll座(ヴオ )~ ト )

陽 j必定 !毘と椅子 竜 鹿と の 関係

て
、
如
何
に
格
子
電
座
を
負
に
し
て
も
‘
放
電
を
と

め
る
事
は
難
し
く
な
る
。
放
電
の
開
始
す
る
時
の
格

子
電
座
と
陽
極
電
感
と
の
関
係
の
一

例
を
示
せ
ば
第

二
国
の
如
く
で
あ
る
。

不
活
滋
性
瓦
斯
又
は
水
銀
が
卦
入
し
て
あ
る
の

で、

真
空
の
揚
合
の
桜
に
高
電
座
に
耐
え
る
事
は
出

来
な
い
が
、
水
銀
を
封
入
し
た
大
型
の
も
の
で
は
、

一
五
、

0
0
0ヴ
オ
ル
ト
位
迄
は
耐
え
ら
れ
る
。

一
度
放
電
か
開
始
し
て
分
子
が
電
離
す
る
と
‘
前

述
の
如
く
格
子
電
極
は
用
を
な
さ
な
く
な
り
、
陽
極

電
座
を
再
び
電
離
電
暦
以
下
に
き
け
、
複
電
離
す
る

の
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
、
こ
の
格
子
電
極

の
作
用
が
回
復
す
る
時
間
は
、

一
0
0
マ
イ

ク
ロ
秒

位
に
と
云
は
れ
て
ゐ
る。

併
し
使
用
航
態
に
よ
っ
て

は
色
々
の
影
響
が
入
る
の
で、

も
っ

と
時
聞
を
要
す

る
の
で
は
な

い
か
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

回
、
感

躍
応
用
方
面
の
分
類
と
し
て
は
、
格
子
電
墜
と
陽
極

電
厭
ゆが
そ
れ
ぞ
れ
交
流
と
直
流
の
揚
合
を
考
へ

て
四

通
り
に
分
け
ら
れ
る
。
共
に
各
々
に
就
合
例
を
暴
け

て
説
明
す
る
事
に
し
ょ
、フ
。

用

第 二 悶

ハ
a
)
格
子
電
慶
，

陽
極
竜
摩
共
に
交
流
の
揚
合、

第
三
国
に
於
て
結
線
は
放
電
が
開
始
す
る
か
否
か
の

限
界
の
電
摩
で
あ
っ

て、

こ
の
値
よ
り
格
子
電
暦
が

正
と
な
れ
ば
陽
極
電
流
か
流
れ
る。

故
に
(

a

)

ハ
b
)

ハ
c
)
の
如
く
雨
竜
座
の
位
相
か
異
れ
ば
、
陽
極
電
流

も
斜
線
の
如
く
異
っ
て
く
る
。
こ
の
性
質
を
利
用
し

(a)~ν(\，---，'1\八 、ハ
1 尺 γ五「ゾ---
wg、 I ~-，弘 γ弘/ゑv-
一勧像診弘鉱物弘p-vr-vrvrーマー

て
抵
抗
等
の
愛
化
を
位
相
の
愛
化
と
し
て
格
子
竜
歴

に
加
へ
れ
ば
、
陽
極
電
流
を
加
減
し
得
ら
れ
る。

例

へ
ば
第
四
国
の
様
な
同
路
で
、
抵
抗
か
愛
れ
ば
格
子

電
座
の
位
相
が
愛
る
か
ら
、
こ
の
抵
抗
に
光
電
管
叉

は
セ
レ
ニ
ワ

ム
管
を
使

へ
ば
、
光
の
愛
化
に
よ
っ

て

陽
偲
電
流
を
愛
化
さ
せ
る
事
が
出
来
る
。

(

b

)

陽
極
電
歴
交
流
、
格
子
電
歴
直
流
の
揚
合
。19 
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こ

μ
は
初
め
格
子
電
座
に
充
分
負
な
債
を
印
〈
へ

τ置
、

き
、
陽
極
電
流
を
流
す
時
だ
け
格
子
電
歴
を
放
電
が

開
始
す
る
限
界
値
以
上
に
正
に
近
付
け
る
も
の
で
、

例
へ
ば
恒
温
槽
の
温
度
調
節
に
用
ひ
た
場
合
の
例
で

説
明
す
れ
ば
、
温
度
が
下
れ
ば
離
れ
る
被
電
器
に
よ

っ
て
、
格
子
電
座
を
負
な
債
か
ら
限
界
値
以
上
に
正

に
し
て
陽
極
電
流
を
流
し
、
よ
っ
て
恒
淑
槽
十
ゼ
熱
す

る
ロ
若
し
熱
し
過
ぎ
れ
ば
椴
電
器
が
接
鮒
し
て
格
子

電
豚
一を
負
に
し
、
熱
線
を
切
る
と
云
ふ
様
な
使
用
方

法
で
あ
る
。

(

c

)

陽
極
電
腰
直
流
、
椅
子
定
時
一交
流
の
場
合
。

前
一
辺
の
如
く
一
度
放
電
か
開
始
す
れ
ば
、
陽
樋
竜

感
が
電
離
電
膝
以
下
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
格
子
電
極

は
用
を
な
さ
な
い
の
で
、
陽
極
に
直
流
電
膝
を
加
へ

る
揚
合
に
は
、

す一同電
器
に
よ
り
瞬
間
的
に
陽
極
電
展

を
さ
け
る
方
法
が
用
ひ
ら
れ
る
。
'
即
ち
第
五
回
の
様

江
同
踏
で
間
間
帯
を
閉
ざ
せ
ば
、
一
時
的
に
陽
極

個はの た る 電
のわ開も事 1M
サじ聞のをが
イむ器で利負
ラうの、用と
トーかこしな

ロ
ン
を
同
ひ
、

交

互

に

こ

の

様
な
作
用
を
さ

せ
、
格
子
電
極

に
遁
富
な
交
流

を
阻
1

¥

L

f

志
、

J
I
;
i
t
 

直
流
を
交
流
に

リレ Fサ fラトロン

部
品
ム
ダ
る
事
~
か

来
る

(

d

)

陽
極

器

電
歴
格
子
電

数

感
共
に
直
流

の
場
合
、
第

y
r
s

・
ニ
rn

第六岡

ハ
園
は
サ
イ

-
フ
ト
ロ
ン
を

計
数
器
に
用

ひ
た
場
合
で

あ
っ
て
、
格

子
電
隠
一
の
瞬

20 

陽 j説電~直ÌJfé I~ て使用する場合

間
的
愛
化
に
よ
っ
て
放
電
を
開
始
す
る
様
に
調
節

し
、
権
電
器
に
よ
っ
て
計
数
器
を
一
目
盛
宛
動
か
す

も
の
で
あ
る
。

以
上
は
使
用
方
法
の
ほ
ん
の
一
例
宛
を
暴
け
仁
だ

け
で
J

他
に
感
用
方
法
は
い
く
ら
で
も
考
へ
ら
れ
る
。

五

、

む

す

び

サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
は
ま
だ
幼
い
子
供
で
あ
る
が
、
双

業
よ
り
か
ん
ば
し
い
素
質
研
一
備
へ
て
ゐ
る
様
で
あ

る
。
救
育
し
大
成
さ
せ
る
に
は
、
親
仁
る
製
造
者
の

第五回

努
力
は
勿
論
、
使
用
者
各
位
の
御
指
導
と
御
鞭
捷
を

伏
し
て
御
願
ひ
す
る
次
第
で
あ
る
。

終
に
木
祉
製
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
の
規
格
を
左
に
記
す

る
事
と
す
る
。
(
未
古
試
作
中
の
も
の
も
あ
る
の

で
、
将
来
愛
更
さ
れ
る
も
の
も
あ
ら
、
フ
)
ο

T T T T T T 名
γ 、v v x x x 
:IL :h. ;lt.. ゴu ~ ~ 
一五 回一 三一三 一一 三一 -三 例m 

(2名4傑E 

五. 五 五・ 五・ 二・ 五・ Jトレ寵

。占口口 31 口)?ムE?mE 壁
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m 
線

逼

信

用

麗

空

管

の

草

命

見

に

就

て

現
代
科
墜
文
化
の
最
尖
端
を
行
く
も
の
は
一
フ
ヂ
オ

文
化
で
あ
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
ふ
。

然
し
て
此
の
一
フ
ヂ
ォ
文
化
の
代
表
者
と
も
云
ひ
得
る

無
線
電
信
電
話
の
会
信
装
置
は
、
殆
タ
」
全
部
が
異
杢

管
稜
振
方
式
と
な
り
、
殊
に
最
近
の
様
に
短
波
長
通

信
が
念
激
な
唯
一
歩
を
途
け
る
や
う
に
な
る
と
、
金
々

其
の
感
を
強
く
す
る
。

此
等
無
税
電
信
電
話
通
信
装
置
の
途
信
装
置
に
快

く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
は
、
高
周
波
振
動
電
流
養

生
の
勢
力
の
源
と
な
る
高
座
直
流
電
源
で
あ
る
。

従
来
高
座
直
流
電
源
と
し
て
は
電
動
後
電
機
、
真

空
管
整
流
器
及
び
水
銀
弧
光
整
流
器
等
、
種
々
考
究

せ
ら
れ
て
居
っ
た
が
、
各
々
利
害
得
失
が
あ
る
。
却

ち
電
動
発
電
機
は
電
座
愛
動
率
少
く
、
平
滑
問
路
も

簡
輩
に
涜
む
利
盆
が
あ
る
が
、
同
縛
機
な
る
た
め
の

故
障
多
く
、
向
現
在
に
於
て
は
数
千
ヴ
オ

ル
卜
以
上

の
高
膝
直
流
電
歴
を
得
る
た
め
に
は
多
く
の
困
難
を

件
ひ
、
従
っ
て
高
電
座
、
大
容
量
を
要
す
る
も
の
に

は
、
此
を
採
用
す
る
事
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
o

水

銀
弧
光
整
流
器
は
能
率
良
く
、
電
歴
愛
動
卒
も
少
い

利
盆
は
あ
る
が
、
複
雑
高
値
な
平
滑
同
路
を
必
要
と

東
京
竜
気
株
式
命
日
枇

研

究

所

技

師

し
、
始
動
其
の
他
蓮
梓
上
に
特
別
な
注
意
を
要
す
る

外
、
安
定
度
に
於
て
も
劣
り
、
向
数
千
ヴ
オ
ル
ト
以

上
の
高
電
座
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

己
呉
空
管
整
流
器
は
数
一
再
ヴ
才
ル
ト
の
高
電
座
を
容

易
に
得
ら
れ
る
長
所
は
あ
る
-
か
電
座
受
動
率
多
く
、

平
滑
同
路
も
複
雑
高
債
と
な
り
、
且
つ
大
容
量
の
高

慶
直
流
竜
源
を
得
る
た
め
に
は
、
水
冷
式
巽
空
管
の

如、
ぎ
を
使
用
し
た
、
特
別
な
装
置
を
必
要
と
す
る
の

で
あ
る
。

上
記
数
種
の
高
座
直
流
電
源
装
置
の
短
所
を
捨
て

て
長
所
を
具
備
す
る
も
の
の
出
現
は
、
無
線
通

信
送
信
装
置
の
改
良
唯
一
歩
す
る
に
つ
れ
て
、
多

年
渇
望
せ
ら
れ
た
所
で
あ
っ
た
。

然
る
に
最
近
に
至
り
熱
陰
極
水
銀
蒸
気
整
流

管
と
得
せ
ら
れ
る
、
多
く
の
長
所
を
有
す
る
整

流
管
の
出
現
に
よ
っ
て
、
高
堅
直
流
電
源
の
方

式
に
一
つ
の
革
命
と
も
見
ら
れ
る
時
代
を
招
来

し
た
の
で
あ
る
。

以
下
此
の
熱
陰
極
水
銀
蒸
気
整
流
管
に
就

て
、
大
略
の
一
説
明
と
其
が
長
所
と
す
る
勤
に
関

し
て
一
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

Ff 

要

熱
陰
極
水
銀
蒸
気
整
涜
管
の
構
造

『，a
，，
fノ
γ
ドシ

出
の
整
流
管
は
硝
子
管
中
に
陽
極
及
び
陰
極
の
二

電
極
を
封
入
し
、
高
度
の
畳
一
室
に
排
気
じ
て
か
ら
、

小
田
互
の
水
銀
を
封
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

陰
極
は
普
通
の
真
空
管
と
同
様
に
熱
電
子
の
源
と

な
る
部
分
℃
、
金
属
の
表
面
を
ア
ル
カ
リ
土
金
属
の

酸
化
被
膜
で
覆
ひ
、
此
の
部
分
が
加
熱
電
流
に
よ
っ

て
、
山
市
に
或
る
一
定
温
度
に
保
た
れ
る
様
に
な
っ
て

居
る
。
此
の
陰
極
に
闘
し
て
最
近
多
く
の
研
究
が
進

トトー-

込て
ト¥

32 

28 

M

m

山

川

山

辺

8

逝
耐
電
盤
尖
頭
値
ハ
キ
ロ
ゲ
オ
ル
ト
J

140 ロ040 60 80 .100 
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Ea ve rage = .318 Emaxim url1 = .450 E 1・111S
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車中日全波四管型
Eaverage= .636 Emaximum= .900 Erms. 

Einverse == 1.57 Eaverage 

め
ら
れ
、
大
容
量
の
も
の
で
は
傍
熱
型
と
し
て
、
其

の
構
造
の
巧
な
設
計
と
酸
化
被
膜
の
改
良
と
相
侠
っ

て
、
一
ワ
ッ
ト
の
加
熱
電
力
に
よ
り
良
く
一
ア
ム
ペ

ア
の
熱
電
子
電
流
を
得
る
・
ま
で
に
、
熱
電
子
放
散
能

率
を
極
度
に
増
加
し
得
る
や
う
に
な
っ
大
。
此
の
黙

は
従
来
の
真
空
管
の
遠
く
及
ば
な
い
所
で
あ
る
。

陽
極
は
熱
放
散
の
良
好
と
な
る
様
な
慮
理
を
し
丈

金
属
叉
は
グ
一
フ
ハ
イ
ト
を
使
用
す
る
。
此
の
陽
極
は

後
に
遁
ベ
る
理
由
に
よ
っ
て
、
従
来
の
異
空
管
に
比

較
し
て
動
作
中
の
陽
極
損
失
が
極
く
僅
少
で
あ
る
に

め
に
、
大
き
な
両
積
を
、
必
要
と
じ
な
い
。
又
大
容
量

⑩ 

三 本目ギ '波型

Eaverage= .827 Emaximum= 1.170 Erms. 
Ei11verse = 2.09 Eav'erage 

(IV) 

の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
特
に
陽
極
の
温
度
上
昇
と
い

ふ
こ
と
を
考
へ
る
必
要
が
な
い
の
で
、
同
一
容
量
の

も
の
で
は
従
来
の
真
空
管
に
比
し
て
、
進
か
に
容
積

を
縮
少
し
得
る
の
で
あ
る
。

次
に
管
中
に
封
入
さ
れ
た
水
銀
の
働
き
に
就
て
一
週

へ
ょ
う
。
此
の
水
銀
こ
そ
は
こ
の
整
流
管
の
働
作
中

最
も
重
要
な
役
割
を
演
宇
る
む
の
で
、
響
、流
管
が
動

作
中
水
銀
蒸
気
が
電
離
し
て
陽
イ
オ
ン
が
出
来
、
陰

陽
雨
極
間
の
昼
間
電
荷
を
中
和
す
る
仁
め
、
陰
極

よ
り
の
熱
電
子
を
容
易
に
陽
極
に
移
動
せ
し
め
る
仁

め
、
管
中
の
竜
座
降
下
は
電
流
の
大
巾
に
関
係
な
く

ぐV)

22 

三本日全波型

Eaverage = 1.65 Emaximum = 2.34 Erms. 
Einverse = 1.045 Eaverage 

熱陰極水銀蒸気整流管接績同路方式第二国

殆
ど
一
定
で
、
市
も
其
の
一個
が
陽
イ
オ
ン
の
陰
極
表

面
に
衝
突
す
る
速
度
、か
、
陰
極
の
熱
電
子
放
散
機
能

を
全
然
害
さ
な
い
程
度
に
低
い
の
で
あ
る
。
此
の

鮪
は
こ
の
整
流
管
が
酸
化
被
膜
の
陰
極
で
あ
り
な
が

ら
、
良
く
一

O
、
0
0
0ヴ
オ
ル
ト
前
後
の
高
電
摩

の
整
流
に
使
用
じ
得
る
重
大
な
理
由
で
あ
る
。

熱
陰
極
水
銀
蒸
気
整
流
管
の
性
質

今
此
の
整
流
管
を
肘
ひ
て
交
番
電
流
の
整
流
を
行

は
し
め
る
揚
合
の
動
作
航
態
を
説
明
す
る
と
、
始
め

管
の
陽
極
が
正
、
降
、
極
か
負
電
位
と
な
っ

た
瞬
間
に



は
、
陰
極
よ
り
の
熱
電
子
が
陽
極
に
向
っ
て
移
動
を

開
始
し
、
同
時
に
水
銀
蒸
気
が
電
離
さ
れ
て
空
間
電

報新ダ、y.マ

荷
を
中
和
す
る
丈
め
に
、
管
中
の
電
座
降
下
は
電
流

の
大
小
に
拘
ら
宇
二

O
ヴ
オ
ル
ト
以
下
で
あ
っ
て
、

陰
極
か
ら
の
熱
電
子
を
容
易
に
陽
極
に
移
動
せ
し
め

る
の
で
あ
る
。

突
に
前
と
反
釘
に
陽
極
が
負
、
陰
極
ーか
正
電
位
と

な
っ
た
瞬
間
に
は
、
熱
電
子
電
流
の
停
止
と
同
時
に

水
銀
蒸
気
の
電
離
も
停
止
し
、
管
中
は
全
然
電
流
を

一迎
さ
な
い
様
に
な
る
。
'此
の
瞬
間
は
整

本社製J熱陰極水銀蒸 気 整流管の各種

流
管
が
最
も
高
い
電
歴
を
負
ふ
瞬
間
で

あ
っ
て
、
此
の
瞬
間
に
耐
え
得
る
最
高

の
電
座
尖
頭
値
を
整
流
管
の
逆
耐
電
座

尖
頭
値
と
揮
し
て
居
る
。

熱
陰
極
水
銀
蒸
気
整
流
管
の
逆
耐
電

座
尖
頭
値
は
、
管
中
の
水
銀
蒸
気
一座
に

依
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
、
管
の
外

第三闘

国
温
度
、
管
中
の
電
座
降
下
及
び
出
力

電
流
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
居
る
。

管
の
外
固
温
度
と
逆
耐
電
展
尖
頭
値
と

の
関
係
は
第
一
国
の
様
に
な
り
、
叉
同

一
整
流
電
墜
を
得
る
揚
合
に
於
て
も
、

整
流
管
と
愛
厭
凶器
と
の
接
績
方
式
に
よ

っ
て
、
整
流
管
に
加
は
る
尖
頭
逆
電
座

に
大
き
な
差
違
を
来
す
も
の
で
、
其
の

関
係
は
第
二
国
に
一
不
す
様
に
な
る
。

真

空

整

流

管

に

勝

る

黙

一
、
管
中
の
電
慶
降
下
は
約
百
分
の
一
と
云
ふ
程
に

少
い
た
め
、
出
力
電
流
の
愛
化
に
伴
ふ
電
堅
愛
動

卒
は
、
著
し
ぐ
良
好
で
従
っ
て
能
率
は
高
い
。

一
一
、
二
個
以
上
の
管
を
直
列
に
使
用
し
て
高
電
歴
の

整
流
に
使
用
し
て
も
賞
用
上
の
差
支
は
な
い
。

三
、
出
力
整
流
電
流
に
封
す
る
陰
極
加
熱
電
力
は
著

し
く
僅
少
で
あ
り
高
能
牢
と
な
っ
て
居
る
。

四
、
大
出
力
を
得
る
に
小
容
積
の
整
流
管
に
て
間
に

合
ひ
、
且
つ
特
別
な
冷
却
装
置
を
一安
し
な
い
。

五
、
債
格
は
低
廉
で
あ
っ
て
蕎
命
は
永
い
。

品
盲
目
紅
製
熱
陰
極
水
銀
蒸
気
整
涜
管

蛍
祉
製
熱
陰
極
水
銀
蒸
気
整
流
管
は
第
三
国
の
や

う
な
外
観
で
、
そ
の
出
力
電
流
及
び
耐
電
歴
等
の
規

格
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

首祉製熱陰極水銀蒸気整流管

織 {長織 イ流長 ;主耐電摩イ直 尖陽極頭電流 全長く直糎径〉
型番競 軍 腔;電 尖頭 イ直 く粕D

(ヴオル 卜)lアム ペア )(ゲオノレト) (アム ペア)

HX-966 2.5 5 5.000 0.6 17 6 

HV-966A 2.5 5 20.000 0.6 21 6 

HV-969 5 20 20.000 .) 3i 12 

HV-972 5 10 5，000 2.5 21 6 

HV-972A 5 10 20，000 .2.5 21 10 

HV-951 5 25 20，000 10 38 15 
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標

5住
ー←

型

無

線

送

信

送

話

装

置

多
年
怠
信
用
具
空
管
の
製
作
に
従
事
し
来
っ
た
弊

祉
は
、
従
来
の
経
験
を
基
礎
と
し
、

加
ふ
る
に
最
新

の
研
究
に
従
ひ
、
弦
に
送
信
蛇
に
会
話
用
組
一
一
線
装
置

の
製
作
に
全
力
を
出
ぎ
、
異
空
管
製
作
者
と
し
て
の

立
場
よ
り
、

回収
も
其
の
意
を
得

丈
使
刑
J

刀
法
に

よ

り
、
充
分
其
の
機
能
を
稜
揮
ゼ
し
め
る
こ
と
に
成
功

し
た
。，次
に
弊
祉
標
準
型
念
信
機
を
一
述
べ
る
に
先
.
た
も
、

純一
線
装
置
の
分
類
定
格
に
つ
き
て
一=円
蛇
足
を
添
へ
る

こ
と
を
許
し
て
頂
く
こ
と
に
す
る
。

無
線
装
置
は

周
波
数
帯
或
は
波
長
範
園

出
力
信
披
方
式

電
源

等
に
よ
っ
て
『
)
れ
を
分
別
し
得
る
。

一
、
周
波
数
帯
と
は
該
無
線
装
置
の
山内
し
得
る
周

波
数
の
範
闘
を
云
ふ
も
の
で
、
世
上
所
謂
短
波

透
一一一一口幾
、
拍
拍
吋
陛
H

白
水
幾
と
ま
、
ニ
カ
司
波
紋

・1
I
1
4
4
4
j
t
1'
t
/
d
JUO
耳
4

f

L

E

C

-
-

J世
4

ヨ

帯
に
よ
る
分
類
呼
揮
で
あ
る
o

東
京
電
気
株
式
命
日
祉

研

究

所

技

師

一一
、
叉
そ
の
出
力
の
大
さ
に
よ
り
、
そ
の
使
用
、

別
途
を
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
、
フ
。

一
般
に
無
線
電
話
刑
送
話
装
置
の
出
力
を
、
電

信
用
途
信
袈
置
の
出
力
と
混
同
使
用
さ
る

、
向

も
あ
る
の
で
、
こ
の
矯
め
設
計
上
非
常
な
柑
異

を
来
す
こ
と
が
間
々
あ
る
が
、
一迎
常
電
話
用
無

線
装
置
の
出
力
は
、
搬
途
電
波
の
大
い
き
を
以

て
あ
ら
は
し
、
亡
の
装
置
を
電
信
用
と
し
て
則

ふ
る
時
に
は
、
二
・倍
乃
至
四
倍
の
出
、力
が
得
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

今
院
を
電
信
と
し
て
用
ひ
た
時
の
出
力
陀
を
電

話
と
し
て
刑
ひ
大
時
の
山
内
力
、
そ
の
時
歪
無
く

勝
手
調
し
得
る
最
大
の
愛
調
度
百
分
率
を
M
と
せ

J
4
 

ヌ
H
(
H
+
砕

)凶ミ
心

な
る
式
が
得
ら
れ
る
。

叉
前
記
M
の
値
と
受
話
感
度
と
の
間
に
は
次
に

示
す
様
な
関
係
が
あ
る
。
印
も
遠
距
献
に
於
て

愛
調
ぜ
ら
れ
大
電
波
を
受
け
る
に
際
し
、

一キ

ロ
ワ

ッ
ト一

O
O
パ
セ
ン
ト
愛
調
の
も
の
と
、

24 
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繁

、
五
キ
ロ
ワ

ッ
ト
四
五
パ
セ
ン
ト
愛
調
の
も

の

と
、
一

0
キ
ロ
ワ
ッ

ト
三
二
パ

セ
ン

ト
愛
調
の

も
の
と
は
、
殆
ん
ど
同
様
の
結
果
を
奥
へ
る
も

の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
が
矯
め
一
近
年
普
通
電
話
加

無
線
装
置
に
於
て
も
、

金
々
高
鐙
調
卒
を
一生
求

す
る
に
至
っ
た
。
従
来
高
愛
調
に
粉
々
と
も
す

れ
ば
仲
ふ
愛
調
電
波
の
歪
は
近
時
研
究
の
結
果

漸
く
除
去
さ
れ
、
放
逸
機
用
無
線
装
置
に
於
て

は
一

O
O
パ
セ
ン

ト
愛
調
を
通
例
と
す
る
。

三
、
信
披
方
式
と
し
て
は
電
話
刑、

電
信
州
に
大

別
し
得
ら
れ
、
電
信
用
装
置
は
更
に
釧
か
く
持

綾
電
波
川
)1

断
続
持
畿
電
波
仰
、
交
番
一
政
主
流
一波

''H

ぃ
、γ
r
r
i

γ
l
ム

ー-YF
F
i

T

崎、，

r
'fL

、、

r
‘‘•• 

持
続
電
波
山
一
、
主
回
避
問
川
一
議
論
削
持
続
電
波
C
等
T
 

に
分
別
す
る
こ
と
が
出
来

る。

四
、
無
線
装
置
の
電
源
と
し
て
は
二
次
電
池
の
み

を
則
ふ
る
も
の
、
電
池
及
び
電
動
直
流
稜
電
機

を
併
用
す
る
も
の
、
整
流
装
置
を
陽
極
電
源
と

し
て
刑

ふ
る
も
の
等
種
々
考
へ
ら
れ
る
。

近
来

は
充
電
の
手
放
を
は
ぶ
き
又
は
常
時
監
組
、
手



報‘新ダ、y

私叫
ん
の
煩
し
さ
を
厭
ひ
、
二
沖
八
電
池
、
直
流
畿
電

機
等
の
廻
航
問
機
を
排
除
し
、
全
交
流
式
一電
源
を

望
む
向
が
多
い
様
で
あ
る
。

弦
に
は
始
め
使
宜
上
出
力
に
よ
り
弊
祉
の
送
信
装

置
を
分
類
慨
一
説
し
、
最
後
に
放
送
機
及
び
特
殊
刷
途

の
も
の
を
一
括
し
て
述
べ
る
こ
と
に
し
や
フ
。

，q
、

船

舶

用

無

線

送

信

装

置

C
R
T
一
二

B

木
装
置
は
U
X
二
O
二
A
二
個

を
刑
ひ
大
出
力
約
一

O
ワ
ッ

ト
の
交
番
整
流
波
持
続

マ

電
波
稜
振
装
置
で
、
救
命
ポ

l
卜
刑
に
設
計
し
た
も

の
、
最
小
型
で
携
行
運
搬
に
使
利
な
の
は
そ
の
特
徴

で
あ
り
、
別
に
受
信
装
置
を
も
具
へ
て
居
る
。

G
R
T
一
一
九
A

U

V

二
O
三
A
二
個
を
朋
ひ

丈
出
力
約
五

O
ワ
ッ
ト

の
主
稜
振
型
建
信
装
置
で
あ

っ
て
、
六

O
O米
乃
至
二
、
四

O
O米
の
波
長
を
出

す
こ
と
が
出
来
、
波
長
切
換
を
ム
梅
田
知
に
、
周
波
数
愛

動
を
僅
少
に
設
計
し
仁
木
邦
船
舶
用
途
信
装
置
と
し

て
は
高
級
品
に
属
す
も
の
で
あ
る
。

G
R
T
一
二
七
A

U
V
二

O
三
A
三
個
を
用
ひ

大
船
舶
用
高
級
送
信
装
置
で
、
前
記
G
R
T
一
一
九

A
に
比
じ
佑
の
一

O
O
ワ
ッ
ト
の
出
力
を
有
す
る
も

の
、
其
の
外
観
は
第
一
園
の
如
、きも
の
で
あ
る
。

G
R
T
一
三
四
A

出
力
約
五

O
O
ワ
ッ
ト
の
船

舶
用
高
級
念
信
袈
置
で
、

U

V
二
O
三
A
を
主
稜
振

管
に
、

U

V
二
O
四
A
二
個
を
電
力
増
幅
管
に
用
ひ

大
も
の
で
あ
る。

G
R
P
一一ニ
A

出
力
約
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
一安

す
る
時
は
木
詮
信
装
置
が
遁
設
で
あ
ら

う
。
U

V
二
O
三
A
を
主
稜
振
管
に
、

中
間
電
力
増
幅
段
階
一
段
を
経
て
、
電

河置在十に

h
i
L
L
I
6
.
、vF一ム

r

一=三==一=一同口

F

つ，，，刈
1
l

ロ.J!
送
一
級
T
古
前
一

r
L
r
L

4
4寸
，
Gυ 品以川
闘

け
一
ツ

山
崎
伊
ワハUハU1よ

力
増
幅
管
じ
U

V
八
五
一
、
宇
二
個
別
ひ

て
居
る
。
信
税
方
式
は
元
来
持
績
電
波

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
手
ヨ
ツ
バ
h
i

-

-

自
宇
一
則
ひ
て
口
と
す
る
ニ
と
も
出
来
る

I

V

 

し
、
叉
簡
躍
な
附
属
装
置
で
パ
い
や
山
内
す
こ
と
も
出
来

T
 

る
。
増
幅
段
階
か
多
い
に
も
拘
は
ら
宇
、
そ
の
調
整

周
波
数
の
切
換
を
簡
易
に
し
丈
勤

:
、
三
ト
3

二
九
又

4
i

こ，一
f
d
/
V
J
)
土
口

3
一、

村

非

甘

l
e--U壬一
H
t
-官
[
/
F
T
市
兵

達
し
得
ら
れ
た
る
も
の
で
、
他
の
送

信
機
に
比
較
し
て
誇
り
得
る
慮
と
岡
山

ふ
。
叉
遁
砂
田
な
装
置
を
附
加
す
れ
ば

電
話
用
と
し
て
用
ひ
る
こ
と
が
出
来

A
置

い日
。
装

貯

崎

直

G

N

耳
、1j
・
耐
制
山

』

J
t

凡
口

一
咽

W

岬

-~
k

欄

日第

2

こ
の
時
は
出
力
約
三
分
の

一
に
な
る
も
の
と

考
へ
ら
れ
仁
い
。
こ
の
電
源
に
は
電
勤
務
電
機
が
刑

る
が
、

ひ
ら
れ
る
o

G
R
P
{
三
回
A

こ
れ
は
船
舶
刷
商
別
送
信
機

と
し
て
最
も
大
型
の
も
の
で
あ
っ
て
、
前
記
G
R
P

一
一
二

A
の
倍
の
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
出
力
を
有
し

て
居
る
。
そ
の
設
計
は
殆
ん
ど
前
者
と
同
様
で
あ
っ

て
、
第
二
回
に
も
見
ら
る
、
如
く
、
真
空
管
は
全
部

各
々
ス

。
ホ
ン
ヂ
、
コ
ム
ゆ
通
話
に
組
合
せ
大
枠
に
取
付

け
、
振
動
叉
は
激
突
に
封
し
充
分
の
保
護
方
法
を
講

じ
る
等
、
仰
心
の
住
点
目
山
が
排
は
れ
て
居
る
。

口
、
短
波
長
怠
信
装
置

A
 
4
 

4

ベ〉

づ置
貯

装
G
制

吋
髭
闘

用

第
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突
に
時
代
の
寵
児
で
あ
る
短
波
長
途
信
笈
置
の
標

準
型
を
慨
一
読
し
て
見
や
、
フ
。

G
R
P
九
四
A

第
三
国
に
示
す
や
う
な
小
型
の

報新ザ
、yマ

装
置
で
あ
っ
て
、

U

X
二
O
二
A
を
二
個
、

U
X
八

四
二
を
二
個
用
ひ
仁
出
力
一

O
ワ
ッ
ト
ー
ー
波
長
帯
七 ト短波 長主主話装置10ワツ

五
米
乃
至
一
五

O
米
の
無
線
-電
話
装
置
で
あ
る
。
電

源
と
し
て
は
ダ
イ
ナ
モ
ー
タ
ー
を
肘
ひ
、
近
距
離
通

話
用
と
、し
て
は
手
頃
の
も
の
で
あ
ら
、
フ
。

G
R
T
五
一

B

出
力
五

O
乃
至
七
五
ワ
ッ
ト
の

水
品
制
御
型
短
波
長
途
信
装
置
と
し
て
設
計
し
た
も

の
で
、

U
X
二
O
二
A
を
水
晶
識
は
振
管
に
則
ひ
、

U

X
八
六

O
を
三
個
数
段
の
増
幅
叉
は
周
波
数
遁
倍
段

階
に
用
ひ
て
居
る
。
第
四
国
は
こ
の
外
廓
を
一
不
寸
も

の
で
、
四
極
量
(
空
管
U
X
八
六

O
を
肘
ひ
た
矯
め
、

GRP-94A 園第
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50 'ワット短波長詮信装置

増
幅
段
楢
が
多
い
の
に
も
拘
ら
宇
非
常
に

小
型
に
出
来
上
っ
て
居
る
。

G
R
T
八
四
B

第
五
固
は
出
力
約
二

O
O
ワ
ッ
ト
の
近
距
離
別
短
波
会
信
機
で

あ
っ
て
‘
債
格
の
低
廉
外
形
小
な
る
を
特

徴
と
し
、
重
量
約
一
八

0
キ
ロ
グ
-
フ
ム
、

外
形
の
大
い
さ
は
ロ
ヴ
〈
小
-
h
F

〉〈小・

γ米
で

あ
る
。
主
と
し
て
船
舶
則
の
、目
的
で
設
計

し
た
も
の
で
周
波
数
帯
は
一
七
・
五
米
乃

至
五
四
米
、
畳
(
{
金
管
に
は
遮
蔽
格
子
型
四
極
管
U
X

八
六

O
を
四
個
使
用
し
て
居
る
の
で
、
周
波
数
切
換

も
簡
単
に
矯
し
得
ら
れ
持
綾
電
波
信
披
の
他
に
、
一
音

盤
周
波
に
よ
っ
て
も
愛
調
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に

な
っ
て
居
る
。
通
信
可
能
範
閏
は
四
国
の
賦
況
、
季

節、
'
空
中
線
の
宜
殺
高
な
ど
に
よ
っ
て
一
慨
に
云
ふ

こ
と
は
出
来
な
い
が
、
浦
一
首
に
使
用
す
れ
ば
普
一迎
向

上
に
於
て
書
一
間
五
。
。
哩
位
の
距
離
で
あ
ら
フ
。
夜

間
に
於
て
は
二
倍
の
距
離
に
通
達
し
得
ら
れ
、
陸
上

に
於
て
刑
ふ
る
時
は
前
記
距
離
の
半
分
位

第五園 GRT-84B
200ワット短波長詮信装置

に
な
る
も
の
と
考
へ
て
芳
一
支
へ
な
い
。
総

舶
用
と
し
て
は
別
に
電
源
と
し
て
電
動
後

電
機
を
別
ふ
る
こ
と
に
し
て
あ
る
。

G
R
P
八
四
A

前
一
記
G
R
T
八
四
B

型
の
電
源
で
あ
る
電
動
稜
電
機
を
整
流
装

置
と
し
、
別
に
電
話
が
出
来
る
様
に
同
耐
久
調



と
し
大
賄
、
四
極
真
空
管
で

報

第 六 回 GRP-84A

え00ワット短波長詮話装置

針
し
て
の
安
全
設
備
を
完
備

煩
は
し
い
中
和
調
整
を
避
け

大
貼
等
は
最
新
式
の
設
計
と

五
ふ
こ
と
が
川
来
る
Q

叉
使

用
機
器
世
に
呉
空
管
の
保
護

装
置
は
勿
論
、
操
作
調
整
に

し
大
知
は
木
送
信
装
置
の
特

徴
で
あ
る
。
木
装
置
は
後
に
一
述
、
へ
る
G

装
置
を
附
加
し
丈
も
の
で
、
其
の
大
槌
は
第
六
固
に

就
て
知
ら
れ
丈
い
o
h
途
受
切
換
は
簡
輩
に
押
、
ボ
タ

ン

一
つ
で
出
来
る
し
、
愛
調
度
も
泌
く
一

O
O
パ
セ

ン

ト
に
属

L
得
る
様
に
注
意
し
て
あ
る
か
ら
、

一迎
-訪
問
と
し
て
甚
だ
好
成
績
を
得

て
居

新ダ

，る

、ソー

向
其
の
必
要
な
入
力
は
全
部
三
相
五

O

サ
イ
ク
ル
の
交
流
二
二

O
ヴ
オ
ル
ト
に
仰

ぎ
、
約
コ
7
T
ロ
ワ
ヅ
ト
で
充
分
で
あ
ら

、可
ノ。

マ

G
R
T
ニ
五
B

出
力
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
水
晶
制
御
型
短
波
装
置
途
信
で
あ
っ

て
、
高
速
度
商
業
遁
信
用
と
し
て
設
計
し

丈
も
の
で
、
其
の
波
長
帯
は
一
四
米
乃
歪

四
五
米
、
真
空
管
電
錦
装
置
で
一
分
間
二

0
0詩
の
遁
信
は
楽
に
出
来
る
。
熱
陰
極

型
水
銀
蒸
気
整
流
装
置
を
用
ひ
全
交
流
式

R
T
一

O
B
の
働
振
装
置
と
し
て
用
ひ

る
こ
と
が
出
来
る
。
第
七
園
は
其
の
正

面
か
ら
見
大
庭
で
あ
る
。

近
距
雌

第七園 GRT-2SBlKW 商業用短波長送信装置

第八固くイ )GRT-I0B 

最終電力 1曾幅装置
第八回(ロ)GRT-I0B)目

主整流装置の配包盤

第八園(ノ、) GRT-I0B用

主整流装置の制御盤27 



報

G
R
T
三
ニ
A

こ
れ
は
船
舶
用
の
高
電
力
水
品

制
御
型
短
技
会
信
機
と
し
て
設
計
じ
仁
も
の
で
幅
約

コ
一
・
五
米
、
奥
行
約
。
@
六
米
、
高
さ
約
一
@
七
米
に
全

装
置
を
牧
め
た
。
約
八
K

W
の
出
力
を
有
し
、
波
長

捨
は
一
五
米
乃
至
四
五
米
、
こ
の
間
任
意
二
波
長
の

切
換
を
行
ふ
に
は
、
技
術
者

一
名
が
僅
々
一
分
以
内

に
終
る
こ
と
が
出
来
、
保
安
保
護
装
置
を
完
備
し
て

居
る
貼
は
前
記
G
R
T
二
瓦
B
と
同
様
で
あ
る
。
U

X
二
O
二
A
を
水
晶
溌
振
管
と
し
て
刑
ひ
、
途
中
数

突
の
周
波
数
涯
倍
増
幅
を
行
っ
た
後
、
最
終
電
力
増

幅
管
S

V
二
O
七
か
ら
の
出
力
を
空
中
紘
に
典
へ
る

も
の
で
あ
る
。
整
流
管
に
水
銀
蒸
気
整
流
管
H

X
九

新ダ、ソマ

第九固 GRT-27A

最静 電力指1隔装置

六
六
を
六
個
、

H

V
九
七
こ
を
六
個
、

H

V
九
七
二
A
を
六
個
別
ひ
て
居
る
。
全
入

力
は
約
三

O
K
V
A
で
足
り
る
、
に
ら
フ
O

G
R
T

一O
B
木
装
置
は
山
内
力
四

0

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
水
晶
制
御
型
短
波
法
信
機

で
あ
っ
て
、
大
洋
横
断
商
業
遁
信
用
と
し

て
は
現
在
最
大
の
も
の
と
云
っ
て
よ
か
ら

う
o
G
R
T
二
五
B
を
防
振
装
置
と
し
、
最
後
に
S

V

一
六
七
、
二
個
を
用
ひ
た
プ
ッ
シ
ュ
ル

。フ
増
幅
装

置
を
加
へ
、
他
に
整
流
装
置
一
組
を
陽
栂
電
源
と
し

て
備
へ
大
も
の
で
、
其
の
全
豹
は
第
八
固
に
覗
ふ
こ

と
が
出
来
る
。
木
装
置
の
詳
細
に
就
て
は
マ
ツ

ダ
研

究
時
報
第
六
巻
第
二
蹴
(
昭
・
六
・
一
一
)
一
七

一
頁
乃

至
一
九
四
頁
を
参
照
さ
れ
丈
い
。

G
R
P
一
二
穴
A

此
の
装
置
は
出
力
約
五
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
短
波
長
無
線
電
話
の
認
め
に
設
計
し
た
も

の
で
、

G
R
T
一
O
B
を
少
し
く
愛
更
し
て
愛
調
装

置
を
附
加
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
プ
ラ
ウ
ン
管
を
肘
ひ

て
愛
調
本
並
に
音
盤
の
歪
の
監
硯
に
使
な
ら
し
め
て

民
る
。

第一0園 GRP-I02A
全交流式放訟装置

G
R
P
二
七
A

最
近
高
電
力
短
波
長

無
線
電
話
の
要
求
が
起
り
、
出
力
二

O
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
電
話
装
置
の
完
成
に
努
力
し

て
居
る
。
第
九
園
は
其
の
最
終
電
力
増
幅

装
置
の
一
片
鱗
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

28 

ハ
、
標
準
型
無
線
放
送
装
置

G
R
P
一
O
ニ
A

第
一

O
固
は
弊
枇
標
準
型
放

途
機
の
最
も
小
型
の
も
の
で
、
出
力
一

O
O
ワ
ッ
ト
、

全
交
流
式
を
其
の
特
徴
と
す
る
。
水
晶
後
援
管
じ
U

X
二
O
二
A
を
刑
ひ
、
爾
後
数
段
の
増
幅
を
し
て
、

最
後
に
U

V
八
四
九
を
電
力
増
幅
管
と
し
て
働
か
せGRP-36A 1キロワット放詮装置第一一岡

て
居
る
。
使
用
畳
一
空
管
は
U

X
二
O
二
A
三
個、

U

X
八
六
五
を
三
個
、

U

X
八
四
こ
を
四
個
、

H

X
九

六
六
を
六
個
等
全
館
と
し
て
一
六
個
で
、
低
電
力
愛

調
方
式
を
用
ひ
て
居
る
矯
め
、
容
易
に
一

O
Oパ
セ

ン
ト
態
調
を
嬬
し
得
る
。
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ダ、ソ 報新マ

10ワット飛行機)目無線装置第一 三 国 KRP-70A

G
R
P
三
六
A

第

一一

国
は
現
在
小
倉
放
さ
周

で
用
ひ
て
居
る
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
放
途
機
で
あ
っ
て
、

非
常
な
好
評
争
博
し
て
居
る
。
U

X
二
O
二
A
を
水

日間
続開
振
管
に
、

U
X
八
六

O
を
四
個
中
間
電
力
増
幅

管
に
、

U

V
二
O
七
を
最
後
の
電
力
増
幅
管
と
し
て

使
用
し
て
居
る
。
愛
調
は
U

V
二
O
一一一
A

一
個
、

U

G
R
p
-
A
U
-
-
A
 

V
八
四
九
を
一
個
用
ひ
て
行
っ
て
居
る
。

こ
れ
は

一
0
キ
ロ
ク
ツ
ト
の

放
会
機
で
あ
っ
て
、
そ
の
正
面
闘
は
第
一
二
固
に
見

ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
本
機
は
名
古
屋
放
送
局
納
め

の
も
の
で
、
最
終
電
力
増
幅
笈
置
に
U

V
二
ハ
七
A

二
個
を
プ
ッ
シ
ュ

。フ
ル
に
朋
ひ
、
従
来
多
数
莫
空
管

30 

G
R
P
一
二
三
A

夏
に
大
電
力
の
出
力
五

O
キ

5 0ワット飛行機 電 話

ロ
ワ
ッ
ト
の
放
送
機
G
R
P
一
二
三
A
で
は
、
前
記

G
R
P
一
O
一
A
と
同
様
、
異
空
管
の
蛇
列
蓮
轄
を

避
け
る
矯
め
最
近
試
作
中
で
あ
る
一

0
0
キ
ロ
ワ
ッ

ト
真
空
管
U

V
八
六
二
を
プ
ッ
シ
ュ

。フ
ル
に
用
ひ
丈

最
終
電
力
増
幅
装
置
を
設
計
中
で
あ
る
が
、
木
年
秋

頃
に
は
完
成
、
試
験
に
移
り
得
る
で
あ
ら
‘
フ
。
使
用

具
空
管
は
U

X
二
O
二
A
二
個
、

U

X
八
六
五
を
四

個、

U

X
八
六

O
を
一
個
、

U

V
一
一
一
一
を
二
個
、

U
V
八
四
九
巻
三
個
、

U

V
二
O
七
争
三
個
、

U
V

八
六
こ
を
二
個
、

E
V
九
五
一
を
六
佃
等
合
計
二
二

の
並
列
蓮
勝
争
}
絵
儀
な
く
せ
し
め
ら
れ
大
結
果
、
種

々
…
悩
ま
さ
れ
て
居
士
弊
害
を
排
除
し
丈
貼
は
、
木
装

置
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
、U

個
の
務
定
で
あ
る
。

二
、
特
殊
無
線
送
信
装
置

K
R
P
七
O
A

第
一
三
闘
は
木
装
置
の
全
部
を

示
し
、
電
信
用
と
し
て
周
ひ
仁
時
-
は
‘
出
力
約
一

O

ワ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
飛
行
機
刑
短
波
無
線
袈
置
で
あ

る
。
波
長
帯
は
六

O
米
乃
至
八

O
米
で
、
其
の
間
任

第一四回 KRP-1おA

置

一
日

装

L

1
u

下
u

州

4
tよ
=

刊
}一
受

一M
訟

…
7
L

幼
叫明

一

昨

鮒

ム

五

用
一
草

第

闘機



意
の
波
長
を
も
選
び
得
る
。
、
王
護
振
管
に
は
U

F
二

一
O
B
を
一
個
、
増
幅
管
に
U
F
二一

O
B
を
一

個
、
受
調
管
に
U
F
二一

O
C
一
個
を
朋
ひ
大
も
の

報新ダ、yマ

で
、
電
話
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
設
計

し
て
あ
る
。
木
装
置
は
会
信
装
置
、
受
信
装
置
、
制

御
装
置
、
風
車
型
稜
電
機
と
特
殊
機
構
の
・
空
中
線
捲

KRP - 137A 炭水車上に 11~ 付たる鹿

車
か
ら
出
来
上
っ
て
居
る
。
突
に
各
々
の
装
置
の
大

略
空
説
明
し
て
み
や
、
フ
。
制
御
装
置
に
は
手
働
送
受

切
換
ス
ヰ
ツ
チ
、
電
源
用
ス
ヰ
ツ
チ
、
電
信
電
話
切

換
ス
ヰ
ツ
チ
の
三
個
を
具
へ
、
一
人
に
て
自
由
に
通

話
、
通
信
し
得
る
様
に
な
っ
て
居
る
。

前
記
特
殊
機
構
の
空
中
線
捲
車
に
よ
り
簡
軍
に
同

調
操
作
の
出
来
る
貼
は
、
こ
の
装
置
の
特
徴
の
一
つ

と
し
て
奉
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
受
信
袈
置
に
は
最

近
製
作
さ
れ
大
ノ
ン
マ
イ
ク
ロ
フ
オ
ニ
ツ
ク
の
U
X

八
六
四
を
五
個
刑
ひ
、
耐
震
防
音
に
封
し
細
心
の
技

意
を
掛
っ
て
居
る
。

K
R
P
-
三
五
A

第
一
四
国
は
波
長
帯
五

0
4
A

乃
至
二

O
O米
、
出
力
五

O
ワ
ッ
ト
の
飛
行
機
刑
高

級
無
線
電
話
法
置
で
あ
っ
て
、
最
近
研
究
に
成
功
し

丈
寸ブ
ッ
シ
ュ
プ
ル
凶
変
調
方
式
を
周
ひ
、
所
要
電
力
を

小
な
ら
し
め
、
且
つ

0
0
パ
セ
ン
ト
愛
調
が
容
易

/，-1..- -L晶=

冴3ー・/、 u

に
得
ら
れ
る
様
に
、
設
計
し
大
も
の
で
あ
る
。
叉
任

意
の
空
中
級
構
造
に
通
牒
出
来
る
様
に
、
別
に
空
中

線
結
合
援
置
を
持
っ
て
居
っ
て
，
重
量
は
全
惜
で
七

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
位
に
な
る
で
あ
ら
‘
7
0

K
R
P
一
三
六
A

U

V

一
一
一
一
を
八
個
使
用
し

大
出
力
三

O
O
ワ
ッ
ト
の
無
線
電
信
送
信
装
置
で
あ

っ
て
、
電
話
用
と
し
て
も
刑
ひ
得
る
様
に
設
計
さ
れ

て
居
る
。
標
準
型
飛
行
機
用
無
線
装
置
と
し
て
は
現

在
最
大
の
も
の
と
云
へ
る
で
あ
ら
、
フ
。
制
御
装
置
に

は
主
装
置
の
外
に
副
装
置
を
具
へ
、
同
一
来
者
も
亦
送

受
切
換
を
し
て
遁
話
で
き
る
様
に
な
っ
て
居
る
。

前
記
三
装
置
は
共
に
受
話
装
置
を
具
へ
、
ス
プ
リ

ン
グ
叉
は
ス
ボ
ン
ヂ
ゴ
ム
の
通
話
な
組
合
せ
に
よ
り

雑
騒
音
の
防
止
、
激
動
の
緩
衝
に
努
め
て
居
る
の
で

『
)
れ
を
自
動
車
上
又
は
畿
道
車
楠
上
に
於
て
も
使
用

山
内
来
る
で
あ
ら
‘
フ
。

K
R
P
-
三
七
A

第
一
五
固
に
示
す
様
な
畿
道

操
車
揚
に
於
て
、
機
関
車
と
キ
ヤ
プ

l
ス
と
の
間
の

打
合
せ
の
偏
に
用
ひ
る
無
線
電
話
金
受
話
装
置
で
あ

っ
て
、
愛
調
度
一

O
O
パ
セ
ン
ト
、
出
力
約
二
五
ワ

ッ
ト
の
定
格
を
持
っ
て
居
る
。
第

一
六
固

第一七回 KRP-52A 

超短波長主主受話装置

は
炭
水
車
に
取
付
け
た
庭
で
あ
る
。

第
一
七
回
は
最
近
完

成
せ
ら
れ
た
超
短
波
長
途
受
話
装
置
で
あ

っ
て
、
周
波
数
安
定
に
特
殊
の
方
式
を
用

ひ
、
近
距
離
遁
話
用
と
し
て
大
き
な
将
来

を
持
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

K
R
P
五
二
A

3I: 



無

線

費

験

局
『J

十
数
年
前
か
ら
無
線
用
異
宰
管
の
改
良
後
達
に
腐

心
し
て
来
た
東
京
電
気
株
式
命
自
社
研
究
所
は
、

十
二
年
十
月
に
初
め
て
J
K
Z
B
な
る
呼
出
符
披

報ー

で
ー
無
線
賞
験
局
の
施
設
を
許
可
せ
ら
れ
た
。
部
ち

今
日
の
J
1
C
T
の
前
身
で
あ
る
。
や
旧
時
は
空
中
級

新

電
力
五

O
O
ワ
ッ
ト
の
短
波
で
、
其
の
装
置
も
今
日

の
も
の
に
比
較
す
れ
ば
、
甚
だ
簡
軍
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
然
し
そ
の
使
命
は
賞
に
重
要
な
る
も
の
が
あ

ダ

つ
亡
。
'即
ち
其
頃
迄
は
無
線
通
信
に
は
専
ら
長
波
が

用
ひ
ら
れ
、
殊
に
遠
距
離
遁
信
に
於
て
は
波
長
一

O
、

、ソ

0
0
0米
以
上
、

電
力
数
百
キ

ロ
ワ
ッ
ト
を
使
用
し

E
大
な
る
空
中
級
を
以
て
し
て
も
、
向
完
全
で
は
な

マ

か
っ
た
の
で
あ
る
。

山
首
時
漸
く
短
波
の
特
異
性
か
認
め
ら
れ
、
各
閣
の

無
線
研
究
は
短
波
へ
と
そ
の
重
貼
が
移
さ
れ
た
。
印

ち
短
波
で
は
数
ワ
ッ

ト
の
小
電
力
に
於
て
す
ら
、
驚

く
可
き
遠
距
離
遁
信
が
可
能
で
あ
り
、

且
つ
長
波
の

場
合
、
遁
信
に
致
命
的
妨
害
を
典
へ
る
空
電
も
、
短

法
で
は
其
の
程
度
が
透
か
に
少
い
事
が
判
っ
た
。

然
し
一
般
に
短
波
用
の
無
線
機
器
の
製
作
に
は
、

特
別
の
・出
意
-
か
必
要
で
あ
っ
て
、
国
民
ハ
主
管
ー
も
特
に
短

1

C

T
』
と
『
東
京
電
気
』

東
京
電
気
株
式
合
祉

研

究

所

技

師

大
正

波
川
の
も
の
が
要
求
さ
れ
る
に
至
り
、
弊
祉
に
於
て

も
此
の
J
I
C
T
局
の
装
置
に
依
っ
て
、
短
波
用
畳
(

空
管
を
賞
際
の
使
用
航
態
の
下
に
試
験
研
究
し
た
結

果
、
九
遂
に
各
種
短
波
用
真
空
管
を
完
成
す
る
事
が
出

来
た
の
で
あ
る
。
之
を
機
舎
に
巽
空
管
と
輔
車
唇
歯

の
関
係
に
あ
る
会
信
装
置
の
研
究
に
若
手
し
、
昭
和

四
年
五
月
に
は
、
既
に

一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
水
品
制
禦
短

波
送
信
機
の
賞
験
を
完
了
す
る
に
至

っ
た
。

J
I
C
T
局
は
莫
空
管
世
に
迭
信
機
殺
蓬
の
鋸
の

貰
験
に
利
用
さ
れ
た
他
に
、
一
向
電
波
の
惇
情
の
研
究

に
も
貢
献
し
て
来
十九。

却
ち
此
の
目
的
の
矯
に
は
通

信
封
手
局
を
諸
外
闘
の
多
く
の
素
人
無
線
部
員
験
局
に

求
め
、
近
く
は
上
海
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
、
遠
く
は

北
米
、
南
米
、
歓
洲
等
殆
ん
ど
全
世
界
の
局
と一迎
信

し
、
そ
の
受
信
服
態
の
報
告
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

街
此
の
報
告
の
確
認
の
矯
め
第
一
固
に
示
さ
れ
る

や
う
な
、
。
S
L
ヵ
!
ド
と
稀
す
る
受
信
服
態
等
を

記
入
し
た
カ

l
ド
が
さ
ら
れ
る
。
之
に
は
そ
の
図
の

風
景
風
俗
等
を
表
徴
し
た
も
の
も
あ
り
、
叉
相
互
の

親
善
の
言
葉
も
合
ま
れ
て
ゐ
る
。
之
等
の
報
告
は
電

波
の
博
播
賦
態
、
送
信
機
の
設
需
拡
態
を
調
べ
る
の

32 

角

百

喜

に
貨
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

、其
後
J
I
C
T
局
の
装
置
は
逐
次
改
良
が
加
へ
ら

れ
て
現
在
に
及
ん
だ
。
J
I
C
T
局
の
送
信
機
と
し

て
は
、
長
波
、
短
波
、
超
短
波
の
各
種
の
も
の
が

あ
り
、
長
波
は
水
晶
制
禦
電
力
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
電
信J 1 C T局に 詮られ た QSLカード‘第 一 岡



短
波
用
受
信
機
と
し
て
は
高
周
波
強
大
に
四
極
亘
h

空
管
を
使
用
す
る
S
R
T
一一一

O
A
型
を
刑
ひ
て
ゐ
る

が
、
こ
れ
は
遠
距
離
昂
の
受
信
じ
過
し
て
ゐ
る
。

込
送
信
空
中
線
は
活
研
究
所
屋
上
高
く
銭
塔
三
基
に

電
話
雨
川
で
、
電
話
は
小
倉
放
会
昂
に
掘
へ
付
け
ら

れ
た

G
R
P
三
六
型
と
同
じ

L
の
で
、
無
査
一

0
0

パ
ー
セ
ン
ト
の
印
刷
A

調
を
矯
し
得
る
事
が
そ
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。
使
用
す
る
異
空
管
は
全
部
サ
イ
モ
ト

ロ
ン
で
、
一
越
蔽
格
子
畳
(
空
管
の
利
用
に
よ
り
著
し
く

取
扱
ひ
を
容
易
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。

一短
波
別
と
し
て
は
電
信
電
話
雨
川
の
G
R
P
一一

O
A
型
が
あ
る
が
、
G
R
P
二
七
型
の
働
振
部
に
利

借
問
し
た
高
川
波
Jd
仰
を
有
す
る
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
法
信
機

で、

愛
調
部
は
G
V
P
二
四
A
型
で
、
加
探
査

一
0
0

パ
ー
セ

ン
ト
愛
調
に
充
分
な
容
量
を
有
し
て
ゐ
る
。

許
可
さ
れ
た
周
波
数
は
三
、
五
五

O
、
七
、
一

O
O
、

一
四
、
二

0
0
キ
ロ
サ
イ
ク
ル
の
各
種
で
、
短
時
間

で
容
易
に
所
要
周
波
数
に
切
換
へ
ら
れ
る
。

一
近
来
短
波
一
迎
信
の
貰
刑
的
慣
値
の
大
な
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
時
附
来
を
期
待
さ
れ
て
居
る
が
、
超
短

波
刑
と
し
て
は
G
R
P
五
二

A
型
が
あ
る
。
此
種
の

送
信
機
と
し
て
最
も
大
切
な
周
波
数
安
定
に
封
し
て

J 1 C T }討 の研究係員

張
っ
た
高
さ
二

八

メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
三
種
あ
る
。

周
波
数
三
、
五
五

O
、
七
、
一

O
O、

一
四
、
二

0
0

キ
ロ
サ
イ
ク
ル
肘
の
各
種
で
、
何
れ
も
水
一
千
ダ
イ
ポ

報

ー
ル
型
で
あ
る
。
電
力
は
能
率
高
き
平
行
導
線
の
鎖

電
幼
械
を
以
て
鎖
竜
さ
れ
、
優
に
数
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
の
電
力
に
も
使
刑
す
る
事
が
出
来
る
。
尚
此
の
他

「
枠
川

本
滞

第二闘

に
長
以
用
某
の
他
各
種
の
安
中
級
が
あ
る
c

以
上
は
J
1
C
T
局
の
概
略
で
あ
る
が
、
昨
貝
験
装

ダ

置
は
決
し
て
同
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日
活
一
月
歩

一~一
は
特
に
刊
点
目山が
例
は
れ
て
ゐ
る
。
許
可
さ
れ
た
周
波

の
無
線
送
信
機
器
の
後
達
に
件
ひ
種
々
の
改
良
が

加

へ
ら
れ
、
そ
の
都
度
遁
信
省
川
市
昂
の
許
可
を
得
て

‘Y 

…
貰
験
を
行
っ
て
ゐ
る
。

数
は
五
六
、
八

0
0
キ
ロ
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。

一?、

一
秘
を
川
ふ
る
こ
と
は
'
経
済
的
に
許
さ
れ
な

い
か
ら
、
勢
ひ
是
非
無
線
通
信
器
を
使
用

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
短
波
長
帯
以

上
で
は
此
設
無
線
局
の
偶
め
に
、
殆
ん
ど

ん
k

波
長
帯
を
占
有
さ
れ
、
今
夏
見
出
す
こ

と
は
凶
難
な
問
題
で
あ
る
u

ド
庭
が
超
短
波
長
帯
を
利
用
す
る
と
、
北
(

の
指
向
性
を
充
分
銑
〈
す
る
こ
と
が
出
来

る
上
に
、
少
し
離
れ
た
鹿
へ

響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
ら
、
日
本

の
様
に
狭

い
い
鹿
で
も
、
各
所
に
局
を
散
在
さ
せ
て
も

何
年
不
都
合
が
起
ら
な
い
。
従
っ
て
設
置

し
得
る
同
教
が
無
制
限
に
近
〈
な
り
、
其

の
上
設
備
費
が
依
り
か
L

ら
な
い
か
ら
、

将
来
此
の
方
市
の
利
用
卒
は
可
成
り
大
き

〈
な
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

一

超

恒

i皮

長

賓

の

イヒ

用

数
米
波
長
帯
の
特
長
は
と
云
へ
ば
、
光

線
の
性
質
と
、
ラ
ヂ
ォ
波
の
性
質
を
兼
備

し
て
府
る
と
一五
ふ
一
鮎
で
は
あ
る
ま
い
か
。

印
ち
品
開
〈
簡
単
な
方
法
で
ピ

1

ム
式
即
ち

探
照
焼
式
電
波
剛
射
を
な
し
得
る
事
、
又

一
市
北
(
の
伴
捕
減
衰
皮
が
可
成
り
大
、き
い

の
が
、
利
川
債
値

の
大
き
い

所
以
で
あ
る

此
の
数
米
波
長
特
は
依
り
遠
く
で
無
い
二

鮎
聞
の
無
線
通
信
に
は
、
持
っ
て
来
い
の

性
質
と
も
一
五
へ
る
一u

我
困
の
如
く
‘
島
峨
の
多
い
彪
で
は
、

其
の
相
互
間
の
一
辿
信
連
締
の
矯
め
、
悔
い
民

勾今

JJ 



報新ダ、ソー?、

J 

t 

無

線

主恩

信

~ r:圃. 
.，)(.. 

信

機

用

口収
一
辺
無
紘
一
迎
信
が
通
信
上
の
重
大
な
役
目
を
司
る

械
に
な
り
、
そ
の
研
究
及
ひ
製
作
は
重
姿
な
工
業
の

一
部
門
と
な
h

っ
た
。

や
川
枇
に
於
て
も
半
く
よ
り
送
信

川
異
本
一
管
及
び
受
信
川
真
宗
管
の
製
作
を
な
し
て
居

っ
た
が
，
更
に
進
ん
で
送
信
機
及
び
受
信
機
の
製
作

研
一始
め
、
口以
近
に
於
て
は
商
業
別
注
距
縦
短
波
受
信

機
を
完
成
し
て
お
此
庭
に
無
紋
送
受
信
機
関
係
全
部

の
完
成
告
児
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

・即
ち
亙
(
主
管
及
び
送
信
機
の
方
は
勿
論
、
受
信
機

も
小
型
の
も
の
よ
り
商
業
川
受
信
機
の
大
型
の
も
の

に
至
る
ま
で
人
十
一郎
を
製
作
し
、
其
の
製
品
は
明
布
の

受
信
機
中
の
円
以
尖
端
の
も
の
で
あ
る
。

A
1
其
の
代
表

的
の
製
品
に
つ
い
て
て
一
一一口巾
し
述

へ
、
最
近
の
無
線

通
信
川
受
信
機
の
一

端
を
話
り
度
い
と
忠
ふ。

第

一
回
は
最
近
本
批
で
完
成
し
た
近
距
離
川
の
四

球
式
の
受
信
機
で
‘
各
所
に
使
川
さ
れ
好
評
を
得
て

居
る
が
、
其
の
電
気
回
路
及
び
波
長
は
突
の
如
き
も

の
で
あ
る
。

一
、
高
間
放
噌
一
川

一
、
検
波

一
、
低
川
波
榊
柄

一

、

波

長

↓支

f、一・
~\ ~~1 

只米二

K.C. 

LZ段
言米
o 

I~.C.. 
、ノ

. 

ー“'
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J 

東
京
電
気
株
式
合
枇

広
川

b

L

ι

川・

ザ世

f
一

日
μ

第
二
回

は
最
近
完

成
し
た
商

業
川
遠
距

離
短
波
長

受
信
機
で

あ
る
。
遠

l函i

距
離
と
な

る
と
近
距

離
の
通
信

と
は
異
な

り
、
空
間

か
種
々
の

!.ホー
日ーシ

原
因
に
よ

り
通
信
が

常
に
安
定

に
出
来
る

と
は
限
ら

々のな
の 嬬い
方 iこ。
法種其

松

'}fx 

島

五日

い
か
講
ぜ
ら
れ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
向
一
日

中
の
或
る
時
間
は
通
信
不
能
と
な
る
の
で
，
勢
い
其

の
問
の
通
信
は
他
の
時
間
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら

宇
、
従
っ
て
受
信
能
力
を
非
常
に
高
め
る
必
安
か
生

宇
る
。
そ
れ
炉
矯
に
入
来
電
波
の
増
幅
は
近
距
離
の

場
合
と
異
な
り
非
常
に
大
、
ぎ
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
其
の
結
果
生
宇
る
種
々
の
困
難
を
除
い
て
安
定

に
通
信
を
行
ふ
に
は
、
遮
蔽
及
び
配
置
等
が
程
々
複回必".

乞宥"

雑
と
な
り
、
勢
い
大
型
に
な
る
の
で
あ
る
。
其
の
揚

合
に
は
電
気
回
路
も
複
・
維
に
な
っ
て
来
て
‘
例
へ
ば

弐
の
械
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

一

、

合

同

開

故

知

臼

前

刑

務

拡

段



報

一
、
第
一
検
故

一
、
第
一
中
間
間
故
情
幅

一
、
第
二
検
波

一
、
第
二
巾
問
阿
波
噌
幅

一
、
整
流

一
、
単
流
指
幅

一
、
電
鍵
操
作
装
置

一
、
低
川
波
一後
振
及
び
低
阿
佐
弔
問

以
上
の
如
く
で
其
の
全
館
と
し
て
の
増
幅
は
、

0
0
、

0
0
0、
0
0
0程
に
な
る
の
で
あ
る
。

中

間
周
波
数
の
増
幅
献
は

一
般
に
は
帯
域
施
政
増
幅
装

置
と
な
し
、
周
波
数
の
少
し
佐
の
民
変
動
で
は
、
一迎
信

上
不
都
合
を
生
じ
な
い
械
に
な
っ
て
居
る
。
通
信
上

場
合
に
よ
っ
て
は
記
録
通
信
を
音
響
通
信
に
愛
へ
る

事
が
あ
る
。
こ
の
愛
更
は
極
め
て
簡
単
に

メ
ヰ
ツ
チ

一
個
で
川
来
る
の
で
あ
る
。

数

政 F

7投

[え

新ダ、ソ

受
信
機
は
其
の
位
置
を
移
動
し
て
刑
ゐ
る
場
合
が

あ
る
。

印
ち
飛
行
機
、
自
動
車
、
汽
車
等
移
動
し
て

居
る
も
の
相
互
間
と
、
地
上
叉
は
移
動
せ
る
も
の
と

の
間
に
遁
信
‘を
な
す
事
が
多
く
な
り
、
且

つ
叉
其
の

重
要
さ
を
増
し
て
来
に
。
北
〈
の
際
に
川
ひ
ら
れ
る
受

信
機
に
は
震
動
の
影
響
が
あ
り
、
あ
た
り
の
雑
一耳目等

の
害
が
多
く
、
且
つ
重
量
、
電
源
等
に
制
限
が
あ
る

の
で
特
別
芯
考
慮
を
必
必
と
す
る
。

従
っ
て
ス
。
ブ

リ

ン
ク
叉
は
ず
ム
等
で
震
動
守
防
ぐ
と
か
又
は
信
械
を

大
、
ぎ
く
す
る
と
か
或
は
電
力
の
少
い
効
卒
の
良
い
球

を
使
用
す
る
と
か
等
の
ガ
法
か
め
か
か
、
何
ト
小
町
小
、も

ーヲ、

重
裂
な
事
は
操
作
が
簡
盟
な
こ
と
で
あ
る
。
第
三
園

は
木
枇
で
作
ら
れ
た
移
動
川
受
信
機
で
、
波
長
は
一

四
米
か
ら
放
送
波
長
迄
自
由
に
受

信
川
来
る
。

其
の
他
特
種
の
受
信
機
と
し
て

は
搬
送
電
話
川
受
信
機
が
あ
る
o

(
木
誌
第
一
二

六
頁
加
藤
兼
云
氏
搬
送

電
話
搾
の
稿
参
照
)
こ
れ
は
電
力
命
日

枇
等
で
零
害
の
多
い
地
方
と
の

連
絡
に
有
紘
屯
話
を
使
用
し
て
居
る
と
冬
期
し
ば

し
ば
不
通
に
な
る
の
で
、
電
話
線
と
比
べ
て
数
十
倍

も
安
全
な
送
電
線
を
利
用
し
て
週
一
信
を
行
ふ
の
で
あ

る
。
第
四
国
は
某
電
力
曾
祉
に
納
入
し
た
此
の
種
の

目
的
じ
則

ゐ
ら
れ
る

受
信
機
で

・あ
る
。

山
川
を
知
ら

な
い
か
、

ヨ反
斤
}
こ
冷

r
l
z
J
1
lt
fん

て
は
五
米
一

程
度
又
は

そ
れ
以
下

の
波
長
に

於
て
安
定

に
通
信
が
行
へ
る
械
に
な
っ
仁
の
で
、
一
近
き
帰
来
に

於
て
は
其
の
附
一
近
の
波
長
一
か
、
或
る
揚
合
に
は
寅
刑

通
信
に
利
則
さ
れ
る
様
に
な
る
こ
と
と
思
れ
る
。

同/，.;，-
リ フ

|司

受
信
機

も
途
信
機

の
進
歩
後

達
に
つ
れ

て
そ
の
改

L
 
1
 
1
 

良
準
一
歩
は

停
止
す
る

ι .. f_.: 
叫 〉
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i皮

送

一
般
に
搬
送
波
は
一
通
信
同
路
を
利
則
す
る
多
重

一
迎
信
法
に
使
肘
さ
れ
、
之
を
叉
電
力
線
路
に
利
川
し

て
、
電
力
周
波
数
に
搬
送
波
を
重
喜
せ
し
め
て
、
該

線
路
を
遁
信
用
に
、
或
は
遠
距
離
指
示
計
器
の
動
作

に
、
或
は
開
閉
器
の
遠
方
開
出
制
禦
等
に
併
用
し
て

居
る
こ
と
は
周
知
の
事
賞
で
あ
る
。

此
底
に
一
一
辿
へ
る
の
は
電
力
線
路
を
利
則
す
る
線
路

保
安
川
搬
送
電
話
機
に
つ
い
て
ぶ
あ
る
。
搬
送
電
話

と
云
っ
て
も
、
何
等
其
会
信
及
び
受
信
方
式
に
空
間

無
線
電
話
と
異
る
所
は
知
一
…
…
く
、
高
刑
法
惇
導
媒
鵠
と

し
て
電
力
総
を
用
ひ
る
結
果
、
其
信
頼
度
、
能
率
蛇

に
選
操
通
話
性
に
於
て
は
、
大
い
に
空
間
無
線
電
話

を
凌
駕
す
る
特
長
が
あ
る
。
殊
に
遠
隔
の
地
に
散
在

す
る
を
免
れ
な
い
同
一
系
統
内
の
震
竜
所
、
受
電
所

及
び
愛
電
所
を
連
絡
す
る
揚
合
に
於
て
は
至
便
な
も

の
で
あ
る
。

弊
一
枇
に
於
て
製
作
す
る
電
力
線
用
搬
送
電
話
機
は

左
記
の
各
型
の
も
の
で
あ
っ
て
、
各
々
最
新
の
研
究

を
基
礎
と
し
て
設
計
せ
ら
れ
、
各
型
共
に
所
定
の
目

的
に
釘
し
て
充
分
の
機
能
と
容
量
を
有
し
、
且
つ
木

邦
特
有
の
漁
気
に
耐
へ
る
こ
と
は
勿
論
.
取
扱
極
め

て
錨
同
日
仰
な
る
も
の
で
あ
る
口

電

話

機

研東

山尽
'3[..電

所長
技芸
， J'illi~tl: 

」

/
O型

K

・c
o
p
-
一
二
九
型

k
e
C
・p
l
一
三

O
型

K
@
C
e
p
l
一一
一一
一
型

K
-
C
@
p
l
一
三
二
型

以
上
各
型
は
用
途
に
依
り
叉
出
力
容
量
に
依
り
操

作
方
式
及
び
電
源
の
種
類
に
依
っ
て
各
特
長
を
有
す

る
が
、
此
白
地
に
最
も
代
表
的
な
K
。
c
・p
l
六

O
型

K
-
C
@
p
l
 

~乏:

上

怠電線路

結合容量

同調機

怠受話機

A 
局

123  1234  

:iJilx訟法電話機の油話系統
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力n

}J~き

乗

1 2 3 

第 一 回

に
就
い
て
一
一
山
へ
て
見
る
。

K
@
C
・p
l
六

O
型
の
性
能
は
簡
躍
に
云
ひ
表
せ

ば
、
長
距
離
怠
電
線
保
安
刑
高
周
波
式
自
働
選
探
呼

川
軍
一
周
波
数
同
時
送
受
話
式
搬
送

-電
話
機
で
あ

り
、
其
特
長
を
暴
け
る
と

一
、
高
座
に
謝
し
て
紺
封
支
全
な
る
事
。

寸
数
高
ヴ
オ
ル
卜
の
高
原
送
電
線
に
針
し
て
も
、

其
搬
送
波
連
絡
方
法
と
し
て
、
絶
縁
耐
廓
共
施
針
安

全
な
る
集
中
容
量
に
依
り
、
種
々
の
安
全
装
置
及
び

遮
雷
装
置
を
供
へ
て
居
る
。

一
一
、
軍
一
周
波
数
同
時
迭
受
話
方
式
な
る
事
。

現
時
電
力
紘
路
は
搬
法
波
府
応
用
と
じ
て
、
他
の
種

々
の
目
的
に
数
種
の
周
波
数
が
重
畳
さ
れ
る
ニ
と
が

あ
る
故
、
送
受
話
二
周
波
数
式
に
比
し
搬
送
波
臆
刑

は
範
国
を
庚
め
得
る
。
叉
会
受
話
機
の
電
力
総
連
絡

の
同
調
同
路
、
或
は
支
線
へ
の
高
周
波
閉
塞
装
置
等

も
一
周
波
数
に
劃
す
る
設
備
に
て
足
り
、
大
い
に
之

等
設
備
を
簡
易
化
す
る
。
叉
一
間
波
数
に
て
送
受
諾

を
行
ふ
故
、
系
統
内
の
二
局
間
の
通
話
は
他
府
に
て

容
易
に
聞
き
取
り
得
る
利
貼
が
あ
る
と
同
時
に
、
四
弟
、

A

一
-
仙
の
揚
合
他
の
二
昂
間
の
通
話
は
、
直
ち
に
一
昂
に

依
っ
て
担
止
き
れ
て
所
要
通
話
を
属
し
得
る
。



三
、
選
樺
呼
川
を
な
し
う
る
事
。

木
装
置
を
供
へ
た
通
話
系
統
の
一
例
を
略
国
に
て

示
せ
ば
第
一
国
の
如
く
、
一
応
は
夫
々
二
線
式
電
話

線
十
組
ま
で
を
附
属
ぜ
し
め
得
て
、
一
周
に
附
属
せ

る
一
基
の
電
話
器
は
、
他
局
内
の
任
意
の
電
話
器
を

市

師

団

電

力

総

報新ザ、ソマ

相直"!L~~ 

選
捧
呼
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
A
局
内
の
2

な
る
電
話
器
は
D
昂
の
4
な
る
電
話
器
を
呼
出
し
得

る
如
き
で
あ
る
。

の
み
な
ら
す
一
局
内
の
1
2
3
:

等
の
竜
話
器
も
相
互
聞
に
搬
送
波
を
刷
ひ
宇
し
て
、

任
意
に
選
探
呼
出
を
な
し
得
る
の
で
あ
る
o

而
し
て

木
装
置
系
統
内
に
包
含
さ
せ
得
る
電
話
器
基
一
数
は
百

牽
未
漏
で
、
此
制
限
以
内
な
ら
ば
任
意
の
局
数
を
増

設
し
得
る
の
で
あ
る
。

四
、
木
笈
置
は
一
度
使
用
周
波
数
に
調
整
す
れ
ば

以
後
何
等
の
調
整
を
要
せ
中
動
作
す
る。

次
に
木
型
の
性
能
を
奉
け
る
と

-

H
パド

ィ，
ノ

定
格
出
力
五

O
ワ
ッ
ト

一
、
周
波
数

i般怠 i皮電話局内 の 機誌 の ì~j~ 手IJ

約
五

0
キ
ロ
サ
イ

ク
ル
よ
り

一
五

0
キ
ロ

サ
ク

イ
ル
毎
秒
ま
で
任
意
に
調
整
し
得
る

の
で
あ
る
。

所
要
電
源
と

ιて
は

一
O
O
l
一
四

O
ヴ
オ
ル

トル
帯
電
池

送
信
及
び
受
信
刑

第二悶

四
八
ヴ
オ
ル
卜
蓄
電
池

白
働
交
換
器
川

六
ヴ
オ

ル
ト
蓄
電
池

昼
(空
管
織
僚
鈷
火
川

交
流
電
源

各
蓄
電
池
充
電
川

其
他
必
要
に
感
じ

士
は
送
信
受
信
用
と
し

て
、
各
種
交
流
電
源
で
も
代
川
町
来
る
。

吠
に
金
受
話
の
動
作
丸
信
具
叫
閥
的
に
概
略
一説
明
す
る

と
、
局
内
の
機
器
の
配
列
は
第
二
国
の
如
く
、
選
受

計一一川
は
現
今
普
通
に
刑
ひ
ら
れ
る
卓
上
白
働
電
話
器
に

て
足
り
、
呼
出
人
は
白
働
電
話
器
の
受
話
器
を
外
す

事
に
依
り
継
電
器
を
動
作
せ
し
め
て
、
電
動
諮
問
電
機

を
始
動
さ
せ
送
信
の
準
備
を
す
る
ハ
局
内
通
話
を
希

望
す
る
時
は
、
電
話
器
特
定
の
ダ
イ
ヤ
ル
・数
字
を
廻

し
て
、
局
内
白
働
交
換
器
及
び
縫
電
器
を
一
迎
じ
て
、

電
勤
務
電
機
を
止
め
て
局
内
通
話
を
な
し
得
る
)
。

KCP一六O型詮受諾機第三岡

次
白に
呼
出
人
は
他
局
内
の
呼
出
さ
う
と
す
る
電
話
器

に
相
首
す
る
特
定
番
披
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
廻
せ
ば
、
可

聴
周
波
殺
生
機
よ
り
愛
生
し
た
可
聴
周
波
は
断
績
さ

れ
て
、
搬
送
伎
の
可
聴
周
波
に
依
る
そ
ジ
ユ
レ

l
シ

ヨ
ン
研
一
断
緩
す
る
。

モ
ジ
ユ
レ

l
卜
さ
れ
化
搬
送
波

は
結
合
容
量
に
依
り
電
力
総
を
通
じ
て
相
手
方
結
合

容
量
を
経
て
受
信
器
に
入
り
、
検
波
さ
れ

K
断
続
直

流
は
白
働
交
換
器
を
動
作
さ
せ
て
、
所
要
の
被
呼
山
川37 
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人
の
電
話
器
の
ペ
ル
を
鳴
ら
し
、
受
話
器
は
外
さ
れ

て
通
話
航
態
に
な

ゐ
の
は
、
普
通
の
白
働
交
換
動
作

と
異
る
川
が
無
い
α

こ
の
際
搬
途
波
銭
信
器
は
受
信

器
保
護
装
置
A
に
依
っ
て
、
可
聴
周
波
が
音
盤
周
波

増
幅
器
を
通
じ
て
到
来
す
る
時
に
の
み
搬
送
波
を
稜

振
し
、
且
つ
受
信
器
異
本
一
管
の
格
子
電
臨
宇一向変じ

て
、
自
己
の
逸
話
一昔
躍
が
自
己
の
受
信
器
に
封
す
る

妨
害
を
防
い
で
居
る
。
其
の
上
受
信
器
保
護
装
置

B

に
依
り
、
自
己
の
稜
生
し
大
搬
送
波
が
自
己
の
受
信

器
に
入
り
込
ま
な
い
般
に
調
整
さ
れ
、
単

一
周
波
同

時
送
受
話
の
目
的
を
達
し
て
居
る
。

以
上
の
如
く
送
受
話
の
動
作
は
第
三
固
に
示
さ
れ

る
送
受
話
機
に
依
り
総
て
操
作
さ
れ
、
送
受
誌
の
総

て
の
制
御
は
普
通
川
ひ
ら
れ
る
白
働
電
話
器
の
グ
イ

，、r、~'、~ー-、J、J、J、J、J、J、-、，、，匹、J、-、d戸、，【、-、-、，一、J九-、匂戸、，ー、_-、-、，、J品、，、ー

ヤ
ル
に
依
う
て
な
さ
れ
る
か
ら
、
送
受
話
機
ほ
全
然

遠
方
制
御
に
て
事
足
わ
、
白
働
屯
話
器
に
依
る
通
話

と
異
る
事
無
く
至
極
簡
便
で
あ
る
。
逸
話
用
の
電
動

後
電
機
は
一
キ
ロ
ワ
ツ

十一
除
と
一云
ふ
小
容
量
の
も
の

で
、
一
様
電
器
に
依
っ
て
始
動
停
止
さ
れ
、
送
受
話
機

底
部
叉
は
機
外
に
簡
草
な
基
礎
工
事
で
供
へ
付
け
る

主
子
♂
ド

1
1
4
-
l
γ
O

ヨ
弓
」
ん

M
い-孔パ

ー

叉
木
型
で
は
特
に
停
電
等
の
臆

念
の
揚
合
で
も
其
能
力
を
後
抑
山
内

来
得
る
後
、

電
源
は
す
べ
て
蓄
電

池
を
肘
ひ
て
居
る
。
此
の
内
に
あ

る
も
の
は
場
合
に
依
つ
て
は
、
愛

電
所
、
議
電
所
の
所
内
川
心帯電
池

で
代
用
す
る
こ
と
が
川
来
る
。

第
一
，
表

38 

以
上
は
K
。c
e
p
|
六

O
型
に
就
い
'て
大
略
を
一
一地

ベ
止
の
で
あ
お
子
、
他
の
各
型
も
単
一
周
波
数
字
}則
一

ひ
る
事
は
皆
愛
り
無
く
、
只
山
内
力
に
於
て
六

0
・型
に

比
し
て
小
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
比
較
的
近
距
附
に

刑
ひ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
各
刑
止
を
簡
易
に
比
較

す
~る
と
第
一
表
の
如
く
に
な
る
の
で
あ
る
。

。ハ
完
)

搬
送
電
話
機

の
・各
却

の
比
較
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も
既
に
可
な
り
官民
く
勝
則
さ
れ
て
ゐ

る
。
而
し
て
我
が
涯

信
省
の
市
外
電
話

に
於
て
、

今
日
施
設
さ
れ
'て
肘
る
比

の

将
来
、
長
距
離
電
話
の
張
反
に
最
も
貢
献
す
る
通
信
方
通
信
装
置
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
印
ち
東
京
l
大
阪
問

式
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
批
送
電
流
通
信
法
は
、
我
凶
に
於
て
東
京
青
森
間
及
び
熊
本
臨
児
島
問
年
、
我
凶
主
要
市

搬

送

電

話

装

置
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我

国

現

在

の

搬

送

電

話

外
電
話
幹
線
械
的附

に
採
川
さ
れ
て

居
る。

此

の
撒
怠
電
流
通
信
装
置

は
次
、表
の
M

灯
、
南
浦
洲
餓
道

株
式
命
日一
枇
及
び
餓
週
省

に
於
て
も
、
夫
々
の
，
迎
信
械
に
於

て
立
祇
に
山
賀
川
に
仇
さ
れ
て

居
る。

(
日
窓
口
'減

第
八
巻
第
一
蹴
よ
り
)



三E
目

梁

が

放

手。
定三

放
送
局
の
演
奏
室
で
は
立
仮
な
一
音
楽
家
が
立
仮
な

一音
楽
を
演
奏
し
、

切t長日
タト名
よの
り 一[: 
もが
何そ

よの

も 主主
早を
く傾
てけ
正て

名
講
演
を
行
ひ
、

報

確
な
ニ
ウ

l
ス
が
報
道
さ
れ

る
。
各
家
庭
で
は
立
一
以

な
受
信
機
を
中
に
し
て
、

一
家
圏
撲
の
楽
し
み
ノの
中

新

に
一
音
楽
を
鑑
賞
し
、

知
識
を
啓
脅
し
時
事
を
知
る
。

此
の
到
る
'川
に
散
布
し

τ居
る
聴
取
者
と
演
奏
室
を

結
び
つ
け
て

.
自
の
常
り
名
歌
手
の
盤
に
魅
了
さ
れ

ダ

る
心
地
に
す
る
の
か
放
逸
機
の
役
目
で
あ
る
。

演
奏
室
で
起
き
た
凡
ゆ
る
一音
を
電
波
と
し
て
各
家

、ソ

庭
を
訪
問
さ
せ
る
放
送
機
は
、

大
鶴
市
ス
の
三
部
か
ら

な
っ
て
居
る
。

マ

一
、
務
を
電
気
に
愛
へ
て
白
局
で
放
送
し
に
わ
ノ中

一
機
し
た
り
す
る
調
整
部
。

一一
、
電
気
に
な

っ
た
諜
を
運
ぶ
電
波
を
出
す
放
送

機
音IC

こ
、
前
の
二
部
に
電
力
を
供
給
す
る
電
源
部
。

此
の一二
部
は
'
持
部
か
遁
首
に
設
計
さ
れ
設
備
さ
れ

る
と
同
時
に
、

そ
の
相
互
間
が
完
全
に
連
絡
さ
れ
て

居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先

つ
演
奏
室
で
起
。
た
凡
ゆ
る
音
を

電

気

じ

直 機

ら

れ

る

ま

で

.Y~ 

l5 

東
京
電
気
株
式
合
枇

研

究

所

技

川

し
、
こ
れ
を
自
局
の
放
逸
機
へ
送
っ
た
り
、
或
は
他

の
放
送
局
へ
中
機
し
た
り
す
る
調
整
部
に

つ
い

τ一連

f'-、

る。

一
番
大
切
な
事
は
音
楽
や
一
講
演
を
最
も
忠
貨

に
電
気
に
換

へ
る
宏
置
で
、
『)れ
が
駄
目
な
ら
其
の

他
の
設
備
か
ど
ん
な
に
良
く
て
も
、
一
音
楽
を
そ
の
ま

ま
聞
く
や
、フな
気
持
に
は
な
れ
な
い
。
こ
れ
は
マ
イ

ク
ロ
フ
才
ン
が
そ
の
責
や
負
ふ
へ
き
で
、
調
整
部
に

あ
る
色
々
な
装
置
は
要
す
る
に
、
電
気
に
な
っ
た
瑳

や一五
日
を
放
送
機
か
必
要
と
す
る
だ
け
に
増
幅
し
、
こ

れ
を
問
滑
敏
速
に
白
昂
或
は
他
局
に
ル
培
、
り
出
す
も
の

で
あ
る
。

色
々
な
む
の
が
一
緒
に
な
っ
て
或
る
物
を
完
成
し

て
居
る
場
合
じ
は
、

一
番
弱
い
部
分
で
そ
の
物
の
強

き
が
決
定

3
れ
て

ιま
う
が
、
放
送
機
で
も
そ
の
品

質
は
一
番
完
杢
で
な
い
部
分
の
品
質
で
決
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
聴
取
持
の
批
評
眼
は
日
を
追
う
て
鋭
く

な
り
、
叉
受
信
機
の
改
良
は
止
る
一
川
を
知
ら
な
い
。

各
放
会
局
、
製
作
所
、
研
究
川
で
も
放
送
機
各
部
の

品
質
の
向
上
に
努
力
企
惜
し
ま
な
い
-ぺ

ド収
京
電
気
株
式
命
日
枇
研
究
所
主
ほ
一
常
に
時
流
に

一-歩
を
先
ん
宇
る
厳
に
日
夜
努
方
を
排
っ
て
居
る

古
ヨ
'
ー

士山

j師

戚

第一岡

ilJ'l奏 所川調整楳
第二同

演 奏 所用調 整椛
第三岡
放詮所用調整推39 



報新ダ、ソマ

が
、
放
念
機
周
一
音
盤
装
置
に
し
て
も
、
此
の
碍
漸
く

最
高
松
の
標
準
と
も
な
る
べ
き
も
の
の
完
成
に
成
坊

し
た
。そ
れ
は
三

O
サ
イ
ク
ル
か
ら
一

O
、

0
0
0
サ
イ

iEl
i
s-i
・e-
:
i

ク
ル
迄
完
全
に
放
送
じ
得
る
設
備
で
、
如
何
な
る
種

類
の
音
楽
で
も
少
し
の
歪
も
な
く
放
送
が
出
・
来
る
。

、_.. 

此
の
装
置
の
各
部
分
は
銭
盤
に
取
付
け
土
コ
ヂ
ン
マ

リ
じ
た
ユ
ニ
ッ
ト
モ
、
そ
れ
を
遁
常
に
組
合
せ
繊
枠

に
取
付
け
必
要
な
場
所
へ
据
ゑ
る
。
従
っ
て
各
種
調

整
盤
が
川
来
る
均
一
時
で
あ
右
が
、
大
鰐
標
準
と
も
な
る

べ
き
も
の
に
次
の
三
種
そ
暴
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

演
奏
所
用

演
奏
室
が
二
室
あ
る
場
合
、

演
奏
室
一
室
の
み
の
揚
台
、

放
送
所
用
各
部
の
概
要

企
調
整
盤
を
組
立
て
て
居
る
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
概
略
を

述
べ
る
。

クロフォン4-A型帯電砕マイ

一
、
一
音
盤
電
流
噌
幅
装
置

イ
、
四

l
A
型
蓄
電
器
マ
イ
ク
ロ
フ
オ
シ
。

ク
ロ
フ
ォ

ン
は
替
を
電
気
に
む
す
も
の
で
、
演
奏
所

で
は
最
も
大
切
な
部
分
で
、
従
っ
て
各
種
各
様
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
か
あ
る
か
、
明
一在
で
は
蓄
電
器
マ
イ

ク
ロ
フ
ォ

ン
に
如
く
も
の
は
な
い
。

第四岡

こ
の
中
で
も
凹

l
A
型
は
最
新
式
の
も
の
で
、
一
二

。
サ
イ
ク
ル
か
ら
一

O
、

0
0
0
サ
イ
ク
ル
迄
の
一音

波
研
一完
全
に
忠
一
貫
に
電
気
に
愛
へ
る
。

一
般
に
演
奏
宝
と
調
整
宗
と
は
州
常
附
れ
て
居
る

の
で
、
此
の
間
で
誘
導
さ
れ
る
雑
音
量
か
川
合
高
く

な
る
J

四ー
!
A
型
で
は
こ
れ
や
可避
け
る
た
め
に
、
サ

イ
モ
ト
ロ
ン

U
X
八
六
四
を
三
個
川
ひ
た
抵
抗
三
段

増
幅
器
を
完
全
な
防
震
装
置
を
施
し
て
、

7

，A
l

h

ノロ

40 

フ
ォ
ン
と
同
一
箱
に
納
め
、
雑
一
音
量
を
下
け
る
様
に

第
五
闘
ヰ

l
A
型
主
演
奏
川
マ
イ
ク
ロ
-フ
ォ
ン
茶

第六回 4-A型ミアナウシ
サーm"イクロ 7 オシ?惹

イ

じ
て
居
る
。
此
を
演
奏
刑
叉
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
別
マ

イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
裏
に
取
付
け
て
使
刑
す
る
。

口
、
一
ニ
l
l
A
E
増
幅
器
。
演
奏
川
増
幅
器
は
マ

イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
と
共
に
、
調
整
部
の
心
臓
と
も
言
ふ

へ
き
も
の
で
、
電
気
に
な
っ
た
一
音
撲
は
必
要
な
程
度

に
増
幅
し
て
、
演
奏
所
か
ら
放
送
所
へ
透
っ
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
一
音
楽
に
含
ま
れ
て
居

る
も
の
な
ら
、
ど
ん
な
周
波
数
で
も
少
じ
も
歪
な
く
、

一
株
に
増
幅
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
二
l

A
型
増
幅
器
は
四

A
-型
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン

と
机
待
っ
て
、
完
全
に
此
の
目
的
争
達
し
て
居
4
0
0

サ
イ
モ
ト
ロ
ン

U
X
こ

O
ニ
A
星
ハ
宇
佐
?
さ
二
個
使
つ



報新ダ、ソ

に
抵
抗
増
幅
器
で
、
無
歪
山
川
力
一
ワ
ッ
ト
を
容
易
に

線
路
に
送
り
出
す
『
)
と
か
出
来
る
ο

マ

ハ
、
ニ
四

i
A
型
地
目
幅
器
。
放
途
機
へ
法
ら
れ
る

電
流
が
果
し
て
満
足
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、

放
迭
局
の
技
術
許
は
何
時
も
監
親
し
て
居
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
此
の
目
的
に
は
二
四

l
A
型
増
幅
器
が

遁
嘗
で
あ
る
。
サ
イ
モ
ト
ロ
ン
U
X
八
四
一
と
同
U

X
二
O
二
A
K
T
使
用
し
た
抵
抗
増
幅
器
で
、
此
の
山
内

力
で
援
護
器
宇一
働
か
せ
て
監
視
す
る
。

エ、

O
P
1
2
型
携
帯
増
幅
器
。
前
に
述
べ
た
増

幅
器
は
充
分
な
設
備
の
あ
る
演
奏
室
に
置
く
か
、
叉

は
調
整
盤
に
取
付
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
外
に

運
動
競
技
や
演
塾
等
、
野
外
そ
め
他
設
備
の
不
充
分

な
場
所
で
催
さ
れ
る
も
の
を
放
送
す
る
場
合
か
屡
々

あ
る
。
此
の
仁
め
に
優
秀
な
捧
帯
別
増
幅
器
の
必
要

そ
感
℃
る
こ
と
が
多
い
。
此
れ
に
は
O
P
|
2
型
携

帯
川
増
幅
器
を
自
信
守
持
っ
て
お
勧
め
す
る
こ
と
か

出
来
る
。
こ
れ
は
サ
イ
モ
ト
ロ

ン
U

X
八
六
四
研一三

個
と
U
X
一
三
こ
を
一
個
使
っ
た
抵
抗
増
幅
器
で
、・

九
k12-A ~Q 

電
源
そ
の
他
必
要
品
全
部
研
一
白
域
し
、

第ヒ府i

高
さ
三
五

i目持キt国 24-A型
L 

t-量冨LE 
(frr(存える??u

(第九回 OP-2型特 一侍!日指幅器

糎
.
幅
四
五
純
、
奥
行
二
五
糎
の
鰻
裁
良
い
木
箱
に

納
め
、
重
さ
は
大
館
二
五
砥
で
あ
る
。

二
、
制
御
連
絡
装
置

，
句
、
七

l
A
型
ア
ナ
ウ
シ
ザ

l
制
御
器

口
、
一
八

1
A
型

信

競

器

何
れ
も
縫
電
器
、
電
鍵
及
び
表
示
僚
を
遁
蛍
に
組
合

せ
た
も
の
で
、
七

l
A
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
卓
子
に

置
き
、
一
八

l
A
は
調
整
盤
に
取
付
け
マ
イ
ク
ロ
フ

ォ
ン
の
切
待
‘
白
局
放
送
と
中
権
放
さ
の
切
替
、
そ

の
他
放
念
に
要
す
る
一
切
の
信
披
を
行
ふ
も
の
で
、

何
れ
も
連
鎖
装
置
に
な
っ
て
居
旬
、
遁
A
V

回
な
順
序
に

j¥、'"い身ラ

41 
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新ザ
、yマ

アナウンサー制御若岸第一 O 園 7-A型

依
ら
な
け

れ
ば
働
作

を

し

な

器

ぃ
。
従
っ

て
二
つ
の

放
会
が
同

時
に
入
る

桜
な
間
違

競lS--A 型

を
生
、
?
る

こ
と
は
紹

!6， n:司
牙7~ 一一・- 1凶

い苦手I。

な

話磁九
器石 l
盤式 A
O 電型一

，、
、

放
送
を
国
滑
に
行
ふ
た
め
に
は
放
送
所
、
演
奏
所
そ

の
他
必
要
な
場
所
相
互
の
連
格
を
充
分
に
す
る
必
要

か
あ
る
。
一
九

l
A
型
磁
石
式
電
話
器
盤
は
、
簡
軍

に
此
の
要
求
を
満
足
す
る
。

三

、

測

定

装

置

一
三

A
型
一
晋
量
指
示
器
。
講
演
を
放
迭
す

る
に
じ
て
も
、
人
に
よ
っ
て
は
大
盤
で
話
す
人
も
小

謹
で
話
す
人
も
あ
る
の
で
、
従
っ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
才

'シ
で
電
気
仁
愛
ら
れ
た
も
の
も
、
大
き
い
場
合
も
小

イ

42 

19-A型舷石式電話器耀

而 ，もさ
じあい
放る揚
ご.:2:- ， 0 /-'-
J.Lヱ仁1

機
へ
は
大

館
一
様
な

犯
さ

ωも

の
を
途
ら

な
い
と
歪

を
生
、
T
る

第一二悶

原
因
に
な

る
0

.

た
か

ら
増
幅
器

出
力
の
水
♂

準
を
簡
躍
に
知
っ
て
、
何
時
も
遁
宮
な
強
さ
で
送
る

様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
た
め
に
一
一
一
一
l

A
か
設
計
さ
れ
た
の
で
、
サ
イ
モ
ト
ロ
ン

U
X
八
四

一
九
二
個
使
っ
た

一
種
の
真
空
管
電
展
計
で
較
正
し

大
一
音
量
調
整
器
で
、
一
音
量
を
量
的
に
指
針
で
一
示
す
様

に
し
て
あ
る
。

叉
前
に
一
辺
へ
た
増
幅
器
は
、
仰
れ
も
入
力
、
出
力

イ
ム
ピ

l
ダ
ン
ス
を
五

O
O
ォ
l
ム
に
し
て
あ
る
か

ら
、
雨
側
の
一
音
量
を
こ
れ
で
測
れ
ば
直
ち
に
、
そ
の

増
幅
器
の
利
得
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

口
、
一
五

l
A
型
計
器
盤
。
調
整
盤
の
各
装
置
を

回
収
良
の
版
態
で
働
一
作
さ
せ
る
に
は
、
各
種
真
宅
管
を一
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者，平

常
に
規
定
の
航

態
で
佼
則
し
て

居
る
か
否
か
を

検
査
す
る
必
-要

が
あ
る
。

こ
れ

を
簡
単
に
賀
行

刀て指
.Et. 
主旦

す
る
穏
に
一
瓦

ニ王コ，二
日

l
A
を
設
計
し

た
。
適
合
な
電

時
計
、
電
流
計

13-A型

を
取
附
け
、
附

属
の
ジ
ヤ
ツ

ク

第一三回

と
n

フ
ラ
グ
で
必

川
女
な
場
所
を
任

意
に
且
つ
容
易

に
測
定
す
る

と
が
山
内
来
る
。

ハ
、
三
三

l
A
型
ジ
ヤ
ツ
ク
盤
。
此
れ
迄
一
一辿
へ
仁

各
法
置
を
系
統
的
に
連
絡
し
一L
‘
而
も
そ
の
鈷
険
を

容
易
に
し
、
故
障
の
場
合
は
直
ち
に
そ
の
不
良
箇
所

を
護
見
し
、
必
要
が
め
れ
ば
こ
れ
を
切
放
し
て
臆
念

』庭
置
守
施
す
た
め
に
、
各
装
置
の
入
力
投
に
川
力
側

は
必
‘
一
ゲ
ジ
ヤ
ツ
ク
盤
に
立
寄
ら
せ
て
あ
る
。
限
一比
穿
な

複
ジ
ヤ
ツ

ク
を
使
刑
し
て
プ
ヨ
グ
押
入
に
よ
っ
て
起

り
勝
ち
な
際
碍
の
絡
釘
に
起
ら
ぬ
様
に
し

て
あ
・る。

f荏

睡醒璽璽麗璽墨画

若た15-A型

『
」
れ
で
演
奏

室
で
起
っ
た
あ

第 一同岡

ら
ゆ
る
音
や
聾

が
電
気
に
な
っ

て
、
そ
れ
が
通

過
し
て
行
く
装

置
の
大
略
を
述

べ
終

へ
亡
。

此
等
の
装
置

が
放
送
に
封
し

て
持
っ
て
居
る

役
割
か
、
ど
ん

な
に
重
大
で
あ

33-A 'i4Q ジヤ ツク 税

る
か
と
云
ふ
事
も
解
る
筈
で
あ
る

o
-KJか
此
等
各
装

置
は
躍
に
色

ん
な
器
具
の
配
列
に
過
ぎ
な
い
の
で
、

こ
hp
を
生
か
し
て
最
も
忠
・
置
に
、
そ
の
最
善
を
来
す

較
に
生
命
を
吹
き
込
ん
で
や
る
の
は
、
放
迭
局
の
技

術
者
で
あ
る
。

普
通
演
奏
所
は
演
奏
者
の
便
利
の
仁
め
に
繁
持
な

市
中
に
あ
り
、
放
送
所
は
大
き
な
本
中
級
を
必
一裂
と

し
、
そ
の
他
電
波
の
博
掛
川
等
の
仁
め
に
、
都
舎
を
離

れ
た
淋
し
い
川
舎
に
あ
る
。

第一五阿

に
か
ら
今
週

へ
た
様
な
調
整
装
置
が
演
奏
所
と
放

送
所
の
雨
小
山
に
設
備
さ
れ
て
居
る
。
技
術
者
は
放
送

が
開
始
さ
れ

る
数
十
分
前
に
各
部
の
調
整
を
完
全
に

終

へ
て
、
放
送
さ
れ
る
時
を
待
っ
て
居
る
。
放
送
の

途
中
で
は
各
部
分
忠
賞
に
働
作
し
て
居
る
か
ど
j
か

を
常
に
監
視
し
て
性
意
を
怠
ら
な
い
。
我
々
か
素
敵

な
一
音
楽
に
陶
酔
し
て
居
る
折
に
は
、
放
送
局
の
技
術

者
は
紳
経
の
全
部
を
調
整
盤
に
傾
倒
し
て
居
る
。
立

一
恢
な
演
奏
者
と
立
振
な
放
送
機
と
立
仮
な
技
術
者
の

ト
リ
オ
を
、
我
々
は
待
望
し
て
止
ま
な
い
。

一

日
本
放
症
協
合
の

本
年
度
償
援
計
設
に
よ
る
新
設

一
放
迭
問
は
続
々
開
局
、
さ
れ

る
。
其

の
中
、
函
館
放
詮

問

ハ
J
O
V
K
、
四
四
一
米
)
は
二
月
六
日
、
-秋
川
ハ
J

O
U
K
、
四
六
五
米
ゾ
は
二

H
サ
六
日
、
松
江

ハ
T
J
O

T
K
、
四
八

O
米
〉

は
三
月
七
日

、
高
知

ハ
J
O
R
K

四
一
七
米
)
は
三

H
十
七
日
何
れ
も
開
局
、
京
都

(J

O
O
K
)
は
四
月
上
旬
に
開
局

の
殻
定
で
あ
る
ο
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R
C
A
ピ
ク
タ
l
命
日
祉
が
製
作
務
費
し
て
居
る
最

近
の
-
フ
ヂ
オ
セ
ッ
ト
中
、
二
、

三
の
新
型
に
就
い
て

御
紹
介
す
る
事
と
致
し
ま
す
。
就
て
は
本
年
二
月
挽

一
フ
ヂ
ォ
の
日
本
誌
上
に
・米
凶
ゼ
、
不
一
フ
ル
o

エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
曾
枇

(
G
。E
)
製
品
の
代
表
的
な
も
の
が
数

種
紹
介
さ
れ
て
ほ
る
の
で
、

R
C
A
ピ
ク
タ
1
命日一枇

の
製
品
も
外
観
か
里
、
っ
て
居
る
だ
け
で
、
其
内
容
に

於
て
は
同
「
で
あ
り
土
す
か
ら
.
多
少
重
複
す
る
所

も
あ
り
ま
す
が
、
成
る
べ
く
此
の
貼
を
避
け
て
、
該

誌
上
に
一
前
明
し
て
な
い
部
分
を
弦
に
説
明
す
る
こ
と

と
致
し
ょ
す
。

倦
て
最
近
米
凶
に
於
け
る

一フ
ヂ
ォ
の
稜
蓬
は
、
放

送
局
の
著
し
い
増
加
と
、
之
に
件
ふ
受
信
上
の
困

難
例
へ
ば
ク
ロ
ツ
ス
・
モ
ヂ
ユ
レ

l
シ
ヨ
ン
と
か
或

は
ン
ク
ナ
ル
が
非
常
に
叫
く
来
た
場
合
に
起
る
モ
ヂ

ユ
レ

l
ン
ヨ
ン
・
デ
ィ
ス
卜
|
シ
ヨ
ン
と
か
、
立
に

選
探
不
能
と
か
云
ふ
結
果
を
生
守
る
に
件
ひ
、
真
宗

球
の
か
四
達
と
受
信
器
の
内
容
に
於
い
て
著
し
い
準
歩

を
示
し
て
居
る
。
叉
一
般
枇
舎
の
希
望
を
更
に
普
く

満
た
す
と
云
ふ
未
仕
的
立
場
か
ら
、
其
組
立
機
構
も

t
ゼ
ツ
ト
式
と
な
っ
て
，
軽
快
且
つ
便
利
に
川
来
て

新新ダ、yマ

R

C

A

ビ
ク

タ

l
受

信

機

に

就

て

東
京
電
気
株
式
命
日
吐

研

究

所

技

削

居
る
。
然
し
て
容
器
は
金
属
材
料
に
代
へ
る
に
優
美

な
木
製
と
な
り
、
其
裏
面
は
被
覆
な
し
に
川
来
て
小

型
ダ
イ
ナ

E
ツ
ク

@
コ
ー

ン
ス

ピ
ー
カ
ー
か
附
属
し

て
居
る
。
然
し
て
値
段
も
従
来
よ
り
は
飴
程
安
く
な

っ
て
ゐ
る
'0

R
C
A
ビ
ク
タ

1
・
ラ
ヂ
オ
レ
ツ
ト

R
l
五

第
一
因
に
示
す
の
は
四
球
式
の
軽
快
な
t
ゼ
ツ

ト
・
カ
セ
ド
ラ
ル
型
で
、
材
料
は
胡
桃
で
優
美
に
川

-
来
て
居
る
か
ら
、
机
上
に
飾
る
に
遁
省
で
あ
る
。
感

度
鋭
敏
、
選
探
力
も
普
く
、
遠
距
離
放
送
の
聴
取
、

近
接
匝
域
の
放
送
分
離
は
・
例
論
、
近
接
町
一城
放
送
中

44 

!際

本

川
T

'
匂
+
川
H
1

RCAピクタ ーラヂオレツト

で
も
遠
距
離
放
迭
の
接
受
も
川
来
る
そ
う
で
あ
る
。

此
め
キ
ヤ
ピ

、不

ツ
ト
の
太
さ
は
高
さ
凡
司
七
一
一一
八
・
一点

糠
、
幅
二
八
・
三
糎
、
奥
行
一
八
・
三
糎
で
あ
る
。
弐

ぎ
に
内
容
に
就
い
て
説
明
す
る
事
と
す
る
。

機

構

及

び

特

徴

第
三
国
は
R
C
A
ピ
次
タ

l
・，ラ
ヂ
オ
レ
ツ
ト

R

|
瓦
の
配
線
固
で
あ
っ
て
、

G
e
E
ヲ
ヂ
ォ

T
leロ

と
内
容
に
於
い
て
，同
一
で
あ
る
。
木
器
は
U

Y
二
一
-

四
を
二
個
、

R
C
A
二
四
七
パ
ワ
|
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

ペ
ン
ト

l
ド
一
個
及
び

U
X
二
八

O
整
流
球
一
個
合

計
四
個
の
異
本
一
球
か
ら
成
っ
て
居
る
。

儲
て
其
受
信
作
用
は
と
申
す
と
、
第
一
に
ア
ン
テ

ナ
と
喝
ク
ラ
ウ
ン
-ド
は
各
々
二
一
雨
ォ

l
ム
・
ポ
テ
ン
シ

ョ
メ
ー
タ

l
の
雨
端
に
接
合
せ
ら
れ
、
其
可
動
コ
ン

タ
ク
ト
部
分
は

O
。
0
0
0
二二
M
F
D
蓄
電
器
を

通
じ
て
、
第
一
高
周
波
ト
一
フ

ン
ス

フ
オ

l
マ

1
に
接

績
し
、
其
他
端
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
結
合
さ
れ
て
居

る
。
此
の
ボ
ア
ン
シ
ヨ
メ
ー
タ
ー
の
作
働
は
、
第
一

高
周
波
管
の
グ
リ
ッ
ド
に
掛
か
る
竜
一
座
を
降
下
せ
し

め
る
か
ら
、
ヴ
オ
リ
ユ

l
ム
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
役

目
を
す
る
o

然
し
て
第
二
究
高
刑
波
ト
-
フ
ン
ス
フ
才

第一岡
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ト R-5の 配根因

!
?
l
は
第

一
管
球
の
R
F
グ
リ
ッ

ド
問
路
に
於
い
て

ギ
ヤ

ン
ク
。
コ
ン
デ

ン
サ
ー
の

一
っ
と
共
に
同
調
同
踏

を
構
成
し
て
居
る
。
此
の
球
の
プ

レ
ー
ト
問
路
は
、
第

二
高
周
波
卜

-
フ
ン
ス
フ
オ

!
?
l
の
第
一
次
側
を
構
成

し
て
居
る
。
第
二
段
の
同
路
は
再
生
グ
リ
ッ
ド
バ

イ
ヤ

ス
険
波
間
路
で
あ
っ
て
、
其
ア
ク
ト

プ

ッ
ト
は
コ

ン-ア

ン
サ
l
抵
抗
力
ツ

プ
リ
ン

-ク
で
二
四
七
ペ

ン
ト
!
ド

の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ク
リ
ツ
ド
に
結
合
し
て
居
る
。

倍
て
此
の
受
信
器
の
著
し
い
特
徴
は
何
ん
で
あ
る
か

と
云
ふ
と
其
再
生
の
方
法
で
あ
る
。
闘
に
一
示
す
如
く
再

生
コ
イ

ル
は
大
小
二
つ
に
別
れ
て
、
其
一
つ
は
コ
ン
デ

ン
サ
ー
で

ン
ヤ
ン

卜
さ
れ
て
居
る
。
印
私
，小
さ
い

J
は

高
刑
法
に
共
振
す
る
様
に
、
大
き
い
方
は
低
周
波
に
共

振
す
る
厳
に
出
来
て
居
る
内
J
b
.
セ
ッ
ト
の
感
度
は
此

の
雨
端
に
於
い
て
鋭
敏
で
あ
る
や
う
に
設
計
さ
れ
て
居

る
o

然
し
可
愛
部
分
か
な
い
か
ら
如
何
に
し
て
再
生
を

強
く
し
た
り
弱
く
し
仁
わ
り
す
る
か
と
云
ふ
と
、
是
れ
仁

は
ア

ン
テ
ナ
同
路
の
ず
オ
リ
ユ
|
ム

・
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

で
行
ふ
の
で
あ
る
。

ラヂ オレツターRCAビク第二国

最
後
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

ス
テ
l
ヂ
は

R
C
A
二
四
七

パ
ワ
l
ベ

ン
ト
l
ド
を
使
刑
し
て
居
る
の
で
著
し
く
強

ぃ
。
而
も
歪
の
な
い
ア
ク
ト
プ
ッ
ト
電
力
二
・
五
ワ
ツ

ト
を
山
内
し
て
可
能
性
を
有
す
居
る
と
同
時
に
、

ス
テ

l

ヂ
増
幅
を
高
め
る
の
で
あ
る
。
全
部
の
電
力
は
仰
区

八
O
整
流
管
を
以
て
し
、

ス
ム

l
ジ

ン
グ

・
コ

ン
デ
ン
‘

サ
ー
に
は
、
第

一
に
一

O
M
F
D
液
鰭
蓄
電
器
一
個

と
、
第
二
に
二

M
F
D
削
牒
蓄
電
器
一
個
と
を
刑
ひ

て
居
る
。
然
し
て
其
フ
ィ
ル
タ
ー
チ
ョ

ー
ク
は
ダ
イ

ナ
t
ツ
ク

。
ス
ピ
ー
カ
ー
の
再
生
磁
界
を
構
成
し
て

居
る
。

R
C
A
ビ
ク
タ
l
・ス
l
パ
レ
ッ
ト

R
l
七

ス
ー
ハ
レ
ツ
ト

R
l七
は
八
球
式

ス
ー
パ
ー
へ
ト

ロ
グ
イ

ン
で
あ
っ

て
、
第
三
闘
に
示
す
如
く
ミ
ゼ
ツRCAピクタースーノJレツト第三園

ト
型
で
あ
る
o

木
器
は
非
常
に
シ
ャ
ー
プ
な
検
技
力

を
有
し
、
感
度
銑
敏
、

一
音
調
音
量
の
調
節
が
自
由
に

出
来
て
、
音
色
は
極
め
て
清
朗
で
あ
る
。
ダ
イ
ナ
、
E

ツ
ク

・
ス
ピ

ー
カ
ー
附
で
、
同
調
は

一
個
の
ダ

イ
ヤ

ル
で
調
節
が
出
来
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
駿
快
優
雅
な

見
事
な
袈
飾
品
と
じ
て
乗
用
さ
れ
る
。

木
器
の
内
容
は

G
・
E
一
フ
ヂ
オ

S
l
n
と
同
一
で45 
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あ
る
が
、
次
ぎ
に
其
内
容
に
就

い
て
述
、へ

る
事
と
す
る
。

/j"-

器
の 機

~~. 構
谷 τz

はー
第び
四'特

匝徴
刀t

す一
迎
り
で

、
各
同
踏
の
機
構
及

び
作
川
上
の
特
徴
に
就
い

て
い

払
い
も
吟
味
す
る
事
と
す
る
。

第

一
の
異
察
球
は
最
初
の
高

周
波
悶
路
守
構
成
す
る

R
C
A

レツ

一
一一二
五

と

云

ふ

新

型

真

空

球

で
、
ヴ
ア
リ
ヤ
プ
ル

@
E
ユ
l

一 。ダ ー スノ、 ー

い
ν
刈ま

ス
ー
パ
ー
@
コ

ン
ト

ロ
l

-I
'
 ル

・
ス
ク
リ

ー

ン
ゲ
リ
ツ
ド

・

-フマ
チ
オ

ト

ロ
ン
と
も
云
っ
て
居

る
。
其
グ
リ
ッ
ド
電
座
針
。フ

ν

RCAピク

ー
卜
電
流
特
性
曲
線
は
布
来
の

他
の
管
球
が
示
す
械
な
著
し
い

腕
首
の
曲
つ
仁
曲
線
部
分
が
無

第ドL¥長;j

い
の
で
あ
る
。

故
に
其
作
用
上
の
特
徴
は
ヴ

オ
リ
ユ

l
ム
・
コ

ン
ト
ロ

ー

ル

に
よ
り
グ
リ
ッ
ド
屯
股
が
昇
け

ら
れ
た
揚
合
、
険
法
と
し
て
高

周
波
増
幅
球
が
作
働
す
る
械
な

傾
向
が
な
い
の
で
あ
る
D

斯
様

46 

な
特
徴
は
セ
コ
ン
グ
リ

l
・
モ
‘
、
テ
ユ

v
l
シ
ヨ
ン
と

古
っ
て
、
他
の
局
か
ら
強
い

シ
グ
ナ
ル

が
・
米
仁
場
合

ク
ロ
ツ
ス

@
モ
ヂ
ユ

レ
l
シ
ヨ

ン
が
後
生
し
な

い
結
果
と
な
る
。
或
は
叉
受
信
し
っ

、
あ
る
シ
ダ
ナ

ル
@
イ
ン
テ
ン
シ

ア
ィ
ー
が
強
い
仁
め
に
、
稜
生
す

る
モ
ヂ
ユ

ν
1
シ
ヨ
ン
土
ア

イ
ス
卜

l
シ
ヨ
ン

が
起

ら
た
い
の
で
あ
る
o

加
ふ
る
に
ヴ
オ
リ
ユ

l
ム
調
整

作
用
が
改
善
さ
れ
た
仁
め
に、

背
は
近
接
地
域
の
受

信
と
遠
距
離
受
信
と
を
切
換
ス
ヰ
ツ
チ
で
や
っ
て
居

仁
の
を
、

.R
C
A
二
三
五
を
使
川
し
て
，
全
然
其

μ

を
省
略
す
る
に
至
っ
た
。

此
の
球
の
他
の
特
徴
は

U

Y
二
二
四
と
同
一
で
あ
る
。

本
間
踏
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
次
ぎ
の
第
一
検
波
管

U

Y
二
二

四
の
グ
リ
ッ
ド
@
コ
イ

ル
に
イ
ジ
ダ
ク
テ

イ
ヴ
リ

l
に
連
結
さ
れ
て
居
る
。

此
の
場
合
オ
ツ
シ

v
l
タ
!
の
ア

ウ
ト
プ
ッ

ト
も
亦
、
第

一
検
波
の
ダ

リ
ツ
ド

@
コ

イ
ル
に
イ
ン
ダ
ク
一
プ
イ
ヴ
リ

l
に
連
結

さ
れ
る
の
で
あ
る
o

此
の
オ
ツ
シ

ν
l
タ
1

は
U

Y

二
二
七
で
、
ク
リ
ツ

ド
同
調
悶
路
を
有
し
て
居
る
。

然
し
て
京
接
に

カ
ッ
プ
ル
さ
れ
に
。プ
レ

ー
ト
・
コ
イ

ル
で
碓
…
貫
一江
動
作
岳
山
県
へ

、
十
分
な
再
生
を
起
す
様

に
山
内
来
て
居
る
。

此
の
グ
リ
ッ
ド
悶
路
は
L
及
び

C

乃
匹
唯
一-w
妃
合
に
よ
り
オ
ツ
シ

ν
l
タ
!
と
受
信
器

〈

J
U
J
l
'
i

と
が
同
調
し
得
る
波
長
範
闘
に
置
い
て

、
同
調
高
周

波
と
の
間
仁
常
に
一
定
の
周
波
偏
差
を
生
、
一
γ
る
般
に



報ダ

設
計
さ
れ
て
い
仙
る
o

弐
に
第
一
検
肢
の
構
成
と
作
川

で
あ
る
が

、
木
間
路
は
グ
リ
ッ
ド

側
に
於
け
る
ギ
ャ

ン
グ

a

コ
ン
デ
ン
サ

ー
の

一
つ
に
よ
っ
て
受
信
用
岐

に
同
調
さ
れ
る
が
、
其
場
合
オ

ツ
シ

ν
l
タ
!
周
波

も
同
昨
に
入
受
さ
れ
る
。

Mm
る
と
き
は
後
者
の
用
披
数
は
常
に
前
者
の
周
波

数
よ
り
一

七
沢

K

C
(
キ

ロ
サ
イ
ク
ル

)
の
偏
差
を

新

正
悦
に
殺
生
す
ろ
。
然
し
て
第
一
検
伎
は
プ
レ
ー
ト

険
伎
を
な
す
嬬
に
.

グ
リ
ッ
ド
-か
バ
イ
ヤ

ス
さ
れ
て

あ
る
。
然
し
て
此
の
ピ

l
卜
周
波
一
七

1
k
C
が
正

確
に
其
。プ
レ

ー
ト
側
研一
通
じ
て

、・
次
ぎ
の
中
間
刑
波

悶
路
に
誘
導
さ
る

、
厳

に
な
る
。

，次
ぎ
に
来
る
の
は

中
肉
周
波
増
嶋
問
路
で
あ
る
-
か
.
之
れ
は
儲
か
に
↓

段
で
あ
っ
て
、
其
前
後
に
二
個
の
中
間
周
波
卜
一
フ
ン

ス
フ
オ

J
マ
!
と
、
四
個
の
同
調
さ
れ
た
問
路
か
ら

な
っ
て
い
肱
る
。

印
ち
第

一
検
波
球
の
プ

レ

ー

ト

問

路
、
中
間
周
波
増
幅
球
の
グ
リ
ッ
ド
及
び
プ
レ
ー
ト

同
路
、
故

に
第

二
倹
波
球
の

グ
リ
ッ
ド
同
路
で
あ
っ

て
、
皆
一
七
冗

K

C
に
王
確
に
同
調
さ
れ
る
。

然
し
て
ト
ラ

ン
ス
フ
オ

!
?
l
は
全
部
電
気
的
に

ピ

l
ク
同
調
で
あ
っ
て
フ

ラ
ッ

ト
同
調
で
は
な
い
。

、ソマ

此
の
増
幅
問
路
に
も

R
C
A
一一一一一一
れ

が

使

則

さ

れ

τ居
て

、
其
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

j
グ
リ
ッ
ド
電
一墜
は
ヴ

才
リ
ユ

|

ム
・
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
に
よ
っ
て
愛
化
さ
れ

る
桜
に
な
っ
て
居
る
。
第
二
始
以
波
同
路
に
は
高
い
プ

v
l
ト

一
電
朕
と
グ
リ
ッ
ド
バ
イ
ヤ
ス
を
輿
へ
仁

U
Y

二
二
七
の
球
で
、
オ
デ
イ
オ
中
間
周
波
間
路
を
な
く

し
て

!
分
の
ォ
デ
ィ
ォ

・
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
を

U
X
二

四
五
を
二
個
u

ブ
ッ
シ
ュ

。フ
ル

に
し
た
同
路
に
奥
へ
る

様
に
山
内
来
て
居
る
。
然
し
て
其
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
ダ

イ
ナ

t
ツ
ク

・
コ

l
ン
@
ス
ピ
ー
カ
ー
が

ト
ラ
ン
ス

フ
オ
!
?
ー
を
通
し
て
結
合
さ
れ
て
居
る
o

其
再
生

磁
界
は
前
と
同
級
フ
ィ
ル
タ

ー

-
チ
ョ

ー
ク
に
よ
っ

て
成
さ
れ
て
居
る
o

叉
ト
!
ン

・
コ
ン
ト
ロ

ー

ル
は

0
・
0
0
二
四

M
F
D
蓄
電
器
と
、
王
十
一
雨
ォ

i
ム

可
愛
抵
抗
器
金
二
四
五
球
の
雨
グ
リ
ッ
ド
に
結
合
す

る
事
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
居
る
。

此
の
同
路
の
作
用
は
該
抵
抗
器
の
抵
抗
値
を
減、一
ゲ

る
に
従
ひ
、
高
調
子
の
一昔
日
亙
を
減
宇
る
様
に
な
っ
u

て

居
っ
て
、
其
最
小
値
に
於
い
て
は
該
蓄
電
器
と
ォ
デ

イ
オ

@
卜一フ

ン
ス
フ

才
!

?
!
の
二
弐
側
と
-
か
、
低

周
波
に
共
振
宇
一
起
す
厳
に
出
来
て
居
る
か
ら
、
パ
ス

ト
ー

ン
を
強
め
る
。
故
に
ス
ピ
ー
カ
ー
の
パ
ツ
フ
ル

面
積
の
不
足
を
補
ふ
事
と
な
る。

前
回以
新
式
の
セ
ッ

ト
に
な
る
と
パ
ワ

!

ペ
ン
ト

l

ド
二
四
七
を
二
個
、
右
に
一
連
べ
仁
セ
ッ
ト
の
一

四
五

球
の
代
り
に
同
じ
く
プ
ッ
シ
ュ

プ

ル
と
し
て
使
用
す

る
。
然
し
其
内
容
に
於
い
て
は
大
部
分
同
じ
で
あ
る

か
、
其
著
し
く
異
な
る
叫
川
は
、
右
に
述
、べ

仁
セ
ッ
ト

の
中
間
周
波
増
幅
問
路
の
プ

ν
!
ト
側
に
、
二
二
七

球
が
副
装
置
と
し
て
一

球

齢

計

に

附

加

さ

れ

て

居

る
。
其
目
的
は
遁
首
な
配
線
方
に
依
っ
て
強

い
シ
ダ

ナ
ル
電
摩
が
入
受
さ
れ
て
も
、
其
強
さ
に
感
じ
て
中

間
周
波
の
グ
リ
ド
バ
イ
ヤ
ス
が
増
加
す
る
様
に
し

て
、
白
働
的
に
ヴ
オ
リ
ユ

l

ム
を
制
御
す
る
。

向
以
上
の
外
立
仮
な
コ
ン
ソ

ー

ル
型
で
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
其
他
の
附
属
品
を
付
け
仁
高
級
品
が
数
種
あ

る
。
例
へ
ば

R
C
A
ピ
ク
タ
l
・

ス
!
パ
レ
ッ

ト
R

|
七
放
に
ま
問
一音
機
部
分
を
附
加

し
大
コ

ン
ビ
、千
l
シ

ヨ
ン

@
セ
ッ
ト
で
は

、

ν
コ

l
ド
の
同
特
は
十
蓄
音
機

モ
ー
タ
ー
で
動
く
か
ら
、
其
働
作
は
輩
に
ス

ヰ
ツ
チ

さ
へ
押
せ
ば
よ
い
。
其
回
収
も
高
放
な
も
の
は

G

E
製

H
七
二
型

ハ
ラ
ヂ
オ
の

日
本
昭
和
七
年
二
月
披
第
四
回
参

問
。
に
相
話
す
る
も
の
で
、

二
四
七
プ

ッ
シ
ュ
プ
ル

の
十
球
式
ス
ー
パ
ー

@
へ一プ

ロ
ダ
イ

ン
の

コ
ン
ビ

、不

l
シ
ヨ

ン
@
セ
ッ

ト
で

、
一
フ
ヂ
オ
受
信
の
外
レ
コ
l

ド
の
白
働
業
換
装
置
と
ホ
l
ム

@
レ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

装
置
を
A

兼
ね
術
へ
て
居
る
。
向
最
近

に
於
け
る
傾
向

は

t
ゼ
ツ
ト
で
も
コ

ン
ソ
|

ル
で
も
受
信
機
と
憤
酪

器
と
は
背
の
様
に
別

々
に
な
っ
て
居
ら
宇
、
加
ふ
る

に
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
セ

ッ

ト

で

な

い

t
ゼ
ツ

ト

・
セ
ッ
ト
で
も
、
大
慨
は
小
型
ダ
イ
ナ

t
ツ
ク

・

ス
ピ

ー
カ
ー
が
附

い
て
居
る
。

却
も

マ
-
ク
ネ

テ
イ
ツ

ク
・
ス
ピ

ー
カ
ー
の
時
代

は
去
っ

て
ダ
イ
ナ

E

Y
ク
・

ス
ピ

ー
カ
ー
の
時
代
が
来
大
様
な
感
が
す
る
。
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報新ダ、ソマ

、ソ

ザ

員一

マ

U 

Y 

緒

言

畳
(
宗
管
増
幅
器
の
最
近
の
護
達
は
目
腿
し
い
も
の

で
、
高
周
波
詑
に
低
周
波
増
幅
肘
と
し
て
、
種
々
優

秀
な
其
空
管
が
考
案
ぜ
ら
れ
、
特
に
五
極
管
(
ペ
ン

ト
l
ド
)
の
出
現
に
依
っ
て
、
低
刑
法
増
幅
は
劃
期

的
の
準
歩
を
な
す
に
至
つ
丈
。

以
下
五
極
管
の
原
理
、
構
造
、
特
性
蛇
に
使
用
法

等
に
闘
し
、
マ
ツ
ダ
其
空
管
U
Y
二
四
七
に
就
い
て

筒
躍
に
述
べ
て
見
ょ
う
。

五

極

賓

室

管

の

原

理

構

這

五
樋
其
空
管
或
は
ベ
ン
ト
l

ド
と
は
、
五
個
の
電

極
守
有
す
る
真
宗
管
の
謂
ひ
で
、
ペ
ン
ト

l
ド
と
は

ギ
リ
シ
ャ
認
の
ペ

ン
夕
、
オ
ド
ス

(
可同町ヒベミ
1

門説。
'
M

，)

印
ち
一
九
個

ω電
極
を
有
す
る
国
典
主
管
と
い
ふ
意
味
で

あ
る
。
排
て
五
極
と
は
〕
一
慌
刊
の
目
的
を
以
っ
て
如

ゲ也
ニE

続
{
邑

四

七

(
五
極
)

就東京
電
気
株
式
合
同
社

研

究

所

技

師

何
な
る
機
能
を
行
ふ
r

も
の
で
あ
る
か
を
次
に
説
明
す

る
。
三
極
異
主
管
の
増
幅
卒
を
増
加
す
る
目
的
で
.

プ
レ
ー
ト
と
制
御
グ
リ
ッ
ド
と
の
間
に
一
極
を
押
入

し
仁
の
が
四
極
異
空
管
で
、
之
れ
ほ
描
逸
人
シ
ョ
ッ

ト
キ

l
氏
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
国
に
示
す
や
、フ
に
第
二
ク
リ
ツ
ド
ら
に
は
、

遁
酋
な
正
電

位
を
血
(
へ
て

使
用
す
る
。

然
る
に
正
電

位
を
有
す
る

プ
レ
ー
ト
と

_Lp 上十

「大戸

闘
/.-1.-

対主

はド第
、と t 二

互のクー
に間 1)
二にツ

4& 

て

I蛍

成

旧

ふ山
一心

'
'7
4
E
'
 

岡

陽極電圧B

ぷ..
Hラ

同
代

N
W
N吋
ぬ
叫

弐
電
子
放
射
の
移
動
が
行
は
れ
、
プ
レ

ー
ト
電
位
が

第
二
グ
リ
ッ
ド
の
電
位
よ
り
も
透
か
に
高
く
な
い
時
，

に
は
、
真
空
管
と
し
て
の
動
作
は
不
安
定
と
な
る
の

か
-
免
れ
な
い
。
こ
の
現
象
を
プ
レ
ー
ト
竜
鹿
電
流
の
，



関
係
か
ら
求
・
め
れ
ば
第
二
国
の
如
く
に
な
る
。
印
ち

プ
レ
ー
ト
電
流
は
プ
レ
ー
ト
電
歴
の
増
加
に
伴
っ
て

上
り
下
り
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
究
電
子
の
影

響
研
}
抑
座
す
る
矯
に
、
プ
レ

ー
ト
と
第
二
グ
リ
ッ
ド

と
の
間
に
、
更
に
も
、
フ
一
個
の
電
極
を
挿
入
し
大
も

F 

の
が
五
極
管
で
あ
っ

て
、
第
三
グ
リ
ッ
ド

は
遁
例
陰
極
と
異
空

管

内

に

於

て

連

結

し
、
之
と
同
じ
電
位

に
保
た
し
め
る
。
然

る
時
は
零
電
位
を
有

す
る
第
三
ク
リ
ツ
ド
は
、

プ

レ
ー
ト
及
び
第
二
グ

リ

ッ
ド
か
ら
二
究
電
子
炉
放
射
さ
れ
て
も
、
相
互
聞
に

移
動
す
る
こ
と
を
抑
制
し
得
る
の
で
あ
る
J

第
三
園

は
五
極
管
の
電
極
の
配
置
、

'第
四
国
は
そ
の
結
線
圏

在
一
不
じ
て
居
る
。

闘

報

G， (I2 

新

G3 

第

P 

ダ@‘Y 、マ

;.P斗ー ;よ
2ロコ)主

固

マ
ツ
ダ

異
{
全
管

U
Y
二
‘

四
七
は

四第

以
上
の

原
理
に

基
い
て

設
計
さ

十
トーー-Ip 

132 
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フ
レ

l
ト
悩
流

れ
た
五
極
管
で
あ
っ
て
、
次
に
そ
の
特
性
世
に
使
用

法
を
遁
べ
よ
う
。

内
部
抵
抗

増
幅
卒

相
互
惇
導
率

マ
ツ
タ
員
空
管

U

Y

ニ
四
七

マ
ツ
ダ
真
空
管

U
Y
二
四
七

は
、
如
土
の
原
理
に
基
い
て
設
計

さ
れ
大
五
極
管
で
あ
っ
て
、
主
と

し
て
低
周
波
の
出
力
管
と
し
て
、

比
類
の
無
い
威
力
を
護
揮
し
得
る

も
の
で
あ
る
。

A
ー
そ
の
規
格
及
び
平
均
特
性
を

示
せ
ば
突
の
如
く
で
あ
る
。

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
電
歴

一
一
・
五
グ
オ
ル
ト

伊プ
イ
ラ
メ
シ
ト
電
流

月A
45 

O

K

M

 

プ
レ

ー
ト
電
流

30 

25 

五

プ
・
五
ア
ム
ペ
ア

。プ
レ

ー
ト
電
座
二
五

O
ヴ
オ
ル
ト

プ
レ

ー
ト
電
流
ココ一

t
リ
ア
ム
ベ
ア

第
二
.
グ
リ
ッ
ド
叉
は
ス
ク
リ
ー

ン
グ
リ
ッ
ド
電
座

第

(
最
大
)
二
五

O
ヴ
オ

ノレ

ト

ス
ク
リ
ー
ン
-
グ

リ
ッ
ド
電
流

七
・
五

、E
リ
ア
ム
ベ
ア

二九三

五五ぺ
o 0 
o 0 
マ O
イオ

ク l
ロ .L.

モ

岬

l

r

}

'/

グリツ ト電医(ー〉

園第

20 

15 

10 
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負
荷
抵
抗

七、

0
0
0
ォ
l
ム

報

出

力

二

・

五

ワ

ッ

ト

第
五
固
は
そ
の
相
互
特
性
曲
線
で
あ
っ
て
J

プ
ν

l
ト
電
一
座
及
び
ス
ク
リ
ー

ン
グ

リ
ッ
ド
竜
座
を
同
値

に
保
ち
、
之
を
種
々
に
愛
化
し
た
揚
合
の
プ
レ
ー
ト

電
流
及
昨
ス
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ツ
ド
電
流
の
曲
線
を
示

す
o
第
六
園
は
同
じ
く
相
互
特
性
曲
線
で
、
。
プ
レ
ー

ト
電
座
を
常
に
一
定
値
二
五

O
ヴ
オ
ル

ト
に
保
ち
、

ス
ク

リ
ー
ン
グ
リ
ッ
ド
電
一
墜
を
種
々
に
愛
化
し
大
場

合
の
プ

v
l
ト
電
流
及
び
ス
ドク
リ
ー
ン
グ
リ
ッ
ド
電

流
を
示
す
も
の
で
あ
る
(
闘
に
於
て
黙
秘
は
ス
ク
リ

ー

ン
グ
リ
ッ
ド
電
流
を
示
す
)
。

第
七
固
は
。プ

レ
ー
ト
特
性
曲
線
で
、

プ
レ
ー
ト
電

新ダ

座
の
鐙
化
と
共
に
~プ
レ

ー
ト
電
流
が
如
何
に
愛
る
か

を
示
し
、
第
三
グ
リ
ッ
ド
の
働
き
に
依
っ
て
四
極
真

空
管
に
見
る
如
、
君
、
プ
レ
ー
ト
電
流
の
上
り
下
り
が

除
去
さ
れ
て
居
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。

電
力
増
幅
片
目
と
し
て
の
マ
ツ
タ

巳
県
空
管

U

Y
ニ
四
七

次
に

主
ツ
ダ
畳
(
空
管
U
Y
二
四
七
が
低
周
波
の
電

力
増
幅
管
と
し
て
、
如
何
に
感
し
度
の
良
い

ιの
で
あ

る
か
を
一説
明
し
よ
う
。

三
極
真
空
管
が
電
力
増
幅
管
と
し
て
の
快
貼
は
、

増
幅
卒
を
高
く
し
得
な
い
と
い
ふ
黙
に
あ
る
。
例
へ

ば
U
X
二
五

O
及
び
U
X
二
四
五
の
如
き
も
の
の
増

幅
卒
は
四
を
超
え
な
い
。
五
極
管
の
特
徴
は
こ
の
快

nuw
 
m
-瞳

鈷

を

完

全

に
除
い
に
の
で
あ
る
o

'
↓

一
般
に
電
力
増
幅
管
が
負
荷
に

v
b

レ

£
プ
典
、
へ
る
電
力
は
、
次
式
に
依
っ
て

奥
へ
ら
れ
る
。

町

H

肉
、
~
交
問
、
=

ツマ

90 

lp(mA) 

50 

fO 

向山
r

明
W

4J
ν
l
ト
~u
mω

60 

岡レい

弦
に

p
は
電
力
、

ら
は
ク
リ
ツ

ド
入
力
電
一
盤
、

μ
は
増
幅
卒
、

k 
tま
片.".
吊

数
で
あ gwt

第

は
相
互
惇
導
卒
、

る
。
印
ち

内
が
一
定
な
る
揚
合
の

10 

例互電
す惇力
る導増
;卒 中高
ととは
をの
知積管
るとの

のな捕
で( Ip口

忍言

あに E
つ比相

10 

ミQ

て
、
異
空
管
の

y
phの
値
が
著
し
く
大
で
あ
れ
ば
、

入
力
竜
一
隆
内
は
小
く
と
も
大
な
る
電
力
増
幅
の
結
果

が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
表
で
明
か
な
や
う
に
、
電
力
増
幅
管
と
し
て

の
感
度
は
、
従
来
の
三
極
管
に
比
一べ
て
二

O
俗
乃
至

三

O
俗
以
上
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
印
ち
マ
ツ
ダ
異

表

空管 |フレート輔 |ω 

UX 112A …11Z.S-W/V 

180V 3.6 1/ 

UX 245 250V 7.0 1/ 

UX 250 450V 8.0 1/ 

UY 247 250V 238.0 1/ 

第空
管
U
Y
二
四
七
は
、

U
X
二
四
五
に
比
し
約
五
分

の
一
以
下
の
司
ク
リ
ツ
ド
入
力
電
座
を
以
て
み
之
と
同

等
以
上
の
出
力
を
得
る
所
以
で
あ
る
。
故
に
険
法
管

か
ら
出
力
管
に
至
る
迄
に
、
低
周
波
噌
幅
管
及
び
結

合
愛
一勝
器
を
州
ひ
て
、

一
段
増
幅
す
る
階
程
を
省
略

し
て
、
直
接
之
に
結
合
を
行
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

情
息
祝
幽
四
角
自
同
L
h

休
同
ヲ
@
雲
母
盤
ア
吾
、
品
m
a
前
畑
明
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プ
レ
ー
ト
滋
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28 
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20 

16 
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新

五
極
管
が
電
力
増
幅
管
と
し
て
優
秀
な
貼
は
前
遁

の
遁
り
で
あ
る
が
、
賞
際
使
用
に
砂
田
り
如
何
な
る
負

荷
を
選
、べば
ぐ
歪
の
肘
唯
一
い
回
収
大
増
幅
が
得
ら
れ
る
か

を
調
べ
て
見
ょ
う
。

一
般
に
異
空
管
を
使
用
す
る
に
際
し
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
負
荷
航
態
に
於
け
る
特
性
印
ち
動
的
特
性

曲
線
を
知
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
マ
ツ
ダ
異
空
管
U
Y

二
四
七
の
揚
合
そ
一
不
ゼ
ば
第
八
回
の
如
く
で
あ
る
。

之
を
見
れ
ば
分
る
や
う
に
マ
ツ
ダ
異
空
管
U
Y
二
四

七
に
於
て
は
、
負
荷
抵
抗
争
}
増
加
す
る
時
は
高
調
波

特
に
第
三
高
調
波
が
著
し
く
入
っ
て
来
る
こ
と
を
知

る
の
で
あ
る
。
歪
の
日
唯
一
い
最
大
の
増
幅
を
す
る
僚
件

を
特
性
曲
線
か
ら
求
め
れ
ば
、
こ
の
揚
合
の
負
荷
抵

抗
は
約
七
、

0
0
0
ォ
l
ム
と
な
る
。

三
極
異
空
管
の
歪
の
無
い
回
収
大
増
幅
の
僚
併
は
、

負
荷
抵
抗
は
内
部
抵
抗
の
二
倍
の
値
で
あ
・右
が
、
五

ダ、yマ

畠停

グリッド電!iilt

極
管
仰
場
合
に
は
、
内
部
抵
抗
の
五

分
の
a

一
乃
至
六
分
の
一
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
五
極
管
を
出
力
管
と
じ

τ使
用
す
る
揚
合
に
、
最
も
出
意
を

要
す
る
の
は
こ
の
黙
で
あ
る
。

36 32 2d N 20-16/2  
-E!I， (V) 

周/1... 第

五
極

員
空
管
の

周

波

数

特

性

12 

8 

五
極
管
の
使
用
法
が
適
時
間
で
な
い

揚
合
に
は
、
屡
々
五
極
管
は
痢
高
い

一音
を
山内
す
か
ら
よ
く
な
い
と
い
ふ
非
難
を
聞
く
。
こ

の
理
由
は
五
樋
管
の
内
部
抵
抗
が
慨
し
て
高
く
、
負

荷
の
愛
動
に
依
っ
て
プ
レ
ー
ト
電
流
の
愛
化
が
大
で

な
や
大
め
で
あ
る
。

U
Y
二
四
七
の
揚
合
に
は
内
部

鼠
抗
は
約

三
八、

0
0
0
ォ
1

ム
で
あ
る
。
一

般
に

出
力
管
の
負
荷
は
高
山
野
器
、
問
問
A

暦
器
等
の
誘
導
負
荷

で
あ
っ
て
、
イ
ム
ピ

l
ダ
ン
ス
の
値
は
周
波
数
に
依

っ
て
ω
変
動
す

る
。
却
ち
高

周
波
に
な
る

に
従
っ
て
イ

ム
ピ

l
ダ
ン

Z 

園

C 

九第

ス
は
増
加
す

る
の
で
あ
る

が
、
五
極
管

は
断
え
ホ
ノ
一

定
電
清
一
一
一
を
供

IlrJrs 

給

す

る

か

ら
、
之
等
の

国

負
荷
に
加
は

る
電
力
は
高

。
周
波
に
な
る

A&: 
m 

荏
大
に
な
る

理
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば

高
周
波
に
な

る
程
電
力
増

幅
が
増
大
し

て
、
そ
の
結
果
高
音
が
優
勢
と
な
る
の
で
あ
る
。
併

し
ダ
イ
ナ

t
ツ
ク
型
高
盤
器
の
如
く
、
低
音
を
多
く

出
向
す
負
荷
に
は
此
の
特
性
は
好
都
合
で
あ
る
。
そ
う

で
な
い
場
合
に
は
第
九
回
に
示
す
や
う
な
筒
軍
な
高

一昔
憾
波
器
を
使
用
す
れ
ば
良
い
。
固
に
於
て
R
は
抵

抗、

C
は
蓄
電
器、

Z
は
負
荷
イ
ム
ピ

l
ダ
ン
ス
で

あ
る
。

R
及
び
C
は
高
聾
器
に
感
じ
、
種
々
の
値
そ

も
大
ぜ
る
や
う
に
可
愛
型
に
す
る
の
が
良
い
。
例

へ

ば
R
を
一

O
、
0
0
0
ォ
l
ム
C
を
0
・0
五
マ
イ
ク

ロ
フ

ア一フ

ツ
ド
と
し
何
れ
も
可
愛
に
す
る
。
揚
合
に

依
つ
て
は
R
だ
け
で
も
、
そ
の
目
的
在
達
す
る
こ
と

が
出
来
る
。五

極

管

増

幅

器

の

作

り

方

51 



以
上
の
や
う
に
五
極
管
の
特
性
を
知
れ
ば
ー
そ
の

増
幅
器
の
作
り
方
は
自
ら
明
か
で
あ
る
が
、
最
も
一

般
的
と
思
は
れ
る
設
計
法
を
次
に
一
一
辿
ベ
る
。

。品川
一
連
の
如
く
五
極
管
の
負
荷
抵
抗
ば
内
部
抵
抗
の

五
分
の
一
乃
至
六
分
の
一
の
大
さ
に
な
る
こ
と
を
必

要
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
J

高
聾
器
を
負
荷
と
す

る
場
合
に
は
、
高
盤
器
の
種
類
に
依
り
結
合
愛
感
器

報

を
使
用
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
愛
座
比
は
突
の

如
く
選
ぶ
可
き
で
あ
る
。

新

第
一

O
闘
は
五
極
管
増
幅
器
の
結
線
国
を
示
し
て

居
る
が
、
園
に
於
て
T
は
遁
降
愛
感
器
、
そ
の
愛
歴

比
を
口
一
同
と
し
、

η
η

を
一
・
次
及
び
二
次
の
抵
抗
と

す
る
。

S

は
高
聾
器
で
)
壬
の
抵
抗
を
九
と
す
れ

ば
、
異
空
管
側
か
ら
見
仁
等
慣
抵
抗
R

は岡山

H
3
十

九
(
ぷ
十
お
)
で
あ
る
。

ダ、ソ

A
1

マ
ツ
ダ
異
空
管
U
Y
二
四
七
の
場
合
R
を
七
、
4

0
0
0
ォ
1

ム
と
し
、

η
を
三
五

O
ォ
1
ム
、
九
を

二、

0
0
0
ォ
l
ム
と
す
れ
ば
、
大
健

n
は
二
と
な

り
子
伊
ニ

O
ォ
l
ム
と
す
れ
ば

n
は
約
二
五
と
な

る。

v
Tか
大
な
る
揚
合
に
は

η
及
び
乃
を
省
略
し

ロ
H

戸¥同
¥ぷ
を
得
る
。
遁
降
愛
座
器
の
代
り
に
チ
ョ

ー
ク
コ
イ
ル
に
タ
ッ
プ
を
津
山
出
し
、
向
車
捲
愛
膝
器

と
し
て
使
用
す
れ
ば
、
任
意
の
愛
一座
比
が
得
ら
れ
て

便
利
で
あ
る
。
却
も
ど
を
ス
ク
リ
ー

ン
ク
リ

ツ
ド
電

座
を
加
減
す
る
直
列
抵
抗
と
す
れ
ば
、
ス
ク
リ
ー
ン

ぶ
リ
ツ
ド
電
流
は、

プ

レ
ー
ト
一電
流
の
約
四
分
の
一

乃
至
五
分
の

一
で
あ
る
か
ら
、
ス
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ツ

ド
を
プ
レ
ー
ト
と
同
電
位
に
保
つ
に
は
、
問
、
H
M
3

の
炊
く
選
ん
で
調
整
す
れ
ば
よ
い
。

レ
最
後
に
U
Y
二
四
七
を
使
用
し
大
受
信
機
同
路
の

一
例
忍
第
一
一
固
に
一
不
す
。
こ
の
伺
路
は
高
周
波
及

52 

び
検
波
に
U

Y
二
二
四
巻
用
ひ
、
突
に
U

Y
二
四
七

を
抵
抗
結
合
を
な
き
し
め
、
整
流
用
に
は
K

X
二
八

O
を
使
用
し
、
高
聾
器
は
ダ
イ
ナ

t
ツ
ク
型
で
あ

る
。
そ
の
他
は
園
に
示
す
遁
り
で
あ
る
。
凡
は
一
品
周

波
入
力
電
座
を
加
減
す
る
ヴ
オ
リ
ワ
ム
コ

ン
ト
ロ

l

ル
で
あ
る
。

U
Y
二
四
七
の
グ
リ
ッ
ド
バ
イ
ア
ス
は

D
M
な
る
抵
抗
の
電
一座
降
下
を
利
用
す
る
o

之
等
の
抵

抗
は
皆
カ
ー
ボ
ン
型
の
も
の
で
よ
い
。
高
聾
器
の
蹴

磁
仙
川
輪
」
は
泌
波
同
路
の
チ
ョ
ー
ク
に
利
用
す
る
。

ペ
シ
ト

l
ド
の
そ
の
他
の
用
途

ペ
ン
ト

l
ド
は
低
周
波
の
最
終
増
幅
管
と
し
て
優

秀
な
結
果
を
暴
け
る
外
、
検
波
及
び
高
周
波
増
幅
刑

と
し
て
も
刑
ゐ
る
。
検
波
別
と
し
て
は
所
謂
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド
検
波
法
の
結
線
を
刑
ふ
れ
ば
、
特
に
歪
の

無
い
検
波
の
目
的
を

達
し
得
る
の
で
、
こ
の

マ

'd ， ~ 
~\量
m 円円門川

o _園、 II II  
g ~ oV>唱同
;:;;コ，____.，_____，
It I ~ぎや手"'¥- 1.，.， ，-‘、
~O とì' ~ 、I "" 
日，、、山寸 雲 0

凶日玄室

コヨ苓
o 

目
的
に
は
U

Y
二
四
七

を
使
用
し
て
も
よ
い
。

高
周
波
増
幅
用
ベ
ン
ト

ー
ド
は
U

Y
二
四
七
と

第

は
遠
つ
丈
構
造
を
有
す

る
も
の
で
、
之
に
闘
し

て
は
他
日
義
表
の
機
舎

を
侠
つ
も
の
で
あ
る
o



受
信
用
冥
空
管
の
名
稿
愛
更
御
披
露

謹

皆

飴

寒

の

候

愈

々

御

繁

楽

の

段

奉

慶

賀

候

陳

者

弊

枇

製

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

に

閲

し

て

は

年

来

格

別

の

御

引

立

を

蒙

り

御

蔭

様

を

報

以

て

業

況

健

賞

、
な
る
進
展
を
持
借
入
し

着

々

技

術

の

進

歩

製

品

の

改

良

に

専

念

罷

在

一候

段

全

く

各

位

御

春

願

の

賜

に

不

外

厚

く

御

櫨

申

上

候

新

今

回

弊

枇

各

種

製

品

マ

!

ク

と

観

念

の

連

絡

上

右

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

s

の
名
栴
を
マ
ツ

タ

真

空

管

と

改

稿

致

し

候

問

何

卒

奮

名

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

同

様

格

別

の

御

配

意

に

預

名

揺

は

儲

変

更

致

し

候

へ

共

申

す

迄

も

無

く

製

品

其

の

も

の

は

従

来

と

少

し

も

愛

ら

ざ

る

も

の

に

有

之

候

問

此

の

貼

特

に

御

含

み

願

ひ

皮

奉

存

候

ダ、y

り
度

奉

懇

願

候

向

ほ

包

装

用

サ

ッ

ク

越

に

各

種

印

刷

物

等

に

於

て

も

逐

次

サ

イ

モ

ト

ロ

ン

を

マ

ツ

ダ

員

空

管

と

愛

更

可

致

候

問

左

様

御

諒

承

被

下

度

候

マ

右

改

名

御

披

露

中

上

皮

如

斯

御

座

候

敬

白

昭

和

七

年

三

月

一

日

束

京

電

気

株

式

命

日

枇
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東

京

電

気

株

式

奮

社

務

費

ラ

ヂ

オ

受

信

機

の

解

剖

報

一

、

は

が

私
共
は
随
分
多
く
の
方
々
か
ら
ど
、
フ
云
ふ
受
信
機

を
買
っ
大
ら
よ
い
だ
ら
、
フ
か
と
云
ふ
御
質
問
、
を
受
け

ま
す
。
依
っ
て
東
京
電
気
株
式
命
日
一
枇
殺
賓
の
各
種
家

庭
用
受
信
機
に
つ
い
て
御
一
説
明
を
致
じ
、
御
参
考
に

供
し
度
い
と
岡
山
ひ
ま
す
。

持
て
受
信
機
を
選
ぶ
の
に
詰
っ
て
必
要
な
こ
と
は

何
球
式
の
セ
ッ
ト
に
し
大
ら
よ
い
か

知
何
な
る
型
の
も
の
が
よ
い
か

と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
先
つ
之
等
の
こ
と

に
就
い
て
簡
軍
に
御
説
明
致
じ
ま
せ
、
フ
O

ハ，
q
)
ラ

ヂ

オ

受

信

機

の

球

敦

今
受
信
機
を
近
距
離
刑
.
中
距
離
用
、
遠
距
離
用

と
云
ふ
様
に
分
け
て
見
る
と
.
そ
れ
に
遁
し
た
受
信

機
の
球
数
は
突
の
様
に
な
り
ま
す
。

近

距

離

用

三

味

中

距

離

用

四

球

遠

距

離

用

五

球

以

上

そ
こ
で
近
距
離
用
と
云
ふ
の
は
例
へ
ば
東
京
市
や

横
演
市
に
於
て
、

J
O
A
K
の
み
を
受
信
し
ゃ
う
と

云
ふ
時
の
様
に
，
出
較
的
近
く
に
あ
る
放
逸
局
の
電

し

き

新ダ
、yマ

東
京
電
気
株
式
命
日
祉

事

業

部

ラ

ヂ

オ

課

成
を
受
信
す
る
受
信
機
の
こ
と
で
、
最
も
筒
軍
な
場

一合
で
あ
り
ま
す
。
但
し
三
球
式
と
云
ふ
と
其
中
の

一

球
が
整
流
管
で
あ
っ
て
、
受
信
方
式
が
再
生
検
波
低

周
波
一
段
増
幅
と
云
ふ
事
に
な
る
の
で
、
普
通
の
家

庭
で
使
用
す
る
に
は
手
頃
な
一
音
量
で
す
か
、
特
に
大

獲
を
望
む
向
に
封
じ
て
は
、
近
距
離
受
信
の
揚
合
で

も
中
距
離
用
の
四
球
式
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ

う
か
と
云
っ
て
遠
方
の
放
送
が
全
然
聴
取
出
来
な
じ

か
ど
云
ふ
に
左
に
あ
ら
宇
、
低
獲
で
よ
け
れ
ば
矢
張

り
受
信
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
わ
ま
す
。

併
し
何
と
云
つ
で
も
家
庭
用
の
標
準
セ
ッ
ト
は
中

距
離
別
の
四
球
式
で
、
之
、な
ら
ば
放
途
局
か
ら
相
円
高

隔
つ
仁
地
方
で
も
安
心
し
て
聴
取
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
本
稿
に
於
て
御
一
説
明
す
る
四
球
セ
ッ
ト
の
如

、
き
も
の
で
あ
る
と
、
古
代
聞
東
京
市
に
於
て
大
阪
仙
墓

等
の
放
迭
を
も
聴
取
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

更
に
特
に
感
度
の
悪
い
地
方
で
使
ふ
と
か
、
或
は

遠
距
離
の
放
途
ハ
内
地
の
各
放
送
局
の
放
送
)
を
自

由
自
在
に
聴
取
し
ゃ
、
フ
と
云
ふ
に
は
、
特
に

ス
ク
リ

ー
ン
ド
グ
リ
ッ
ド
異
空
管
を
用
。ひ
大
五
球
式
位
の
遠

距
離
用
受
信
機
が
よ
ろ
し
い
。
而
し
ー七
此
迭
を
園
産

A
-

井

孝

の
高
級
受
信
機
と
砕
す
べ
き
で
あ
り
ま
せ
う
。

ハ
ロ
)
受
信
機
の
型
に
つ
い
て

之
は
趣
味
の
問
題
で
あ
っ
て
、
ど
れ
が
良
い
と
云

ふ
誇
に
は
参
り
ま
せ
ん
が
、
此
頃
は
t
ゼ
ツ
卜
型
と

得
し
て
高
聾
器
と
受
信
機
が
小
型
の
同
一
の
箱
の
中

に
取
り
付
け
ら
れ
丈
も
の
が
市
場
で
流
行
し
て
ゐ
ま

す
。
併
し

一フ

ツ
パ
と
セ
ッ
ト
が
別
に
な
っ
て
ゐ
る
事

も
大
愛
便
利
な
知
が
あ
り
ま
ホ
か
ら
よ

ど
ち
ら
が
良

い
と
は
一
概
に
申
上
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
叉
箱
の
材
料

も
一
時
は
金
属
高
能
の
様
に
思
は
ら
れ
ま
し
大
が
、

此
の
頃
は
美
し
く
加
工
さ
れ
土
木
箱
が
ま
大
盛
ん
に

町
て
来
『ま
し
丈
。
そ
れ
か
ら
此
の
頃
は
蓄
音
器
の
電

気
韻
大
が
流
行
し
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ

を
つ
け
れ
ば
、
そ
の
増
幅
器
の
粂
刑
と
な
る
や
う
な

装
置
の
付
い
仁
も
の
を
お
求
め
に
な
る
の
が
良
い
で

ぜ
う
。
共
に
一
説
明
致
し
!ま
す
も
の
は
.
何
れ
も
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
附
く
や
、
フ
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
。

二
、
東
京
電
気
曾
社
設
責
受
信
機
の
分
類

遠
距
離
用

オ

リ

オ

ン

三

O
O披

(
五
球
式
、
メ
タ
ル
キ
ヤ
ビ
、
不
ツ
ト
人
〉



報新ダツ一守-

中

距

離

用

ツ

バ

メ

二

披

(
一γ
一
味
戊
い
味
摘
は
)

オ
リ
オ

ン
一
競
(
明
一
切
一
同
一
一
小
川

W
U
)

ウ
サ
ギ
一
時
人
三
味
戊
い
」
清
一
。

1

f

-

Z

¥

四
球
式
、
メ
タ
ル

〆

〆

、

ッ

ノ

一

叫

β
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
入
」
右
は
何
れ
も
定
慣
七
十
五
園
以
下
三
十
園

オ
リ
オ

ン
二
琉
へ四
球
吠
一
味
焔
ぺ
八
)
以
上
の
も
の
で
・
家
庭
用
の
受
信
機
と
し

/
t

f

:

J

t

つ
|
¥
て
最
も
遁
富
し
て
ゐ
ま
す
。

近
距
離
用

オ
リ
オ

ン
二
一
按
(
三
味
判
明
い
休
明
は
)

三
、
オ
リ
オ
シ
三

O

O
披

I~II仁υ
ラ

C， 

園線

C7 2 M.F.D 

第一同

くマツダ真空管〕

C6 1 M.F.D 

配

オリオン 300号虎データ

V1 UY224 

V2 UY227 

国

第 回四

第

C8 4 M.F.D 

R1 1000 Oh1'l1 

R2 2meg. ohl11 

3リH

R4 24500 ohm 

R5 2000 obm 

R6 1600 ohm 

R3 2000 obm 

V3 UX226 

V4 -UX112A 

C1 I.IVr.F.D 

C2 0.00025M.F.D 

C5 

ア ンテ ナ、レヂスタンス 900 ohm 

くポリウム、コントロ ー ル〉

L1 4 M. R. 

L2 

R7 30 ohm 

2.5 : 1 

2.5 1 

1 1 

C3 0.002 M.F.D 

M.F.D 

，，-5 KX112B 

" 

T1 

T2 

T3 

C4 1 

55 



マ 、':J ダ 新 報

四
、
オ
リ
オ
シ

恒一一
4
1
 

第五国 配線園

オリオ ンー続データ

Cj 0.00025 mfd 

Co，Ce 1 mfc1 

C;，CR 2 mfcl 

T，;Tz ..2 : 1 

T:J ........ 1 : 1 

R6・ 2，0000h111 d引~~ ノ」ー、 l副

R7.. 1，6000 hm 

Ro ..50，0000h111 

Rz，R" 200h111 

Rj 700h111 

B， ..2 megohm 

CH 30 henrv 

H.F.C. 4m.h. 

第七回
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第一一周配線闘

第一二圏 第一三闘

六
、
オ
リ
オ
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高
周
波
増
幅
と
マ
ツ
ダ
真
空
管

U

Y
二
三
五
に
就
て

報

緒

言

-フ
ヂ
オ
受
信
機
の
音
聾
の
歪
と
い
ふ
問
題
は
、
従

来
主
と
し
て
低
周
波
出
力
同
路
、
例
へ
ば
低
周
波
愛

歴
器
、
高
聾
器
、
叉
は
最
終
増
幅
管
等

の
現
論
や

貨
際
の
設
計
、
或
は
賞
験
等
か
ら
多
く
論
ぜ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

新

近
来
放
念
局
の
数
が
激
増
し
、
且
つ
放
送
小
山
力
が

著
し
く
大
と
な
っ
た
の
で
、
我
々

の
ア
ン
テ

ナ
入
力

電
波
は
盆
々
強
大
に
複
雑
に
な
わ
っ
、
あ
る
。
入
力

電
波
が
飴
h
v
強
大
に
過
ぎ
る
時
は
、
高
珪
器
の
一昔
の

出
力
を
歪
を
牛
.じ
な
い
や
う
に
適
時
川
に
調
節
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
波
長
を
異
に
す
る
時
叫
ん
の
電
波
が

同
時
に

ア
ン
テ
ナ

に
人

っ
て
・米
る
場
合
に
は
、
そ
の

州
立
の
問
に
ん
し
守
る
降
官
討
を
排
一
け
、
希
一
日
主の
小
山
泌
を

港
時
す
る
必
要
が
あ
る
。
印
ち
近
来
は
高
川
波
増
幅

の
際
に
生
ホノる一
企
や
、
波
長
の
選
搾
牲
と
い

ふ
こ
と

が
、
受
信
機
設
計
上
重
大
な
る
川
題
と
な

っ
て
来
た

の
で
あ
る
c

ダ、ソマ

-
次
に
高
川
波
榊
一
怖
の
際
に
砕
い
や
ノる
孫
々

の
降
芹
や

歪
の
原
因
，
か
、
昆
一本
↑管
特
性
曲
線
の
鰐
仙
し
て
居
る

二
と
に
原
因
が
あ
る
の
を
明
か
に
し
、
之
を
除
去
す

東
京
電
気
株
式
令
祉

研

究

所

技

師
二
丘
の
性

る
特
性
を
有
す
る
7

ツ
ダ
畳
一本
.
竹

F
Y
一

能
を
説
明
し
ゃ
う
。

高

周

波

増

幅

と

容

量

制

御

高
周
波
増
幅
用
異
主
管
と
し
て
は
、
遮
一
倣
グ
リ
ッ

ド
四
極
管
例
へ
ば
U

Y
二
二
問
は
感
度
最
も
鋭
敏
で

あ
っ
て
、
之
を
別
ひ
大
受
信
機
は
微
弱
な
屯
披
の
哨

隔
に
適
し
て
居
る
。

A
1
U
Y
二
二

四
巻
使
川
し
大
受

信
機
で
、
放
送
を
撚
取
せ
ん
と
す
る
場
合
に
、
若
し

入
力
泊
波
が
著
し
く
強
勢
な
揚
合
に
は
、
出
力
の
調

節
郎
ち
一音
盤
の
本
量
制
御
(
〈
三
三
口
。
。
。
ロ
ピ
・
0

H
)

の
必

要
は
、
品
川
然
起
っ
て
来
る
川
題
で
あ
る
o

之
に
は
ト
人
健
次
の
や
う
な
J
法
が
あ
る
。
印
ち

ω

ア
ン
テ

ナ
の
入
力
屯
淡
を
出
銭
制
御
す
る
こ
と
、
例

へ
ば
ボ
テ
ン
シ

オ
メ
ー
タ
ー
で
加
減
す
る
か
、
高
川

波
愛
限
慌
を
粗
結
合
な
ら
し
め
て
行
ふ
か
仰
れ
か

に
依
る
。

ωグ
リ
ッ
ド
バ
イ

ア
ス

を
鐙
化
す
る
こ

と。

ωス
ク

リ
ー

ン
グ

リ
ッ
ド
活
燃
を
鐙
化
す
る
こ

と
。
川
上
の
三
つ
を
併
川
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。
今

以
上
の
如
き
伐
材
H

一旦
制
御
を
行
ふ
場
合
、
特
に
府
一
腕
器

が
ア
ン
テ

ナ
と
非
選
搾
性
結
合
を
な
し
て
府
る
揚
合

に
は
、
真
昼
管
相
互
特
性
曲
松
の
綿
片
山
度
の
影
響
を

Y賓

円円

62 

成

~TLÎ 
ii!:、

受
け
て
、
種
々

の
好
ま
し
か
ら
ぬ
結
果
を
生
命
ノる
も

の
で
あ
る
c
今
之
等
の
陣
中六
の
主
な
る
も
の
を
事
け

て
見
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
川
愛
調
.
企
、

ω混

鐙
調
、

ω交
流
ハ
ム
の
増
大
。

次
に
と
等
の
障
害
が
如
何
に
し
て
起
る
か
、
そ
の

問
山
を
民
間
く
簡
単
に
述
べ
て
兄
ゃ
う
。

愛

調

歪

一
般
に
巽
・
空
管
の
相
互
特
性
的
紘
即
ち
グ
リ
ッ
ド

屯
陀
封
プ

ν
l
ト
屯
流
的
総
は
出
総
で
は
な
く
、
使

川
す
る
場
合
に
依
っ
て
轡
耐
の
大
き
な
貼
へ
・
一
然
る
こ

と
が
あ
る
。
例
へ
ば
前
に
述
、べ
仁
宗
主
制
御
を
な
す

時
に
と
が
起
っ
て
来
る
。
こ
の
場
合
プ

レ
ー
ト

屯
流

は
.ク
リ

ッ
ド
の
入
力
小

UM
に
正
比
例
し
な
い
。
印
ち

疋
し
い
榊
一
怖
が
行
は
れ
や
ノに
一企
を
性
宇
る
こ
と
に
な

る
。
今
之
を
数
単
的
に
取
扱
っ
て
凡
る
と
、
特
性
的

紘
の
替
肋
広
が
如
何
に
歪
の
限
内
に
な
る
か
、
そ
の

慨
念
が
は
っ
き
り
し
て
来
る
。

特
性
的
総
が
也
似
で
な
い
時
、

グ
リ
ッ
ド
に
交
番

近
燃
を
奥
へ
る
時
は
、

プ

v
l
ト
小
笠
仙
・
~
は
弐
の
や

う
な
級
数
の
式
で
表
す
『
}
と
が
山・
来
る
。

¥、、
1

¥
J
へい、+
¥
M
r
ヘ
九
十
¥
J
1
九
l
T

1

↑
¥
ゾ
ヘ
ペ
、
+

へいこ



報新ダ、ソ、

h
h
斗

や

で

あ

っ

て

設

ー

は
特

性
曲
判
慨
を
表
す
式
の
第

n
弐
の
微
分
係
数
を
表
す
。

一-2ft. 

全
日

ha司
句

N.ミ
E
ヘ
と
し
(
E
H
N
A
¥
で
/
は
周
波

数
)
之
を

ωに
入
れ
て
基
木
波
却
ち
周
波
数
〆
に
関

す
る
項
だ
け
を
集
め
て
考
へ
れ
ば

メユ、

計
上
ミ
司
十
町
、
日
ミ
十
時
ミ
~
十

'円

NMNEヘ

)× 

・・・
(

N

)

と
な
る
心
若
し
特
性
曲
線
が
直
線
な
ら
ば
、

川
例
。
式
括

弧
内
第
二
項
以
下
は
零
と
な
り
子
H
NJ
h
z
s
h
e
ヘ

マ

で
あ
っ
て
、
査
な
い
増
幅
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
轡

曲
し
て
居
る
丈
め
に
右
の
や
う
な
鈴
計
な
附
加
物
が

附
い
て
来
る
。
之
は
特
性
曲
線
の
曲
り
が
大
き
く
、

数
撃
的
に
表
す
な
ら
ば
九
九
等
奇
数
次
の
微
分
係

数
の
値
が
大
な
る
時
に
『
)
の
影
響
は
著
し
い
。

叉
入
力
電
波
の
強
力
な
時
、
却
ち
F
h

勺
の
値
が
大
き

い
時
に
著
し
い
こ
と
も

ω式
の
一
不
す
一
通
り
で
あ
る
。

之
を
愛
調
歪
ハ

g
o仏
己
主
芯
ロ
日

2
2
2
-
0
5と
稽
し
、

増
幅
し
丈
結
果
は
愛
調
」
肢
を
増
大
せ
し
め
る
。
故
に

愛
調
度
大
に
し
て
強
力
な
る
電
波
が
入
っ
て
来
る
時

は
、
高
調
波
増
幅
の
際
特
に
愛
調
歪
の
問
題
を
考
慮

し
て
、
音
質
の
美
を
保
大
ね
ば
な
ら
ぬ
。

j昆

愛

調

右
に
述
‘
へ
大
愛
調
歪
は
一
つ
の
強
い
電
波
を
受
け

る
揚
合
に
生
宇
る
歪
℃
あ
る
が
、
-放
送
局
が
殖
え
て

種
々
披
長
の
建
つ
大
電
波
が
同
時
に
ア
ン
テ
ナ

に
入

っ
て
来
る
揚
合
、
其
宰
管
特
性
曲
線
の
趨
一
~
曲
が
如
何

な
る
現
象
。を
、
そ
こ
に
生
ぜ
し
め
る
か
を
調
べ
て
見

ゃ
う
。
今
二
種
類
の
電
波
が
同
時
に
入
っ
て
、
グ
リ

ツ
ド
に
向
と
の
な
る
電
一膝
が
奥
へ
ら
れ
十
ん
と
す
れ

ば、

ω式
に
♂
H
3
+
ふ
と
置
い
て
表
し
大

プ

レ

ー
ト
電
流
が
流
れ
る
。
A
1
聴
取
し
丈
い
方
の
電
波
の

周
波
数
を
e
H
H
N
司
、
れ
と
し
、
3
H
h
H
S
N
e
k
を
入

れ
て
愛
形
す
れ
ば
、
二
つ
の
周
波
数
の
電
波
が
重
畳

し
丈
時
の
プ
レ
ー
ト
電
流
は
、
突
の
如
、
き
形
で
表
す

こ
と
が
出
来
る
o

p
H
(
可
H

十N
可
N
P
十ω
均
-wp凶
斗
品
、
ARA「ナ

(ω
)
 

h
z
E
e
k
 

川

w，式
は
明
か
に
プ
レ
ー
ト
電
流
が
、
第
二
電
波
白

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
示
し
て
居
る
。
今
P
H
haN

え
M
N
E
K
と
す
れ
ば

Jω
式
括
弧
内
の
第
二
項
.
第

四
項
等
凸
の
偶
数
案
の
項
は
第
二
電
波
の
周
波
数
に

依
っ
て
、
第
一
電
波
郎
ち
掠
取
せ
ん
と
す
る
電
波
が

愛
調
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
居
る
。
叉
高
周
波
増
幅

器
の
同
調
同
路
が
、
e
H
H
E
H
な
る
範
囲
内
に
あ
れ

ば
、
二
つ
の
電
波
に
依
っ
て
E
H
H
e
凶
な
る
陰
を
生

宇
る
こ
と
も
起
る
。
以
上
の
現
象
を
一
般
に
混
愛
調

(0
8お
自
己
己
主
芯
ロ
O
門

0
3
ω
ω
g
p
)
と
名
つ

け
る
。
前
者
は
偶
数
次
の
微
分
係
数
九
九
‘等
が
大
な

る
時
に
，
こ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
は

ω式
の
示
す

遁
り
で
あ
る
。

以
上
は
簡
軍
の
大
め
に
搬
迭
周
波
数
の
み
を
考
へ

丈
の
で
あ
る
が
、
突
に
並
日
遁
の
放
迭
電
波
の
場
合

の
如
く
、
雨
方
共
同変
調
さ
れ
て
居
る
場
合
を
考
へ
て

見
る
。
こ
の
場
合
の
関
係
は
甚
だ
複
雑
で
あ
る
。
印

ち
前
一
一
辿
の
如
く
透
つ
仁
搬
途
周
波
数
間
の
混
愛
調
が

起
る
上
に
、
第
二
電
波
の
愛
調
波
に
依
っ
て
聴
取
せ

ん
と
す
る
第
一
電
波
が
、
夏
に
凶変
調
さ
れ
る
と
い
ふ

現
象
を
生
宇
る
の
で
あ
る
。
今
第
二
電
波
に
依
っ
て

¥ノ

:ぺ

生
宇
る
電
座
争
」

九
日

H
h.
N
h
3
8
丸
公
十
三
Hhな
ぬ
る

と
し
之
を

ω式
に
入
れ
る
ι
弦
に
川
は
第
二
電
波
の

愛
調
度
、

α
は
愛
調
周
波
数
に
依
る
角
速
度
で
あ
る

聴
取
せ
ん
と
す
る
電
波
の
周
波
数
を
ま
と
め
て
整
理

す
れ
ば

ぷ
H
(
〉

+
中
、uJ
N
川
凶
!
?

)
(H
+
ω
さ
u
'同ペミ

D
ぺ)

×

(ム
)

~
川
ト
'
同
，
N
.
ミ
p
r
h叩

と
な
り
、
第

一
の
搬
送
波
乱
刊
は
第
二
の
愛
調
波
に
依

っ
て
愛
調
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
か
、
る

種
類
の
混
愛
調
を
起
す
も
の
は
円
九
九
等
、
特
性
曲

線
の
奇
数
次
微
分
係
数
に
依
る
こ
と
は
制
式
の
示
す

一
迎
り
で
あ
る
。
混
愛
調
の
現
象
は
交
流
受
信
機
の
ハ

ム
電
座
が
グ
リ
ッ
ド
に
加
は
る
場
合
に
も
起
り
、
ハ

ム
の
増
大
を
来
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
一
週
へ
大
如
く
高
周
波
増
幅
の
際
に
生
宇
る
種63 
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々
の
障
害
は
、
異
空
管
特
性
曲
線
の
響
曲
度
太
な
る

こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
が
分
る
で
あ
ら
う
。

ン
グ
リ
γ
ド
電
展
を
減
ホ
ノ
る
場
合
に
は
、
前
一
辺
の
如

き
障
害
を
来
す
の
を
菟
れ
な
い
。
混
愛
調
を
防
止
す

トELc日c1UY~z2 4 
「 -LlsRcraemena日Ghd ol四tag回:e";2.5V 

5 
tag巴=75V.

協

二lz嗣 4 

防 1-1 トマ

~ 
民1
す

Jギ
レ〆
同十戸 'Gontrol GrId voltage._ 

防

止

方

法

第
一
固
は
遮
蔽
グ
り
ツ
ド
四
極
量
(
空
管
U

Y
二
二

四
の
特
性
曲
線
を
一示
す。

ダ、yマ

可7

容
量

制
御
を

回

な
す
丈

め
に
グ

リ

ツ

ド

パ
イ
ア

九舟-

P 

クか :カ日 ス
リ・すを
| スる 『増

f
L
 

園

4 -o -5 

る
に
は
1

第
一
に
ア
ン
テ
ナ
同
路
を
濯

揮
性
な
ら
し
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
共
に
偶
数
次
の
微
分
係
数
に
基
く

混
愛
調
は
、
同
一
の
異
空
管
二
個
を
第
二
固
に
示
す

如
く
、
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
に
結
合
す
る
こ
と
に
依
っ
て

も
除
去
し
得
る
。
こ
の
方
法
に

第

去
し
得
な
い
。

依
つ
て
は
奇
数
次
の
項
は
'除

夏
に
有
効
な
方
法
は
第
三
固

に
一
示
す
如
く
高
い
増
幅
卒
を
有

す
る
真
空
管
A
と
、
低
い
増
幅

卒
を
有
す
る
真
空
管
B
と
を

個
並
列
に
結
合
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
揚
合
雨
者
の
特
性
曲

線
は
第
四
国
の
A
及
び

B
で
表

さ
れ
る
。

，、
6 
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園

第 国四

今
入
力
電
波
が
弱
い
時
は
二
つ
の
真
空
管
は
同
時

に
働
い
て
居
る
が
、
若
し
或
る
値
以
上
に
強
く
な
る

と
ム
の
方
は
全
然
働
か
子
、

B
の
み
が
働
い
て
容
量

10 30 21) 
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、yマ

制
御
を
白
働
的
に
行
ひ
得
る
。
以
上
の
如
き
働
作
は

第
四
国
の
曲
線
C
の
如
く
曲
線
A
及
び
B
の
合
成
し

仁
結
果
に
依
っ
て
得
ら
れ
る
。
こ
の
方
法
を
一
個
の

真
空
管
で
行
ひ
得
る
や
う
に
設
計
し
た
も
の
か
.
，
次

に
誠
一
、
へ
ゐ
可
愛
増
幅
卒
ハ
ヴ
エ
リ

ア
プ
ル

、
t
ユ
l
)

の
真
空
管
で
あ
る
o

卸
ち
小
な
る
グ
リ
ッ
ド
バ
イ
ア

ス
に
於
て

は
高
い
増
幅
一
年
を
有
し
、
大
な
る
グ
リ
ッ

ド
バ
イ
ア

ス
に
於
て
は
、
低
い
増
幅
卒
を
有
す
る
や

う
な
特
性
を
有
せ
し
め
，
而
も
特
性
曲
線
は
脅
曲
度

を
な
る
べ

く
念
な
ら
さ
る
や
、
フ
に
設
計
し
て
、
こ
の

悶

目
的
を
満
足
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

可
愛
噌
幅
率
を
有
す
る
覧
室
管

マ
ツ
ダ
亘
(
空
管
U
Y
二
三
五
は
、
第
三
園
C
の
如

き
特
性
曲
線
を
有
す
る
遮
蔽
グ
リ
ッ
ド
傍
熱
型
莫
空

管
で
あ
る
。
グ
リ
ッ
ド
バ
イ
ア
ス
を
愛
宇
る
こ
と
に

依
り
、
増
幅
卒
を
山
変
化
し
て
白
働
的
に
出
力
を
制
御

し
得
ら
れ
、
而
も
特
性
曲
線
は
炭
い
範
園
の
グ
リ
ッ

ド
バ
イ
ア
ス
に
射
し
、
的
度
を
増
加
し
な

い
と
い
ふ

著
し
い
特
徴
を
有
す
る
。
第
五
園
は
そ
の
相
互
特

性
曲
線
、
第
六
固
は
相
互
特
性
曲
線
の
一
つ
を
、

従
来
の

U

Y
二
二

四
に
比
」
較
し
仁
も
の
で
あ
る
。
第

6"h: 
明フ

-86 

1.11)() 

2∞4 

問

問

削

剛

仰

m
O
4
z
h

。“ω-
c
-
z一
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uzdadu
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。u
-
C
3ω

コ
ヲ
~

」ー」
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Hラ

40 

10 

第

七
固
は
相
互
惇
導
率
が
グ
リ
ッ
ド
バ
イ
ア
ス
と
共
に

如
何
に
愛
る
か
を
示
し
大
も
の
で
、
之
を
U

Y
二
二

四
と
比
較
し
て
見
る
と
著
し
い
差
が
あ
る
こ
と
が
分

る
。
卸
ち
U
Y
二
三
五
の
相
互
惇
導
率
は
、
グ
リ
ッ

ド
バ
イ
ア
ス
負
一
@
五
ヴ
オ
ル
卜
に
於
け
る
一
、
一

0

0
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
よ
り
負
四

O
ヴ
オ

ル
ト
に
於
け

る

一
0
マ
イ
ク
ロ
モ

l
に
至
る
ま
で
、
康
範
閣
に
凶変
化

す
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
o

第
八
回
は
そ
の
プ

ν

l
卜
特
性
曲
線
を
示
す
。

U
Y
一
一
一
一
一
五
の
一
般
常
数

や
示
せ
ば
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

65 



報新タe、y

表

フィラメント電歴

フィラメン卜 1電imI 1.75アム ペア

三レー l - r~ 1-25Õ~_:~~~ミ今日玉三-;V1"二
スク 、リーン電脱 I90 ヴ オ ルト I 75 ヴオル卜

グリッドバイアス |一一3.0 ヴオル卜 I --'-1.5ゲ オノL 卜

指 。 幅 卒 1 3iO ‘ I 385 

入部抵抗 i35ob心 二 |……ι
かi引九-JF，o-7jLJJ百戸JJL
ーご二三子瓦| ーム7~J二丙 ~ 1) 7 十ペア

{長熱型 Iまー肱

2.5ゥ、、オル

!lt.-: 
aョ

U

Y
ニ
三
五
の
使
用
法

以
上
の
如
、
き
特
牲
を
も
っ
U

Y
二
三
五
を
高
周
波

増
幅
器
に
使
用
す
れ
ば
、
愛
調
歪
、
混
同
変
調
等
の
障

害
は
非
常
に
小
さ
く
な
し
得
る
四
一で、

…貰
際
の
一貫
験

も
亦
之
を
詮
明
し
て
居
る
。

U

Y
二
三
五
は
第
一
表

に
示
す
如
く
、
従
来
の
U

Y
二
二
四
を
そ
の
佳
取
換

へ
得
る
如
く
設
計
さ
れ
て
居
り
、
唯
異
る
の
は
炭
い

範
圏
の
グ
リ
ッ
ド
バ
イ

ア
ス
だ
け
で
あ
る
つ
容
量
制

御
は
グ
リ
ッ
ド

バ
イ
ア
ス
を
愛
化
し
て
行

ふ
の
が
原

則
で
、

ス
ク
リ
ー
ン
J

屯
師
訟
は
合
に
一
定
値
を
保
つ
や

:7 

66 

フ
に
電
源
か
ち
ぞ
ア
ン
シ
オ
メ

岡

ー
タ

l
で
供
給
す
る
の
が
得
策

で
あ
る
。
直
列
抵
抗
を
入
れ
て

竜
座
を
降
下
さ
せ
る
方
法
は
、

場
合
に
依
つ
て
は
工
合
が
惑
い

こ
と
が
あ
る
o

グ
リ
ツ
バ
イ
ア

ス
は
大
鑑
零
か
ら
負
七
五
ヴ
ォ

ル
ト
位
ま
で
愛
化
し
得
る
や
う

に
設
計
す
、
べ
き
で
、
陰
極
と
直

列
に
可
愛
抵
抗
争
}
挿
入
し
、
そ

の
電
座
降
下
を
利
則
す
る
の
が

便
利
で
あ
る
。

九

最
新
の
優
秀
な
受
信
機
は
多

く
U

Y
一一一一
一
五
を
使
用
し
、
之

に
配
す
る
に
U

Y
二
二
四
叉
は

第

U

Y
二
二

七
を
以
て
し
て
、
各

そ
の
特
徴
を
脅
揮
せ
し
め
、
最

後
に
五
極
管
ベ
ン
ト
1

ド
を
パ

ワ

l

ア
ン
プ

リ
フ

ァ
イ

ヤ
!
と
今
之

し
て
使
用
し
て
居
る
。

等
の
真
空
管
在
使
用
し
仁
シ
ユ

l
パ
!
ヘ
テ
ロ
ダ
イ
ン
受
信
機

の
一
例
を
示
せ
ば
第
九
園
の
如

く
甘
いよ
め
る
。
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マ

'9" 

拘
ニE

真

'') 

一
、
緒

E司

、ソ

マ
ツ
ダ
真
空
管
U
X
一
O
九
は
、
本
誌
二
月
披
の

ニ
ュ
ー

ス
欄
で
遮

へ
仁
や
、フに
乾
電
池
式
に
用
ひ
ら

れ
る
真
空
管
で
あ
る
。

今
頃
乾
電
池
式
の
其
空
管
を
云
々
す
る
の
は
可
笑

し
い
と
云
は
れ
る
人
も
あ
ら
う
が
、
此
の
真
空
管
に

は
猫
特
の
利
肘
方
而
が
あ
る
と
閉
山
ふ
。

U
X
一
O
九
は
三
樋
経
涜
真
空
管
で
あ
っ
て
、
飯

に
製
作
さ
れ
て
を
る
異
空
管
と
は
、
そ
の
製
作
方
法

特
に
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
の
製
作
万
法
に
つ
い
て
.
全
然

従
来
の
方
法
と
は
異
な
っ

て
居
る
の
で
あ
る
。

ニ
，
構
造

普
通
見
掛
け
る
真
空
管
は
j

大
抵
三
極
共
垂
直
に

マ
ク

ン
卜
さ
れ
て
居
る
か
、
こ
の
異
空
管
の
三
極
は

全
部
水
平
に
マ
ウ

ン
ト
し
て
あ
り
、
そ
し
て
フ

ィ
ラ

メ
ン
ト
の
心
紘
は
、
制
い
タ
ン
グ
ス
テ
ン
線
を
用
ひ

て、

其
上
を
酸
化
物
で
被
覆
し
て
あ
る
。

他
の
酸
化

物
被
覆
の
フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
の
心
線
は
.
ニ

ツ
ク
ル
や

用
ひ
て
居
る
。
そ
し
一
し
こ
れ
に
酸
化
物
を
塗
り
つ
け

た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
細
い

タ
ン
ク
ス
テ
ン
・
フ

ィ

ラ
メ
ン

ト
に
は
、
其
綾
な
方
法
を
と
る
事
が
出
来
な

マ

管

U

X

九

に

就

て

。

東
京
電
気
株
式
命
日
枇

研

究

所

技

ー
師

ぃ
。
そ
れ
は
剥
脱
し
易
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で

U
X
一
O
九
で
は
タ

ン
グ
ス

テ
ン

・
フ
ィ

ラ
メ
ン

ト
に
酸
化
物
被
覆
守
す
る
に
は
電
気
的
の
方

法
を
講
じ
て
居
る
。
そ
れ
に
は
。プ
レ

ー
ト

の
内
市
に

パ
リ
ク
ム

・
ア
ル

、L

ニ
ウ
ム
の
合
金
を
塗
布
し
て
お

き
、
排
気
後
に
高
周
波
誘
導
慌
を
用
ひ
て
。プ
レ

ー
ト

を
熱
し
、
バ
リ
ウ
ム
そ
蒸
稜
せ
し
め
、
消
防
め
酸
化
し

大
タ
ン
グ

ス
ア
ン
糾
に

附
着
さ
せ
、
タ

ン
グ
ス
テ

ン
・
オ
キ
サ
イ
ド

に
還
元
し
て
表
面
を
パ
リ
ワ
ム
オ

キ
サ
イ
ド
と
し
、
高
能
率
の
電
子
遊
山
内
を
な
し
得
る

フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
を
作
る
の
で
あ
る
。

か
、
る
方
法
で
フ
イ
一
フ
メ
ン

卜
を
作
る
こ
と
は
、

我
閣
で
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
っ
て
、
外
国
で
は
フ

イ
リ
ッ
プ

ス
命日一枇

ハ
和
蘭
)
が
略
問
機
な
方
法
原
理

で
製
作
し
て
を
る
の
み
で
あ
る
。
第

一
同
は
U
X
一

O
九
の
外
観
で
あ
っ
て
、
第
二
闘
は
そ
の
内
面
の
構

5令

木

久

王

遣
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。

三

、

特

性

及

び

規

格

第
三
闘
は

U
X
一
O
九
の
特
性
曲
線
を
示
し
丈
も

の
で
、
規
格
は
突
の
如
く
で
あ
る
。

管
の
最
大
直
径

管
の
全
長

四
・
五
糎

一0
・
二
糎

フ
ィ

ラ

メ
ン
ト
電
歴

一
・
O
l
i
二
一
ヴ
オ
ル

ト

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
電
流

第一岡

0
・
0
七

0
1
0・
0
八
O
ア
ム
ペ
ア

-
プ
レ
ー
ト
電
歴
(
回
収
大
)
九

O
ヴ
オ
ル

ト

増

幅

卒

八

・

五

内
J

部

抵

抗

二

ハ

、

0
0
0ォ
l
ム

相
互
博

導

率

五

三

0
マ
イ
ク

ロ
モ
l

こ
、
で
プ
レ
ー
ト
竜
一
肢
は
最
大
九

O
ヴ
オ
ル
ト
と

し
て
あ
る
が
、
一
五

O
ヴ
オ
ル
ト
迄
あ
け
て
使
用
し

て
も
差
支
へ
な
い
。
そ
の
場
合
は
一バ
イ
ア
ス
を

七・

五
ヴ
オ
ル
ト
位
に
し
て
使
用
し
て
頂
き
大
い
。

叉
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
電
流
は

0
・
0
七

0
1
0・
0
八

O
ア
ム
ペ
ア

と
し
て
あ
る
の
は
、
詳
言
す
れ
ば

67 



フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
電
展

一・

O
ヴ
オ
ル
卜
の
時

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

電
流

O
e
O
七
O
ア
ム
ベ
ア

一
・
三
ヴ
オ
ル
ト
の
時
に

O
@
O
八
O
ア
ム
ベ
ア

流
れ
る
と
云
ふ
事
に
な
る
。

(
和
蘭
の
フ
イ
リ
ッ
プ

ス
命
日
祉
製
の
一

O
九
も
殆
ん

E
同
様
の
値
を
持
っ
て

居
る
)
。

ア
イ

ヌ
メ

ン
卜
電
匪

ブ
イパ
ニ
フ
メ
ン
ト

電
流

報

そ
れ
か
ら
内
部
抵
抗
で
あ
る
が
、
こ
の
測
定
黙
は

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

竜

慶

一

・

三
ヴ
オ
ル
卜

新

グ
リ
ッ
ド
電
感

プ
レ
ー
ト
電
陸
一

マ
イ
ナ
ス
四
・
五
ヴ
オ
ル
卜

九

O
ヴ
オ
ル
卜

ダ~/ マ

で
の
値
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
鈷
御
留
意
を
願

ふ。

従
っ
て
フ
イ
一
フ
メ
ン
ト

電
膝
が
一
・
コ
一
ヴ
オ
ル
ト

か
ら

一
ヴ
オ
ル

ト
ま
で
降
下
す
る
と
き
、
前
記
の
欣

態
で
は
フ
ィ

ラ
メ
ン

ト
電
膝

O
。
一
ヴ
オ
ル
卜
降
下

毎
に
一
、

0
0
0
ォ
l
ム
位
宛
増
加
す
る
。

向
巾
し
遅
れ
ま
し
た
が
フ
ィ

ラ
メ
ン

ト
電
座
は，

一
壬
す
オ
ル

ト
以
上
に
は
総
針
に
上
昇
せ
し
め
な

い
様

に
佐
意
や
版
ひ
た
い
。
そ
れ
以
上
に
す
る
と
真

空
管
の
寄
命
が
著
し
く
短
く
な
る
。

究
に
除
波
増
一怖
に
つ
い
て
の
大
略
の
佳
品
目
ω

を
遮
ベ

旬
、
(
迫
〉
}

て
見
ょ
う
。

国

回
、
検
波
増
幅
に
つ
い
て
の
注
-
意

イ
検
波
に
使
用
す
る
場
合
、
こ
の
場
合
に
は
フ
イ

一ブ

メ
ン
ト
電
暦
は
一
・

O
ヴ
オ
ル
ト
で
充
分
働
く
。

そ
れ
以
上
に
電
摩
守
あ
け
る
必
要
は
な
い
。
こ
の

際
に
は
プ

ν
l
ト
電
暦

究主

一一

O
l四
五
ヴ
オ
ル
ト

グ
リ
ッ
ド
リ

l
ク0
・
二
五
i

五
。

O
メ
ク
オ

l
ム

ク
リ
ツ
ド
コ
ン
デ
ン
サ
ー

0
・
0
0
0
二
五
マ
イ
ク
ロ
フ
ア
ラ
ツ
ド

そ
し
て
グ
リ
ッ
ド
の
蹄
線
は
、
必
宇
A
電
池
の
十
側

に
接
績
し
て
頂
き
仁
い
。

向
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
二

O
O
ォ
l

ム
位
の
ボ
テ
ン

シ
オ
メ
ー
タ
ー
で
短
絡
し
て
y
グ
リ
ッ
ド
の
時
総
を

接
績
し
て
も
好
結
果
が
得
ら
れ
る
。
又
プ

ν
l
ト
竜

6~ 

感
は
四
五
ヴ
オ
ル

ト

以

上

を

使

別

せ

ぬ

様
、
二
一
一
・
五
ヴ
オ
ル

ト
で
充
分
で
あ
る
。

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
抵
抗
は
一
・
五
ヴ
オ
ル

恒i

ト
の
乾
電
池
を
使
用
す
れ
ば
一
一
一
オ
|
ム

-g -4 

!J (V) 

を
用
ひ
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
抵

抗
は
最
も
よ
く
受
信
さ
れ
る
程
度
で
成
る

可
く
多
く
入
れ
て
お
い
て
頂
き
た
い
。
さ

う
す
れ
ば
異
空
管
の
詩
命
は
非
常
に
長
く

な
り
，
毎
日
三
時
間
宛
使
用
す
る
と
し

て
、
昆
(
{
全
管
の
需
命
二
、

0
0
0時
間
と
見
れ
ば
約

武
年
位
は
使
用
出
来
る
。
こ
れ
は

一
・
三
ヴ

オ
ル
卜

で
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
を
働
か
し
大
時
で
あ
る
か
ら
、
険

波
の
場
合
の
様
に
一
・

O
ヴ
オ
ル
ト
で
使
用
す
れ
ば
、

そ
の
倍
以
上
の
年
数
も
用
ひ
ら
れ
る
事
に
な
り
、
・
質

第

ー1216 

に
経
路
其
{
全
管

と
云
ふ
名
に
ふ

さ
わ
し
い

『)
と

闘

に
な
る
。

四

そ
れ
か
ら
フ

第

黒~i イ
火ラ
しメ
てン
も卜
、は

そ
の
温
度
が
低

い
矯
め
殆
ん
ど

動
滅
何
れ
か
を
判
じ
か
ね
る
位
で
あ
る
か

ら
、
一
九

七
ん

や

二

(

)

一

A
の

伸
依

いb
h
抑
川
町

f
ー
ま
で
に
伽
矧
ル
ヘ
!
υ
T
L
Mum-加川



報新ダおyマ

論
使
用
に
耐
え
な
く
な
る
。
叉
一
一
二

A
の
般
に
知

火
の
航
態
が
は
っ
き
り
・判
か
ら
な
い
。
但
し
一
・
五

ヴ
オ
ル
ト
の
乾
電
池
を
使
刷
し
て
は
‘
前
記
の
二

O

一
A
の
様
に
輝
く
危
険
は
起
ら
な
い
。
只
前
申
し
た

や
う
に
聞
え
る
程
度
に
抵
抗
を
多
く
入
れ
て
お
い
て

頂
く
こ
と
が
一
番
安
全
で
あ
る
。

口
増
幅
の
揚
合
こ
の
場
合
に
は
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
電

膝
は
一

@
三
ヴ
オ
ル

ト
、
叉
は
そ
れ
に
近

い
方
が

結
果
良
好
で
、
そ
の
時
用
ひ
る
グ
リ
ッ
ド
バ
イ
ア

ス
は
突
の
や
う
な
値
に
な
る
。

，-ー一人一ーー~、 f 一一...->_一一一「
プクー プブク フ

ν リ νν リ ν

| ツ I I ツ|
トドトトドト

電パ電電ノt 電

流ィ歴流ィ座

メス

，四
o ']i 
ヴヴ

オオ
jレ jレ

l、|、

四央 L
五、、五
ヴ、て .t 

才ん l
Jレ T

卜.ム

プ

二
・

o
tリ
ア
ム
ペ
ア

一
五

O
ヴ
オ
ル
ト

七
・
五
ヴ
オ
ル
卜

「。プ
レ

ー
ト
電
匪

プ
ク
リ
ツ
ド
パ
イ
ア
メ

↑プ

ν
l
卜
電
流

低
周
波
ト
ラ

ン
ス
を
用
ゆ
る
増
幅
に
よ
る
と
、
第

ニ
・

o
tリ
ア
ム
ペ

ア
以
上

五
園
の
如
き
配
線
に
な
る
。

五、

U

X

一O
九

の

特

長

川
阿
南
能
球
で
あ
っ
て
検
波
増
幅
に
刑
ひ
ら
れ
る
事

国
一乾
電
池
用
の
経
涜
真
空
管
で
あ
る
事

我
闘
は
相
A
V
m

水
力
一屯
気
の
利
用
が
多
く
法
制
な
地

方
で
も
可
成
り
電
殿
紘
は
来
。て
居
る
の
で
あ
る
が
吊

賞
際
は
内
地
で
も
電
燈
線
の
来
て
居
ら
な
い
地
方
は

ま
だ
ま
行
非
常
に
多
い
の
で

、
そ
の
様
な
地
方
で
最

新
の
知
識
を
吸
牧
し
、
叉
唯
一
の
高
尚
な
娯
楽
と
し

て
撰
ば
れ
る
も
の
は
、
先
づ
一
フ
テ
オ
の
外
は
な
い
で

あ
ら
う
。
そ
の
受
信
機
も
蓄
電
池
を
用
ゆ
る
も
の
で

は
、
其
充
電
及
び
手
話
に
多
大
の
手
数
と
費
用
を
要

υX-I09 ux-/og 

~III 

し
、
と
て
も
其
煩
に
絶
え
な
い
の
で
勢
ひ
全
部
乾
電

池
で
、
し
か
も
経
涜
的
機
械
的
に
能
率
よ
く
働
く
も

同

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

ν。

又
屯
舷
紘
は
来
て
居
っ
て
も
夜
間

.rけ
で
エ
リ
ー

ネ
|
タ
ー
で
は
肝
心
の
喜
一間
放
迭
を
聴
く
事
が
出
来

な
い
鹿
も
あ
る
。
か
、
る
例
は
東
京
に
も
ホ

π畑作
山

あ
る
か
ら
、
其
他
の
所
で
は
殆
ん
ど
書
一間
来
て
居
ら

ぬ
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
其
様
な
場
所
で
は

時
局
或
は
産
業
の
ニ
ュ

ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
放
迭

を
聞
く
に
は
、
取
放
ひ
簡
便
な
乾
電
池
式
の
セ
ッ

ト

に
よ
る
事
に
な
る
。

向
朝
鮮
の
伎
な
市
を
少
し
離
れ
る
と
電
僚
級
の
来

て
居
ら
ぬ
所
一
か
多
い
。
か
冶
る
際
に
は
是
非
U
X
一

O
九
式
高
能
率
な
受
信
機
を
推
奨
し
た
い
。

今
迄
は
乾
電
池
式
の
受
信
機
に
適
合
し
た
異
空
管

は
園
産
品
と
し
て
は
歯
枇
製
の

U

X
i

一
九
九
、

U

V
l
l

一
九
九
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
畳
(

安
管
は
寄
命
の
則
、
電
力
消
費
の
賄
に
つ
い
て
可
成

申
分
が
あ
っ
大
。
叉
利
繭
フ
イ
リ
ッ
プ
ス
命
日
一
枇
製
の

五:.......... . 
.J:f'~ 

球
も
あ
る
が
、

純
倒
産
品
と
し
て
最
も
適
合
し
て
居

る
も
の
は
こ
の

U

X
一
O
九
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

一
フ
ヂ
ォ

界
は
ヱ
リ

t
ネ
!
タ

l
の
護
達
に
注
意
が
集

位
さ
れ
て
、
兎
角
乾
電
池
の
受
信
機
は
疎
ん
じ
ら
れ

て
居
つ
大
形
で
あ
る
が
、
こ
の

U

X
一
O
九
の
出
現

に
よ
っ
て
、
こ
の
方
而
の
セ
ッ

ト
も
異
に
再
生
す
る

事
が
出
来
る
と
岡
山
は
れ
る
。

し
か
も
こ
の

U
X
一
O
九
一
は
値
段
も
相
官
安
く
、69 



報

叉
一
九
九
管
個
に
つ
い
て

A
電
池
は
阿
・
丘
グ
オ
ル

ト
を
川
ひ
て
六

O
t
リ
ア
ム
ベ
ア
の
泊
流
を
流
す
の

で
あ
る
が
、
U

X
一
O
九
で
は
一

・
五
ヴ
オ
ル
ト
乾

電
池
を
刈
ひ
て
七
五
t
リ
ア
ム
ペ
ア
を
流
す
の
で
あ

る
か
ら
、
電
力
消
費
長
は
一
九
九
の
約
三
分
の
一
で

憐
み
、
従
っ
て
三
分
の
一
の
ト
人
さ
の
屯
池
で
間
に
合

ひ
、
し
か
も
球
の
能
心
不
は
非
常
に
よ
い
の
で
あ
る
。

ハ
雑
一音
の
絶
無
な
る
事

其
上

ヱ
リ

t
ネ

l
タ
l
で
な
い
の
で
、
勿
論
ハ
ム

は
入
ら
示
、
そ
れ
の
み
で
な
く
呉
寝
竹
の
機
構
一か
非

常
に
よ

い
た
め
に
、

ハ
ム
以
外
の
味
一汗
を
も
除
く
こ

と
が
山
来
る
。

二
一
一
博
命
の
長
い
こ
と
.
小
u
f
U流
の

一
定
な
る
い
下

岐
に
規
椛
で
一
述
べ
大
様
に
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
竜
一階
を

一
・
一一一ヴ
オ
ル
ト
以
下
で
、
所
定
の
如
く
似
刑
し
て

屑
れ
ば
数
千
時
間
の
存
命
を
保
ち
.
川
u
f泌
出
の
円
一止

に
時
間
的
に
不
注
続
的
問変
化
を
起
す
事
な
く
、
こ
れ

は
宛
も
純
タ

ニ
ゲ
人
テ
ン

線
科
し
く
は
ト
リ
ヱ

i
テ

ツ
ド
・
タ

ン
グ
メ
テ
ン

紘
に
準
宇
べ
き
も
の
で
、
陽

一
定
な
こ
と
を
要
す
る
伎
な
測
定
に
川
ひ

新ダ、yマ

極
屯
凶
の

仁
り
、

リ
レ
ー
を
動
作
せ
し
め
る
や
‘
フ
な
・
万
戸
聞
に
川

ひ
て
も
悦
秀
一仙
結
果
ル
一
牧
め
て
付
る。

特
に
光
氾

f

電
流
榊
一
附
佼
置
に
川
ひ
て
、
そ
の
働
作
一
定
で
あ
る

か
ら
、
其
同
体
な
肱
川
万
両
に
は
是
非
仰
推
薦
致
し
仁

、
の
で
あ
る
口

ホ
旦
一
本
.
皮
よ
き
一
平

真
宗
管
を
作
る
時
に
俊
一
述
の
如
く
、
金
属
バ
リ
ウ

ム
を
悲
…
殺
せ
し
め
て
作
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

真
宗
竹
の
兵
卒
.
皮
の
よ
い
こ
と
は
、
他
の
旦
(
空
管
の

追
従
を
許
さ
ぬ
所
で
あ
る
。
全
印
刷
バ
リ
ウ
ム
の
瓦
斯

の
吸
集
度
化
合
力
高
く
、
グ
ツ
タ
ー
と
し
て
の
作
川

優
秀
な
こ
と
は
、
地
今
衆
知
の
本
質
で
あ
っ
て
、

マ

.ク
、ナ
ン
ウ
ム

、
カ
ル
シ
ウ
ム

、
人
卜
ロ

L

シ
ウ
ム
等

の
ゲ

ツ
タ
ー
を
洛
か
に
凌
駕
す
る
。
こ
の
こ
と
が
異

本
.
竹
と
し
て
、

什ん
竹
山
能
を
充
分
後
仰
せ
し
め
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

へ
機
械
的
の
打
曜
に
よ
る
雑
汗
の
少
な
き
れ

従
来
の
真
宗
ぃ
休
刊
で
あ
る
と
検
波
球
に
機
械
的

シ
ヨ

ツ
ク

を
典
へ
た
場
合
、
殆
ん
ど
'
令
部
の
球
が
ス
ピ
ー

カ
ー
に
そ
れ
に
川
燃
す
る
一品
目
在
牛
.中
る
。
又
こ
れ
に

よ
っ

て
配
似
及
び
異
本
竹
の
良
不
n
を
t

ノス

卜
す
る
ん

法
と
さ
れ
て
付
つ
k
，か
、
亡
X

一
O
九
は
か
、
る
庁

法
で
は
ラ
ッ
パ
に
は
其
音
は
川
な
い
も
の
が
多
く
.

川
て
も
そ
の
一汗
凋
が
高
く
小
さ
い
か
ら
、
か

、
る
か

法
で
は
試
験
す
る
こ
と
は
川
・米
な
い
。

換
一一コ
け
す
る
と

マ
イ
ク
ロ
フ
オ

ニ
ツ
ク
ア
ク
シ
ョ

ン

が
非
常
に
少
な
い
と
云
ふ

こ
と
に
な
る
の
で
、
始
終

受
信
機
が
動
栴
す
る
伎
な
川
で
使
川
し
で
も
、
受
信

閃
難
羽
生
ム
グ
る
伎
な
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
に
耐
え
る

昼
寝
行
L
7
し
て
毛
買
な
も
の
で
あ
る
o

例
を
皐
・
ゆ
て

iO 

比
れ
ば
疾
走
中
の
向
動
市
上

に
於
て
の
受
信
、
飛
行

機
其
他
に
於
て
の
受
信
別
と
し
て
願
著
な
効
果
を
を

さ
め
て
肘
る
。

川
一
般
家
庭
川
受
信
機
の
配
糾
川

一
般
削
配
似
と
し
て
は
別
に
目
新
し
い
も
の
で
は

な
い
。
一
九
九
を
川
ひ
て
貨
験
し
七
時
と
同
じ
様
な

も
の
で
あ
る
か
、
球
の
能
心
部
ヤ
が
宜
し
い
の
で
一

九
九

に
比
し
て
惑
か
に
よ
い
結
果
が
得
ら
れ
る
。

イ

一

球

式

こ
の
雨
耳
式
の
受
信
器
で
聞
く
と
、
市
沿
な
音
で

相
川町
川
よ
く
分
離
し
て
聞
く
事
が
出
来
る
。

ν
シ
l
パ

ー
は

ス
ピ
ー
カ
ー
に
比
じ
て
非
常
に
感
度
鋭
敏
で
あ

る
か
ら
、
ア
ン
テ

ナ
警
を
適
宜
な
タ

l
ン
に
調
節
す式-子*第六 |河

30 



報

る
と
D

X
昂
も
聞
く
こ
と
が
口
供
し
て
至
難
で
は
な
い

の
で
あ
る
o

叉
こ
の
セ
ッ
ト
で
は

A

B
の
電
池
の
み

で
あ
っ
て
、
し
か
も

A
電
池
一
・
五
ヴ
オ
ル
ト
、

B

電
池
二
二
・
五
ヴ
オ
ル
十
で
あ
る
か
も
、
セ
ッ
ト
は

容
積
に
し
て
も
樋
く
小
さ
な
'も
の
に
な
り
、
携
帯
加

と
し
て
は
至
極
使
利
な
も
の
で
あ
る
。
海
水
浴
場
或

は
山
登
り
或
は
キ
ヤ
ン
ピ

ン
ク
等
に
は
誠
に
申
分
の

な
い
も
の
で
、
費
用
の
貼
か
ら
言
っ
て
も
非
常
に
経

法
的
な
も
の
に
な
る
。
(
第
六
闘
参
照
)

ロ

二

球

式

こ
れ
も
一
球
式
に
低
周
波

一
段
争
つ
け
た
も
の
で

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
a

版
島
、
熊
本
、
仙
豪
、
机

幌
と
い

ふ
様
な
一

0
キ
ロ
の
ア
ン
テ
ナ
出
力
を
も
っ

局
か
ら
.
一
五
里
乃
至

二

O
皇
位
の
距
離
で

ス
ピ
ー

カ
ー
に
相
嘗
大
き
く
出
す
事
が
出
米
る
。
そ
し
て
ア

ン
ア
ナ
ア

l
ス
を
完
全
に
し
て
、
チ
ッ
ク
一
フ
ー
や
グ

リ
ッ
ド
リ

l
ク
の
調
節
を
よ
く
す
れ
ば
、
州
側
首
多
く

の
局
を
入
れ
る
事
も
出
来
る
。

一
一
球
三
球
に
用
ゆ
る
A
電
池
は
ど
こ
の
乾
電
池
製

造
所
で
も
製
造
し
て
居
る
の
で
、
通
話
な
も
の
を
容

易
に
買
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
乾
電
池
は
放
迭
を
聞
か

な
い
場
合
に
は
例
へ
五
分
で
も
十
分
で
も

ス
ヰ
ツ
チ

を
切
っ
て
置
く
方
が
、
電
池
を
同
復
さ
せ
長
時
間
の

使
用
に
耐

へ
る
。
ハ
第
七
闘
参
照
)

新タe、yーマ

ハ

三

球

式

30r 

三
球
式
で
は
再
生
の

ν
フ

ν
ツ
ク
ス
も
あ
る
が
、

調
節
が
可
な
り
六
ク
敷
く
一音
も
一
企
み
易

い
の
で
あ
る

か
ら
、
矢
張
再
生
低
周
波
二
段
と
云
・
山
所
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
信
宇
る
。
こ
れ
な
ら
ば
ス
ピ
ー
カ
ー

の
一
音
も
非
常
に
清
殺
に
な
り
叉
充
分
音
量
も
向
す
事

が
出
来
る
。
分
離
も
勿
論
よ
り
以
上
に
完
全
に
な
っ

て
、
申
分
の
な
い
三
球
式
の
セ
ッ
ト
と
し
て
御
推
薦

出
来
る
も
の
と
思

-t

式

第

球

式

圃ヒ

球

4失負e
引を

国i¥. 

4-・‘，'1~ラー

30r 
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72. 

報

ヂ

オ

-フ

新

新

型

マ

ツ

ダ

轟

空

管

の

設

費

ダ

レ
江
記
新
刑
t

マ
ツ
ダ

丘
(本
管
二
掃
刊
を
三
月
1
-九
川
よ

り
護
資
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

¥
、J
ノ一
マ
ツ
信
己
県
空
管

U

Y
ニ
四
七

B

L

M
 

(定
債
三
・

O
O
J

此
の
真
木
ぃ
竹
は
技
凶

一
般
家
庭
川

ラ
デ
ト
4

受
信
機

に
通
牒
す
る
や
う
に
、
研
究
設
計
さ
れ
七
併
此
湖
特

、yマ

の
小
刑
ヒ

ペ
ン
ト
l
ド
戸
五
岡
管
J

で
、
'叫
に
我
山
内
は
好
汗

tm-
博
し
て
府
る
U
Y
二
川
七
の
姉
妹
品
で
あ
っ

τ、

共
に
7
.ヂ
オ
界
の
花
形
で
あ
る
。

此
の
小
型
ぺ

ン
ト
|
ド
は
U

Y
二
同
七
と
同
じ
く

能
京
ー
の
良
い
終
段
増
幅
管
で
あ
っ
て
、
他
の
ペ

ン
ト

l
ド
に
比
し
、
比
較
的
小
さ
い
人
h
M
電
墜
に
封
し
、

川
品川
に
き
な
川
-H
，
か
得
ら
れ
る
。

一、
ッ
ダ
旦
(心不一件
u
U
Y

の
一迎
わ
で
あ
る
。

同
七
B
の
規
祁
は
、
左
記

フ
ィ

ラ

メ

ン

ト

屯

同

二
・
五

ヴ

オ

ル

ト

フ

ィ
ラ

メ

ン

ト

泣

沈

0
・
五

ア

ン
ペ
ア

プ
レ

ー

ト

屯

附

一
三

五

ヴ

オ

ル

ト

プ
レ

ー

ト

電

流

一
問

・
五
ミ
リ

ア

ン
ペ
ア

ス
ク
リ
ー
ン

グ

リ

ッ

ド

屯

川

一一ニ

支

ヴ

オ

ル

卜

ス
ク
リ
ー
ン

‘グ

リ

ッ

ド

屯

流

三

ミ
リ

ア

ン
ペ

ア

グ

リ

ッ

ド

パ
イ
ア

ス

れ

一
三

・
五

ヴ

オ

ル

ト

榊

一川

本

七

O

内

部

拭

抗

五

O
、0
0
0
ォ

l
ム

相

互

体

等

中

一

、
一ニ

五

0
マ
イ
ク
ロ

モ

1

れ

荷

抵

抗

七

、

0
0
0
ォ
1
ム

け
以
ト
八
飢
…
市
川
力

0
・
七

ワ

ッ

ト

マ
ツ
依
田
県
空
管

K

X
ニ
八

O
B

回

(定
債
で
八

O
J

山
性
化
丹
闘
の

う
ヂ
す
七
ツ
ト

に
使
川
さ
れ
て
居
る

整
流
管
は
K
X
一
一
二

R

及
び

K
X
二
八

O
で
あ

る
。
然
る
に
雨
者
の
山
内
力
の
問
に
は
相
常
に
き
い
-陥

h

り
が
あ
っ
て
、
然
も
其
の
中
間
の
出
力
を
望
む
場
合

が
何
め
て
多
い
。
そ
れ
で

K
X

一八

O
B
は
此
の
目

的
の
た
め
に
、
新
し
く
製
作
さ
れ

仁
半
波
紋
山
流
管
で

あ
る
。
其
の
規
格
は
弐
の
一
迎
り
で
あ
る
。

フ
ィ

ラ

メ

ン

ト

屯

川

フ
ィ

ラ

メ
ン

ト
屯

流

入
力
交
流
沼
間

川
力
ト
此
枕
屯
枕

五

ヴ

オ

ル

ト

バ
ア
ン

ペ

ア

ニ

O
Oヴ
オ

ル

ト

七
J
ミ

リ

ア

ン

ペ

ア

日召#..、

島主
ー雪ー

校

明

月
中
の
由
参
観
者



一
月
中
の
照
明
墜
校
の
参
観
者
は
、
主
な
る
圏
健

数
五
組
そ
の
数

一
七
八
名
、
‘一
般
参
観
仔
三
七
五
名

で
、
合
計
五
五
三
名
の
多
数
に
達
し
た
。

主
な
る
国
際
参
観
者

報

東
京
ラ
ヂ
オ
間
組
合
沼
津
支
部
員

九
年
命
自員

入

1
4
r
1十
ム
'
ト
h
l
コ℃
υ同
体
ド
ー

メ
「
ベ
イ
/
相

k
td
m
/-
4
i
ur】
N
H

1
H

抗
告
協
命
日
々
員

東
京
餓
道
局
敬
習
所

、・
P
B

J
H
a

--

一-a

一
般
参
観
者

新

七四五凶 三一

八 00一五二

七
四
名

中
央
一気
象
茎
技
師
即
一
郎
十
博
十
関
口
純
吉
氏
他
三

ダ

一
月
中
参
観
者
合
計

第
十
一

同
照
明
講
習
舎
橡
告
五
五
三
名

照
明
皐
校
の
春
の
年
中
行
事
た
る
照
明
講
習
舎

は
、
来
る
四
月
廿
七
日
か
ら
五
月
六
日
ま
で
八
日
間

開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
仁
。

今
回
目は
前
回
と
同
縁
、
命
日
員
を
第
一
部
と
第
二
部

に
分
も
、
第
一
部
は
新
命
日
員
の
み
で
、
第
二
部
は
新

命
日
員
投
に
議
校
友
を
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
部
は
四
月
廿
七

日
か
ら
四
月
三
十
日
必
三

H

問
、
第
二
部
ば
瓦
月
二
日
か
ら
五
月
六
日
迄
五
日
間

開
催
の
橡
定
で
あ
る
。

例
に
よ
っ
て
貰
地
見
事
は
充

分
に
時
間
が
取
つ
で
あ
る
。
向
大
慌
の

プ
ロ一
ク
ラ
ム

は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

、ソーマ

四
月
二
十
七
日
ハ
水
限
日
)

挨

拶

比例

照
明
皐
校
見
町
内
子
訟
に
茶
話
人
相
同

凶
月
二

十
八
日
ハ
木
曜
日
)

測

光

概

論

削

市

博

涼

之

助
氏

照

明

概

論

閥

重

康

氏

工

場

照

明

王

居

悦

井

氏

一
枇
内
工
場
訟
に
研
究
所
見
皐

四
月
二

十
九
日
(
金
曜

H
)

天
長
節
に

つ、き
休
部

四
月
三

十

H
ハ
土
曜
日
)

電

球

森

閃

州

一民

吉

氏

機
関
雑
誌
と
サ
ー
ビ

ス

米

山

清

三
氏

問
明
見
間
半

，

五
片
二
日
(
片
曜
日
ゾ

・

配

線

問

房

清

二

郎

氏

夜

間

運

動

場

照

明

土

居

雌

井

氏

交

通

照

明

伊

藤

大

二

氏

遮
信
省
常
問
に
聴
く
の
曾

五
月
三
日
ハ
火
曜
日
)

応
顕
電
飾
及
び
サ
イ
ン

照
明
見
皐

五
月
四
日
ハ
水
曜
日
)

山
明
見
皐

五
月
五
日
ハ
木
曜
日
)

以
明
見
皐
弛
に
懇
談
合

五
月
六
日
ハ
金
眼
目
)

新
し
き
照
明

特
別
講
演

河

野

-一
冗

彦

氏

早
大
判
工
利
子
部
長
h
A

本
忠
興
氏

工

尋

問

『
テ
レ
グ
ヰ
ジ
ョ
ン
の
現
欣
と
将
来
』

誌
に
『
夜
間
競
技
と
梨
県
明
』

見
皐
u
A

び
懇
親
合

jJ_lj 

i
 

彦

陪』

氏 長

雑

報

秋

田

放

送

局

の

開

局

粂
ね
て
放
会
開
始
準
備
中
の
私
旧
放
念
局
は
、
二

月
廿
六
日
め
で
仁
く
開
局
し
仁
。
呼
出
符
披
は

J
O

U
K
で
山内
力
三

O
O
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。

本
枇
仙
蓑
出
張
所
で
は
秋
間
放
送
局
の
開
局
を
枕

し
て
、
二
月
廿
六
日
サ

イ
モ
ト
ロ
ン
自
動
車
除
を
組

織
し
、
市
内
を
廻
り
大
い

に
気
勢
を
あ
け
た
。._ 

，秋川放詮 !司開局祝賀の自動車除73 



。同編
輯
後
記
に
代
へ
て

。

報

一
本
風
防
蕩
の
三
月
と
聞
く
と
、
何
と
は
な
し
に
ゆ
っ
た

り
し
た
気
分
に
し
た
り
う
る
。
こ
よ
な
く
ラ
ヂ
オ
に
聞
き

ほ
れ
た
瞬
間
な
ど
、
誠
に
恭
官
一
刻
値
千
金
と
一
五
ふ
言
葉

そ
の
ま
'L

の
感
が
起
る

の
で
あ
る
。
春
と
ラ
ヂ
ォ
、
何
と

朗
ら
か
な
銅
版
で
は
な
い
か
。

マ
ル
コ
ニ
イ
が
無
線
の
原
型
を
瑳
見
し
て
か
ら
三
十
年

館
、
そ
の
短
日
月
の
問
に
な
さ
れ
た
・
無
線
電
信
電
話
の
法
一

歩
後
遺
は
、
科
皐
界
に
於
て
も
驚
異
に
値
す
る
。

¥
ノJ
/
¥
 

過
去
三
十
年
間
に
於
け
る
無
線
の
礎
控

の
復
路
を
た
ど

っ
て
見
る
と
、
肱
洲
大
識
は
何
と
云
っ
て
も
、
之
れ
が
進

歩
に
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
と
云
へ

る。

一
度
大
戦
が
終
了
す
る
と
.
北
一
の
儲
勢
は
放
怠
無
線
電

話
と
し
て
、
欧
米

の
人
気
を
沸
騰
せ

し
め
た
。

無
線
放
送
に
相
謝
し
て
目
下
興
味
を
以
っ
て
迎
へ
ら
れ

て
照
る
の
は
、
短
波
長
無
線
通
信
の

問
題
で

あ
る
。

新ダ、ソマ

一

昭
和
七
年
三
月
十
五
日

P

M

¥

一
日
三
十
五
銭

一

昭
和
七
年
三
月

二
十

日

衡

問

定

債

ご

ヶ

年

四

国

(
郵
送
料
共
)

一

東

京

電

気

株

式

合

枇

』

耐

輯

錐

清

三

護

行

人

東
京
市
本
所
匝
厩
橋
一
丁
目
廿
七
ノ

二

印

刷

人

守

岡

功

東
京
市
本
所
匝
厩
橋
一
丁
目
汁
七
ノ
ニ

印

刷

所

凸

版

印

刷

木

所

分

工

場

帥
奈
川
肱
川
崎
市
堀
川
町
七

二

設

一

行

所

東

京

電

気

株

式

舎

社

「
川
崎
三
五
六

一
l
三
五
六
五

電
話
人
大
株
三
六
五
三
l
三
六
五
回

F

振
替
口
座
東
京
三
八
九
四
四

。

放
謹
一
ヌ
ヂ
オ
が
我
図
で
開
始
さ
れ
た
の
は
、
確
か
大
正

十
四
年
の
三
月
で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
数
へ
て
見
れ
ば

本
年
三
月
は
浦
七
年
を
迎
へ
た
こ
と
に
な
る
。
其
の
間
に

於
け
る
進
歩
の
跡
を
た
ど
っ
て
見
る
と
、
何
と
も
一
去
へ
ぬ

感
慨
に
ふ
け
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

五

O
O
ワ
ッ
ト
の
俄
放
訟
の
時
代
か
ら
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト

に
な
り
一

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な
り
.
五

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
放

迭
も
近
、
き
将
来
に
寅
現
さ
れ
ん
と
し
て
居
る
。

。

聴
坂
者
も
七
年
間
に
躍
進
的
の
噌
加
を
な
し
て
、
本
年

一一
月
十
六
日
に
は
有
高
を
突
破
し
た
と
云
ふ
物
凄
い
有
様

で
あ
る
。
ラ
ヂ
オ
は
今
や
五
円
人
の
日
常
献
〈
べ
か
、ら
ざ
る

生
活
必
需
品
と
な
っ

た。

乾
電
池
を
用
ひ
た
一
九
九
、
一
一

O
一
A
か
ら
、
交
流
民

空
管
二
二
七
、
一
一
二
六
、
そ
れ
が
四
融
管
、
五
椴
管
と
な

っ
た
の
を
回
想
す
る
と
日
ま
「
る
し
い
程
で
あ
る
。

無
線
の
設
建
は
国
民
空
管
の
採
用
に
よ
っ
て
な
し
注
げ
ら

れ
た
D

無
線
'
即
ち
員
空
管
と
も
云
ひ
う
る
で
あ
ら
う
。
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。

員
空
管
の
設
建
を
思
ふ
た
び
に
、
我
枇
が
業
界
の
た
め

に
な
し
た
早
只
献
は
些
か
で
な
か
っ
た
こ
と
を
成
山
じ
、
ほ

L

ゑ
ま
し
く
も
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

本
誌
第
五
三
頁
に
も
御
披
露
し
て
あ
る
通
り
、
今
岡
受

信
川
員
空
管
の
名
稲
を
漣
更
し
て
マ
ツ
ダ
民
空
管
と
呼
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
。
大
型
金
信
用
の
良
空
管
で
は
、
設
信
用

国
民
空
管
サ
イ
モ
ド
ロ
ン
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。

。

本
披
に
は
巻
頭
に
日
本
放
金
協
合
常
務
理
事
中
山
龍
次

先
生
の
玉
稿

『
一
九
三
二
年
の
放
役
一
界
』
を
初
め
、
金
津

市
電
気
局
技
師
長
康
蹴
先
一
先
生
の
『
エ

リ
ミ
ネ

1
タ
ー

の
車
澗
定
額
供
給
装
置
に
閲
す
る
二
三
の
考
察
』
等
、
有

益
な
記
事
が
満
載
さ
れ
て
居
る
。

其
の
他
本
社
研
究
所
の
技
術
員
諸
氏
が
、
夫
々
専
門
の

部
門
に
渡
っ
て
菰
奥
を
披
漉
し
て
居
ら
れ
る
。
誠
に
ラ
ヂ

オ
の
最
尖
端
を
一
望
の
う
ち
に
眺
め
う
る
本
誌
は
、
説
者

の
御
山
市
鑑
を
得
る
こ

と
と
期
待
し
て

居
る
。
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